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新 製 品

S - 170 

スミ付 ロータγ ク

o' e司5おKゐ

(金具マーク)

弊 社 は 本 社 ・茅 ケ 崎 の 各 衛 陶 工 場

及び金具工場共に J 1  S の指定を受 け

た 唯 一 の 衛 生 器 具総 合 メーカ ーです

品質管理の優秀な

東洋陶穏製品をセットで御使用下さい

東洋間器椋式曾社
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日
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開
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日
間
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η
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樹

⑤

区

市

L

司

倉

E

小

T

大 阪 営業 所 大 阪 市 東 区 伏 見町 5 の 3 T  E  L  @  4518- 9 

各 地 営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・小 倉 ・広 島 ・ 高 松 ・札 幌

茅ケ崎工場

神奈川県茅ケ崎市

T E  L  2 1 0 5 - 8  

司惨 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 22

カ 本 社 工 場 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

タ 電 話 伊 丹〈代沼田 l ・大 阪(4S) 4490

ロ

東 京 支 l苫 東京 都中 央区 銀 座 4 丁 目三 和ピノレ
ク.

電 話 京 橋 (56) 1701 ・256 4

進

呈
大 阪 事 務 所 大 阪 市 東 区 瓦 IIIJ 2丁 目三 和 ピル

電 話 北 浜 (23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

床 張 材

リノリ1 ーム

リノタイル

新 発 売

N リ ノ タ イ ル

ビニ ーノレ製

スポ〉ヂシート

。 ソ フ ト な 感 触

。 優 秀 な 耐 久 力

。 美 し い 色 彩



自 主 裂 他 府

ｋｄｉｉｾ｝＠
' -u- - - '  特 許 出 願 中

。

- まぶし さと杉のな L り良野iの !l f:l IYJ が 光り天 ) 1- (ノレ i ナスヰノー

リング) で す 「

- 最も 4 少 した II_(tIYJ 1j 式 と い わ れており ます

. U I!ノレ i ハ ネノレ f 特 殊 プラスチ v クス 110 の ， ご佐川 {ζ よ

て . ) t りノミJ I : がず 4刷 ζ ，特，!-r[l 'J にできます 3

・ Ｑ ＱＱＱＺ ノレ ｩ ハヰ、 ノレｻ 立透ＮｩＡ ＡｈＭ ｊ がよ く ｮ ｊ ｺ 斤 ｴ Ｇｾ｟ Ｑ ζ 似れ ， 燃 え ｬ ζ く

く. れ < . 光り天井の ために特に つくら れた 付料 です

・II _il: ス ーハ ーラ ピ， ト蛍光灯を あわせて 1討l 干lj川 ド さ い

経費節減527万円の

利益をｾも

平川々ｾｾポイラ 女 高 性 能 • 輯 射 型

女 石炭・オイ) L ，・刀ス焚

煙管式ボイラの「華命児現るノ

大 1年間(7200時間) の燃料節約額

太 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

E・
<l 営業課目 f> 平川 ~水管ボイラ 、平川~機関車型ボイラ

平川 ~鐙型ボイラ 、外ボ イラ 全般 ・輸送機械

本 社 ・工場 大阪市大淀区大仁西2の1 電話福ぬ@ 1 9 7 5 - 8

碇京営業所 東京都中央区八貴州6の7 1I t 話⑧ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九 州 出 減 所 福 岡 県 小 倉 市7; ' ; ' f 545 電 話 小 _t f ① I 3  6  2  

マ、

、・1
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〈ｾｾＩ強 力 型

重 荷 用
J 支やI:} ・' 性白色 ・f言 用 を7543 る

安 全 度 の 高 い

哲

ア ム ス ラ ー 油 圧 式 横 型 引 張 試 験 機

( 日本海事協会検定 No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ って試験す

金失ブロック

ス ナ ッ チ

/  

iJ IJ 用 命 は 全 固 有 名 土 木 機 械 工具
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トラ ックレール

木製扉 回

鉄 扉…

種 目

ガイドレール カーブレール

そ

( i t : ; 口t 32人) 複車・単車ハ ンガー

重量型ハ ンガ ー

ラ ケ ッ ト 附 )p"i， 品 - l;J J  の 他 プ

御用命は全国各地有名建築金物 1，5へ御!¥司会

l鋭いま す カタログ進呈

25 三 谷 製 作 所 . . 寸: ロ: :
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藤 森 工 業株 式

A

令

官
社

本 社 Jt: [京/(11千 代 田 区 神 川 来 今 川 IIIJ 1  ( カツラギヒソレ)

電 話 来 京 ( 866) 3  1  5  1  ｾ＠ 7  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西区土 佐堀通 1 丁目 1 番地( 大同ピノレ 709号室)

電話土 佐 姻 @0225・7569・3527 ( 直通) 3131( ピノレ交換)

床材料的決定版ノ

。

ー

特殊加工がしてありますから，どんな糊でも

1又素人でも容易に貼れます。

東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

それは感触が柔らかく，手入れが簡単でしか

も毎日多数の乗降者IC耐え得る等その特性が

他の床材より 似 れている事が認められたから

です。

にとれて水拭が可能です。( 特許出願中) 標 準寸法幅6尺 × 長30砺 × 厚2.5粍( 1巻15坪)

佼ｾ )11 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

¥¥1 ^  ¥ }) 東京都葛飾区本国四ツ木町54 電話葛飾 (69) 1946- 9  

、S ぷ' : d ( 全国有名内装工事由ζ 御照会下さい) ( カタログ贈呈〉

インク， 油，手垢等の汚れも 石鹸水できれい



a・
4  

• 

:) 

f.、

. 0.  企盆L

= ロ

建材優良証明発行

若い会員の集い

建 材 優 良 証 明 |

ヒ ッ タ ー ラ イ ト 優 良 証 明 発 行

昭和33年 1 J:l 29 日提出された資料につき本会建材務11委口会において

審査の結果，下記特徴κ より優良証明を発行した。

言己

品 名 ヒ ッターライト

製造会社名 妹式会社 日立製作所

特 徴

1  色彩と校様が，' ，任iである。

1  耐熱，難燃である。

1  硬度が高く強制である。

1. 薬品に伝かされ難い。

1  吸水性がなく表面硝子機であるためi9れなし 、。

昭和331，ド3 月3 1日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 竹 腰 健 治

会 建 材 蒋 策 委 員 長 置 取 t:; r: 

昭和33年度第 1 回 若い会員の集い

昨年より本会』乙新に設けました標記* いはー多数; ( f い会員のご凶ノ'J' を

いただき司昨年は 7 回を骨11す乙とが出米ました。

本年度も昨年の経過を参考とし，より一層若い会凸のh 々のど協力を

得て. 有; 怠義なu ¥いといたしたく存じております。

第 1 回{ ま，本誌 7 月号 (i.'l 年建築特集号) の企画の中に入れて，当 M

の模織を記録として掲椛することになっております。何卒お繰合せご IH

貯; ドさし 、。

1 と き

1  ， とこ ろ

記

Ｕ 月 ＲＳ 臼Ｈ金Ｉ午後 Ｓ Ｑｾ ｾＵ ｡ 寺

本会 4 階 集 会 室

1  ， テーマ “ 青年建築家の具体的なうど疏( C . ついて"

1  ， ゲスト 烏国家弘氏( 神戸大学)

足立孝氏( 大阪大学)

馬場善雄氏( 大阪大学)

1  ， 申 込 tS訴:2司9648悉でおr ! 司込みドきい。



就 任 の 御 挨 拶

会 長 尾 崎 久 助

今! 日1，はからずも本会の会長に就任しまして ，会員任牧 Jこご挨拶を FI r  I二げま

す こと は私の非常に光栄とするところであります。

竹眼前会長は，昭和21年，創立以米の会長)t 岡安先生ご逝去のあと会長に就

任せられて以来実に 12年，その間，終戦直後木会の存亡もあやぶまれたさいに

建築技術者のみならず一般施工業者，設{Jiii 業者，材料業者等，建築に関係ある

業務を営む者を広く糾合して正会貝とし， また問体会員制度を作って会を更生

せしめてその法礎を問め， また一昨年は， 円本建築学会の厚意に応じて ，多年

の懸案であった迎築会館の建設を達成せしむる等，大きな功結を残されたので

あります内 このご功績に対しましては深甚の敬意をはらい ，満腔の感謝を搾げ

るものでありまして ，そのあとを拠った私は大変な作と存する次第であります

本会の同的は，定款にあるとおり 「建築関係各部門の連紫協力によって，建

築に関する学術，技芸，事業の進歩発達を際|るとともに，建築を通じ広く社会

に点献すること」でありまして，正会員に挫築関係者を広く網羅していること

は， 日本建築学会，各建築士会， 円ノド建築家協会，その他の建築団体と異って

独自のものであり ， これによって本会が，辿築関係各部門の会員相互親| 胤協

) J の均であることを一層高度に活用して社会に貞献するならば，今日の 11寺勢に

日IJ し，また創立者片岡初代会長の意図されたところにそって，おおいに本会の

特色を発押する所以であると考えます。

最近ある専門新聞に，プラスチ γ クスは主l ! 築材料として将来大きく( ' 1
1びよう

として 脚光を浴びて いるのであるが，建設省の諮問機関である都市不燃化委員

会の改正建築ぷ準法案の建築材料燃焼性試験方法によると ， プラスチックスが

全部可燃性材料となるおそれがあり ， よってプラスチックス業界では通産省に

対し，試験方法の不備を指摘して建設省へ的きかけてもろうことにしていると

の記 Ｇｊｾ がありました 。 こういう場合にも，本会において取上げ，本当にプラス

テックス来・者のし、うとおりだとなれば，業者だけとしてよりはさらに治ブJ に当

局に仙きかけることができて ，建築に関する卒業の進歩発達を阿ることができ

ると汚えます。

竹l雌前会長の広い視野，すぐれたカ |雨手腕は ，本会会長として itえも適当であ

られたのでありますが，私はそういう資質に欠け， まったく浅学)1' 才で重任に

たえ科そうでもないのでありますが， さいわい副会長，理事に街任，重仔の方

もあられますし，9(;々 ，役員各イ立のご誘般により会長の任に誠心努力をいたし

たいと存じますゆえ，会員各位からもよろしくご支援をいただきたい次第であ

ります" 言，会長就併のご挨拶を申上げます。

.  
s  

• 

t  
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退 任 の 辞

竹 腰 健 造

昭和21年，本会の創心;古?であ り，1りJ 代 の会長 とし て30年間の水ぎ にわた り，会の発反，ひい

てはわが国建築界 の向上に努力せられた片岡安先生が逝去 され，私はそのあ とを受けて今 1:1 ま

で会長の職に あった のであり ますが， この間12年，漸く わが国も敗戦時 の混乱から脱し，国家

として も秩序を回復してきま した。

現今の社会情勢をみます と，戦時中に おける諸施設の倣媛せられたものの凶復と， 不足物資

の充足に経済界 も股阪の状を呈 した のでありますが， 12年にして， ようやく復興も成り ，こ こ

にii 災後を世IJ する 第 1 次の|時JYIを終り ，新 しい時期を迎 えんとする |時にいたったものと思われま

す。

この ときに当 り私は昨年すでに古稀を迎えましたので，戦後第 2 次の新しい l時期にたいして

は，新しい会長の統卒のもとに会の進展をはか るべきものと考え ， 3 月をもって会長の職を冶

くことに いたしました。

過去 12年聞におけ る会口? 宇佐の絶大なるご支援にたいし， ここに深甚の謝意; を表するととも

に ， 将来木会の会勢のーｽ ， ｾの発展を祈願 す るものであります。

戦後 12年のノド会の たど ってま た道程を 回顧し、たし ます と， まことに感慨無位なるものがあり

ます。戦後数年の聞は，社会情勢 とともに本会も混乱の淵に追 い務されたのであり ます。一時

はその存続をす ら危供されたの であ りますが，本会役職員の献身的な努力と ，関係建築諸問体

の経済的援助に より，わずかに危機を脱し得た当時を想起 し，感激と感謝の念を深くいたしま

す。その後の貧弱な会の経済，および用紙の入手の困難な中から雑誌「建築と社会」の復刊を

企てた涙ぐま しい役職員の努力も思い出のーっ として永〈私の記憶に渋るでしょう 。

さらに建築士法その他 のlj 災後の挫築立法により f わが国の姥築分野には一大変革が生じまし

たが， これに対処 し， 本会のu栴を変え，従米の建築技術者ーのみの組織たる会から ，建築各分

日lf' を綜合する会となすことを捉1 l F ¥し ， これを実行しましたことは，本会としては時機に過した

J1f 円であった こと を怨起します。

いまや本会多年の宿' 3 1 . でありました会館の1911J ・も ，友好団体であります姥築学会の克j与な心

事のもとに絶大な援助を何てこれを達成し，会 tl 相ともに悦びを頒つ ことができたことは本会

の歴史に永〈残るものとおもいます。

過去12年間在任 中は役職日各佼とともに ，1'1，は 専ら|対係諸国体との11日の次:PfJ刻係を増進する

ことと i滅後破壊せられんとしていた会の再編成とに努力いたした のでありますが，今日さいわ

いにその: 立閃も達成せられ， ｾｦＡ ｲｦ を ｦ 札ま た 雑 ｊＮ ｴＮ i挫築 と社会J も近; ! C非常 な好評を博するま

でに買の向 1- : がなり ，悦びに沿りながら職を去ることの幸福をひし ひ しと身に感ずるのであり

ます。

ｾ築界諸分 Ａｬｬｊ の 間 体につし、ては現今Ａ与ＩＵ・を安する ＱＱ 与 ｊｧ ｪ に迷してし、るのではないか と 考えます

が， このときに当り ，本協会ω ごとさ性格の会の必要が，一般に認めらるる時期も近きにある

こと と信じます円本会は劇作a の姿のま ま， ある いはまた建築諸団体の辿令会の形態に変革せら

るるとしても ，将来一府全|珂的 な性絡を具 えて発展す るこ とを期待するものであり ます。

以後に再び，過去における会1 . ! ならびに友好諸問休のご支援を感知して; . [ 311の古rといたしま

ー も-

， 0  



竹腰前会長を名誉顧問に推薦

竹l援前会長は， I附和21年以来今 11まで長期lの/ l JJ 会長としておおくの J)j

績をの乙されましたが. 今回任期i前了を機として会長を退任されました

ので ， 理事会において，定款Ａｲ ｾ ＲＸ ｾ 長ＨＨ定める名誉顧問 ｴζ 推せん 申 しあげ

木会の事業遂行のため今後一府のご掠毒事とこ:ti ! h ノりを求める乙とといたし

ました。

乙乙 l乙会告もうしあげます。

社トf1i); 人 ｮ 本建築 ｴＶＶｾＺ

昭 和 33 年 度 理 事 会 務 分 掌 ( 償祢断願.( ;I 司)

ｬ 附和 ＳＳ 句 Ｔ Ｉｾ 16  Hの第 1 IIJ J}lH ，J-j 会[ 乙於て F記の通り会務分法を決定政

しましたので会特致 L ます

1'. 'iL ヨー 計 編 集

技術部門 伊東 11: 民li F f的以太郎 坂 本 猛 渉 ;

深 尾 災 自li 河 東 義 方

桐 本 楠 税 諌早 {言5た

奥 J:;; i F - 什i施，[ '，、有l

高橋泌) ; ;

総合部川 浅 ｩｻｾｉＯＩ と山 大H ＩＧｾＧｮｬ￭＠ 小東 ｾ苔
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会館基金え寄付金

会館新設借入金の償

還について

会 館 基 金 え 寄 付 金

近倣建築会館新設備入令の償還金のうちから，会館基金として下記の

とおりど寄付がありました。 乙乙 !C誌してあっくお礼申上げます。

￥ 100 ，000 双星社竹腰建築事務所殿

￥ 100 ，000 東畑建築事務所殿

￥ 20.000 西田工業 K K大阪支応股

￥ 10.000 K.  K 目金剛組殿

社団法人 口本建築協会

会 館 新 設 借 入 金 の 償 還

3月25 日定時評議員会の終了後，掲記償送金の fl 1i 1誕を行い，下，氾のと

おり償還が決定いたしました。会告申しあげます。

“ - ￥ 30，000 川上塗料株式会社殿

137. ￥ 20 ，000 西国工業州大阪支応敗

(60)  . ￥ 100 .000 双星社竹腰建築事務所殿

(60) ￥ 100，000 東畑建築事務所殿

67 ￥ 10 ，000 M金剛組殿

5 ￥ 40 ，000 旭化工板製造制大阪営業所民党

合計 300，000

おって (60) は￥ 200，000 KKケントク殿が当選されましたが，その村! 日11

を竹股建築事務所搬および東畑往祭事務所般に譲渡されましたので， ーし

どのとおり決定いたしました。

ネ|洞1i L人 n木正t築協会



青 年 建 築 家 の み な さ ま ヘ

一 一 「建築と社会J 1958年 7 月号

「青年建築家特集号」企画一一一

れ11怒と工夫にみちた背午'11ト築家のために「建築と社会J 7 月号をfgf刈

のとおり「背1 f ー建築家特集号 J として編集する乙ととなりました。

本年は従来の青年建築家特集( 昭和29年， 3 0年，3 1年) 新人特集

(32年) の第 5 年自に当ります。

ねがわくば. つぎの規定lこより，ふるって応募されん乙とを !

応 募 規 定

1  .  応募される人は，35才ぐらいまでの青年建築家。会員外の人も可。

2.  なるべく推せん者をとおして応製されん乙とを希望しますが，その

推せんぞiの見当らない人は，筒抜当編集委員会にお 市出下されば. そ

の任務を代行いたします。

3. 提 出 資 料

( i ) 木人の写真 ・氏名 ・生れ年 ・最終学旅 ・業l毘・作品l峨! 被

( ii ) 実施作品の場合

共同設計による作品でも可。

O .  鮮明なる写真

b.  プラン( 黒インキング)

C .  概要( 所在地 ・設計施工者名 ・規模 ・坪数 ・工期 ・主主E仕上)

d  設計者としての乙とば (400字ていど)

(  ii i) デスクプランの場合

実施にいたらず，机上に埋もれているデスクプランでも，アイデア

でも可。

0 ・ その案を表示する資料( パース. プラン，詳細| 同など)

b.  その案の概説 ( 1000字ていど)

(  iv) 建築評論の場合

建築l乙| 刻述した評論でも可。

枚数 400字諸原稿用紙 10枚または20枚

c;:n 以上いずれも 1 人号、あたり誌而のスリ上り 21'1ていどを予定してお

ります。

4. 提 出 期 間 間利33年 5月25Uまでに必着ねがいます。

5.  掲載権およびディスプレイは本委員会に一任ねがいます。

6.  掲載の分は，掲載誌および規定の本桝を. ! f:. 上します。

7. 提 11' ， 先 大阪市東区北浜3- 37

日本建築協会編集委員会

青年建築家特 ・ ｾ号係

昭和33年 4月初日

社団法人 日本建築協会編集委員会

会 管 4
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加 賀 屋 綜 館 石川県七mm和倉温JR

刈 岐 本向f新 築 木 造 二 階m 延 2 0 0 fl' 

別町f " 11帯鉄筋コンク 9ート J2

2.  3隣 木 造 延395時 計 595斤

日壮UL11 外 壁 3 ジ ン 般 訴 し

1 蹄J mfl l 32年 5 Il ｬ ｬｬ Ｍ ｬｾｬ 有 Ｑ ＳＲ ｩ ＱＧｬ Ｒ ｊＱ ＱＵ I1 

A 剖円 llI 'I' . 大川主計恒務所

胞ｔＮ古 株式 会 ｾ ｉＺ I  i  rn 組

八 木~旅 館 福 井 県 芦 原 町 芦 原 温 泉

規 模 木 造 二 階 建一部鉄筋コ y ク 9- t 造

浴室鉄筋コ y クリート 用根瓦苛外壁

モルタノレ領絡し 延 6 8 6 坪

工 期 昭 和31年 12月18円~昭和32年 8 月15日

設計者 田中，大川設計耶務所

施 工 者 掠 式 会 社 戸 m 組

八 景 館 滋 賀 県 大 ilt 市

規模木造二階' - l ! 一部鉄筋コ γ ク 3 ート造

一部地下 ボイラー宅

浴室鉄筋コンクリート 延 420. 40坪

限駅長尺然厳瓦悼辞外壁! J v;./ 仕 上

工 期 昭 和32年 9 月 l n - 悶和33年 4 月30円

設 対 古 ー 小 河m築ぷ ;n'll 務所

施 工 者 株 式 会..1 戸 田 組
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ヰ 目 愛 学 園 本 館 ・ 音 楽 ホ ー ル 設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖
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相 愛 学 園 学 長 室 床 : リ ノ タ イ ル 使 用 東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社
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昧の素ピ) ( . . ディング 施 工 清 水 建 設 株 式 会 社
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ピ素の昧

一 工 業 株 式 会 社二Lア ス ニ庖エ塗国岸株 式 会 社

地下室防水工事の内 ， コンクリー ト Ｑ ＢＱ継金 ｾ Ｑ 市入-
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議室ミ賞 ＯＺｴＭｾ 【
.  ，_ ，ン方

東レナイロン級車王 ・鍛造は100銘スパン

ナイロン糸を使用 したもので ・摩擦 に強く

・弾力性に富み ・吸盛性が少なく

. 虫の害を全く受けません

級車毛・鍛通

ζ のほかf 11li 絡低艇な 10096 レーヨンに よる

東 レカーペ ッ トも好討を博しております

東 洋 レ ー ヨ ン 株i式 会 社

e  ， 

発光元 ( 株) 泉 商 会

しらｾＯ｜｜ I丘 す E圃

疋フ丈く j 挙イぞ4つれて¥¥ J  071収式、/

無 音 ・ 無 振 動 ・ 無 故 障 の

報収まにと leT .， .  /  ' / モニ ア が 加ζ 附 て 吸収され易い判質

と、災化熱のノにき い乙と を利川 した冷蔵総で、圧縮式の

屯気冷蔵Jd" のように 、モーターや コンプレッサーなどを

佼 っ ておらな い ので 、 全くの ＮＱ ｭ 音 、 ｾｭ ｬ 板ｩｪＩ Ｉｊ です 。

長期分割払

乙の吸収式の冷磁器iは、欧米でも サイレ ン ト・レブ Y ジ

セ ν ーターと 愛称されて 、!ぶく i!1!. われており 、作動部が

ないため 、機械的な摩滅による故障も全然考えら れず寿

命も永久的です。

｛門又ｾ蔵器ｼ
OF A  160 ( 内容以1. 5立方択) OF A  280 ( 内容 f:ll 2.8立方吠) OF A  7∞ ( 内容積7. 0立方択〉 L T  730 ( 内容椛7.3立方吹〉

一 時 払 ￥ 42，∞o  一 時 払 ￥ 58，0∞ 時 払 ￥ 139，000 一 時 払 ￥ 185，∞o  

15カ月払 'r' 44，0∞ 20カ月払 ￥ ω，∞o  15:IJ 月払 ￥ 146，∞o  15カ月払 ￥ 195，ωo 
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軽 量 構 造 特 集

表 紙 デ ず イ" / !n 本 I曹 行

写 真 京良国際ゴルフクラ ブ玄関

搬 影 者 恒 成 ー 訓l

建 築 と 社 会

第 3 9 集 ・ 第 5 号

光 価 1 部 1 8  0 円 ・ i昌 料 共

間l f41  3  3  J当 5 JJ 2 0 11 印刷

II f{ 羽1 3 3 J I' 5 f I 2 5 r1 発 行

光 行 191 -11団 法 人 日 本長 ｾ築協 会

大 阪 i !i .! .U 区 北 w; 3 T 11  3 7  

ｾ ｇ Ａ Ａｬ￮ 北 浜 ｀ ＹＶＴＸ ・ ＹＶＴＹ ・ ＹＶＴＰ Ｇ ｾ十

保 持 n 11¥大 阪 3 9 9 7 5 話

先 行 人 ｾＱＱ＠ fl¥ 誠 一・

編 集 人 松 井 s{l 光

印 刷 所 株式会-11: rvf 文 -11

大 阪 市 北 区 主 11，III[ 6  6  

fL: 話 @ 2 0 9 1 - 3 帯

印 刷1 I'i 網 野 栄

建 築 と 社 会

5  

9  5  8 年 5 月 号 目 次

作 品 作 風

相 愛 学園本飴 ・音' ! faホー ノレ・・- 一… … - … … -・ .......... .14

l床の素ピノレデ ィング… … ・・ ……・・………… … ・・・… ・・・・ー… .. 22

奈良国際コソレブ場クラブハクス ・・ - 一・ ・・・・・・・…… .30

建 築 の 眼 一 .. .. .. .. .... .. ... .. ...... ・ー・… . ... … ...... 36

本 文

軽量桃造の考え方とその方向・… ・… ………・鴛 尾 健 三… .37

L. G .S. 構造について… … … … リ H ・H ・..… … 伴 潔. . . ・a ・39

ｬｾ 量 ゴ ンクリー ト…………Ｎ Ｎ ＮＮＮ ＮＮ…ＮＮＮＮＮＮＮ 谷口 尚武.. ... .42

!I設tn: 間仕切について … … … … … … .. ... . 山 本 俊 介 ・ .. 46

軽 量 建 具 ..  .  .  .  .  .  .  .  Ｎ…ＮＮ Ｎ・ ｈ ・Ｎ ＮＢＮ …・…・ ｲｾ ' 1  LI 孝 旅… .. 48

特 別 記 事

1. 粍五t化 ・不 燃化と そのJ也、匠

一一 車両の新しい型一一 .... ....，'1' 井 良 彦 ..... 54

2. ν ォデν ック ・ドー ムについて

一ー その設計者 フラ一氏に| 日l く一一 ・……一 ...... ..59

軽量機造と材料 (P.R. )

/1、出f 庇lノミーラ イト ・・・ … ・… … 小野凹パーライト製造工場・・ .70 

カ ノレ コ ン…. . . … . . . . . …… KK ヒーロー化学工業所 一 .71

フ ジ ボ イ ド ・・一Ｎ ＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ …・ ・・・・ ・・ ・・・ ・・ 藤総長ｾ材紙 式会 本 ｾ ＺＮＮＮＮＮＮ ＷＲ

1隊長i 形鋼 Ec on St eel  . . . ……・・・・一一 中之品製鋼株式会初・・ .73 

三井パーライ ト・・・・ … - … … 三，1' 17. 属鉱業紙式会判… ・.74

サ ー モ コ ン … … ・ … … 一 … … H 本サーモ コン抹式会社・・ 96 

富士 波長尺 トタ ン ・他…・・・・・・・ー・・ 氏宅産業味式会制・・・ 98 

ネオユニオンボード ・れ1' ..... ... .... 旭化工版製造株式会制・ .80 

会 員 の 声

かいいんの戸 に対するお答 え ・・ ・・・編 集 委 員 … … 69

書 評

リ克代建築 を事lj かすもの彬 評 ・・・ H ・H ・. .... 陶 村 主}J ・.69
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.:1.:l mu ;  ｾモ川ド Ｙｊ

ぇ'l:.!1位、"il' i" 佐 久 l I a h:. 

日 本 宇 一

構jjjlll 、νi l'i t!， ト 制 It

j 'f 川 崎、l I 't

:l ' lljll_ 、可E 大久ｻｾ i.t 

14 

長ｾ築 Ｑ 立町 大阪市! l r区本町 4 丁目 27岳地 外郎仕上南側正面

ー敷地耐町1 2. 0  8  9.  7  6  J t 1附 止:1珂外部住 iE凶{ i 本肝

ｉＮｬＡ ｾ 高 ｉｦｬ￯ｗ 地陪 1  5  9. 6  5 坪

1階 2 2  2. 5  5  "  

2 賂 2 2  2. 5  5 仰

3 階 2 2  2.  5  5  "  

4 階 2 1  O.  5 6  "  

5 防 7 1. 1  1  "  

6 1耕 8 2. 8  9  "  

ｉｾｨｬ ｬ 階 ＸＮ 4  3  "  

11; hl 2階 8. 4  3  "  

主ｾ策Ａ而 ｷ 合川 1.  2  0  8. 7  2 同'

I. l !物慨1，!: : 鉄筋コンクリート浩一間l鉄i; ，造

地上 6 防，地下 I 階，およびtri M2  Wi tll 

m浩概要

基礎 叩E臨地} E>，鉄筋コンクリート造独立

J MIt 

f1: 鉄筋コンクリート，E ，一部 (.;III f<:部

分Ｉ鋭、 Ｇｾ［ｲ 疋 ｩ

原 相 ( i ) 鉄fr造小J i H' ilo) 上. V " : J  I  

クY ート I T ()y. 5 c m) スーハーノタ

" イ ド防ノ主

( i i ) その他の尽 上は鉄筋 コンタリ

JJ 立及腰一部 人J白石現場担小11110'

仕上

!畳 二丁掛タイ ル貼

i Ufi緑石 モルタノレプ υ Ｚｉ ｾｗ

玄関III?J 土nH : 9イ，レ貼

I.l! s  スチーノレサァ ν ュおよびドア

ー オイルペイント仕上

2 附 3 階 プJ 立および壁 l 階に Idl じ

バルコニー干例人足H.i 現場議 ト1111

仕上

Ut 見1・t h'l J ニ

3 階一部 ガラスプロ， ｾｦＮ出

4 附 Ｎ ￬ Ｑ［ｾＨ外虫 色モルタノレ<¥) ; 付. v  ｾコ

γ 防水日 I血仕上( 門地人i古fi 申flli )

ハルコニ一千情 人造行現場惜小川l

J 仕上およびプレキ 4 ストコ γ ク日

ートプロック 的

ートt : f h1線防水モ ノレ タノレ 11I 也切 f:U : 11'i li l. 色モ ノレタノレ<¥); f.t ν リコソ防本f J :J:

I.l!物1104 占 附flE，一般向寄れ 1 2. 0  5  Ｉｾ＠

事 ｦ ，ｾＺｩ ( ノ、ラベ y ト1<(1::; 郎)

7  9.  3 5  .1: 

11¥1; ，' . 土品部 9  8.  0  0  t: ｾＺｉ ｧＱ＠

設 計 要 旨

一部ビニールベイ Y トfJ 上および7

ν キャストコンクリートプロノｾ f，出

附 ｾＱ Ｓ Ｑ 年 Ｑｬ ｽＱ Ｍ 附和 ＳＳ ｻＱＧ 3 }1 

4二凶純物は，倒愛ρf二倒的本町! として .11' 1 剛占れたも 0 ) であり まナが，/J iJ 時にhil 白? と大下ω

際合の一部にもあてられております。

そのため . I.l!物用途にみられますように下校・lf務} .. j Jr.壬[o) f也に， 白河毘ホール，および

口南 側人教引を合んでおりま F 。

敷地Il . 1，'1校敷地のうち ，40: 則的1日・|ι i湿りに IlJ i した場所で， ニ0 ) 附近( J : . T ! i 内でもとくに

駐在! 止の 持しトE日でありますので iま?干f内処PI ! にとくに 号lI! ! を要しました。てのため外制

は， 音型5的 考慮が，そのままの} E >f4: をとってぷわれたようなことになっておりまナ。つま

り し 2 附の特殊教主，予校 '11l 賀川，r，宅に| 則しては比較的大企な採光[ 自iUl をリえ ， 3 1l!'i の

ｚｅ 司 ｾｦｩ～Ｑ 人数弔問 ｬ 分は ν ョァ ト ク ｙ ー ト打Ｈ作 Ｈ Ｖ｣ ｭ Ｉ の 外Ａ立にタ ペノレ ｍ り として ， 外部 の 騒

音をi l l I 附しておりますが，配 lJi 占れた小さなバルコニーにより ，探光と h'I M与に糾nv
/のあ い

まに ー防波れを休めることのでまるスベースをリえております。 また ，4， 5， 6附に、『る

白唱ホーノレ部分は，無11ft 孔の外慣がそのまま 外観となっており ます。

'; I':ffli ;}十回'1の上では，( H告にUfi してー・階主I測をとり ましたが，北側の校泌が，I.l!物0) 2附に

あたって いるため，学1 : が校脳血'I より，よ慨に世ることが非常に容易であり ，かつ動車引を

簡!日j にしております。また斤降慢を. i ' l : け，長11勾動線の迅速をばかりましたが， とくに附段

を一階 ｦｾ の ｉ＼Ｇ￮ｾ 事階段にしたことは ， そのため各階ホールが動綿に含まれ音来ホーノレ 仙Ｑｉｬ ＹＡ［

など ， Ｑｦ， 人数 の勘 合 の 泌維 を級 ｒ ｉ するよし‘ ｴｾｩＪ を ＱＡｽ ております。

lE業ホー J レは箇定I，W748附，その他に自ififii に補助附>' 56昨が t没けてあります。

ＩＨ管膏ｾ ， ての ｦ 山 泌奏者 の多 い場合には制 ｩｌｖｊ 怖を ｉ｛ｸ り除 さ ， 二 ス テージの 一 部を 前 ｬ 固に ｾ ｬ ｴｊ ｬ

して舞台を広 くすることがでまるようになっております。また I ｉ､ｊ ｾ ｲＭ 閣 の示 教上 の盟 Ｑ Ｑｉ に

より ，スプージ <EII ! Iに仏1mを，没げております。この 仏11¥1は学校が祭典行事の際に使mする

ものでありますが，その町iが，そのまま / "，心にスヲイディ Y グする l X符自民をJ f.ねておりま

す。なお， 白菊ホーノレ， および 例人教室における rr 特設計の派員11をm'i' li に20nl こtUげま

す。また，この衛策部分の rJi 凶に既設された111校合の改後工事は未完了でありますが，こ

の二つのI.l!物を一つのものにまとめ I hil"_?- 閣のま7合計闘の 中心になるように計闘しまし

た。なお，自容設計については阪大竹内竜一教校にご指導をいただまました。

.  

.  
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5 階 1 1  1  8. 4  4  m"  1  1  6  0 府

計 1 5  2  7.  8  2  m"  1  7  4  8 府
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才 一 デ イ ト リ ウ ム 綾 針 目 標 ( 阪大竹内i ' ! l J: ，: ，'r r . による〕

(14' 昨J 満日 (74SI，y;) の状態〕

F主 将 時 間

l倒 ill: r.c C p 5  1 2 5 2 h  1 0 0 0  

残 問 問 ( 判 1 3  1. 1  1. 0  1. 0  

それに必要な咲き率( 吸吉村{ 止'HI "ff i'Eな ffuにつL、て)
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外 投 仕 上

iEft fI .  .diilli 1  wf 外型. I[IMI {j ( 松波

イi) 貼り . 1! . 倒り向 hl lホ

3 テラ貼り . J 二郎 2 丁 掛

テラコァタ 車11m;タイ ノレ貼

り，窓魁りポリ テラ l砧り

北 ffii . P4ffli .  J1i1;1 人)i] ィi洗¥， Jl I し化

杭 /11血切り

所 在 地 大 阪 市 北 区 樋 上 町 10

敷地面柿 8  9  4. 5  5  Ji! '  

姐2日fffifii 3  2  O. 1  5 同P

Ｈ 今 回 の 生 ｴｴ ｾ 拒 商問Ｉ

延 fm fII 1也 附 3  1  3. 9  7  6 坪

1 附 3  2  O. 1  5  4  

2 防 2  6  O. 1  2  1  

3 階 2  6  O. 1  2  1  

4  ｾ＠ 2  6  O.  1  2  1  

5 附 2  0  9. 5  1  7  

』書 )_il. 1 3  O. 9  5  2  

t書 8I 2 2  9. 3  3  6  

，tI' 1. 684. 298坪 (5. 567 犯8m2)

h'fi 古島t桜 鉄 Ｑ ＧＨ 鉄 筋 コ ＢＯＷ リー トｾ 主

地下 l 附地上 5 Jll有地底 2 階

J .:  jUI  1956ir l 1月5 日~

1958均 3J ' I l Ul

味 の 素 ビ ル デ ィ ン グ

設計監理 三 菱 地 所 株 式 会 社

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社

味 の 棄 ビ ル デ イ ン グ に つ い て

当UA<の京ピ J レは大阪随一の凪光明1品。!な， '1' 之島公闘」

を隔てた位置に生tt ，没されたビルで. ，中之品公闘」に新

しい他策i砲をマッチさせ大阪の代表的i.I!築物としての凪

絡を備えております。しっ くりとした地味の中に近代的

他築3むを索厄に織り上げたこの辿物を私達の乎で施工 さ

せてトただ占ましたことは喜びにたえなト次第でありま

す。

払; J i Lt 全工jglを通じ，投，11に忠実にと言うことをモ ッ ト

ーとして努力してま い りましずニ。

外装一階部の松栄干iについては的年 8 月の諌! ，.I.水書の

余波を受けbil 百人前むのごとくならず，石工事にはι 労

しました。 凡ゆる f{! iで順調に全コ jUIをおえましたことは，

d 計監理に当られた三菱地所朝、式会社の棚惜先生を始め

現場監泊! の方々の適切なご指導の賜でありまして . }事〈

感謝いたしております。なおまた監恕の皆さまと ，払述

施ユー者一 [dJ が，l1JJ を行としてユ 引に当りましたために，

能率も 向上し. UI 米当、えも一段よかったと自 負 しており

ます。 ピルｾＺｐｊｬＮの優秀さを自負される 味 の紫 様 のこと

ですから ，この姥物が/ ，' J l土の暖ト愛情の下にいつ までも

刻々しさと突しさを失わないであろうことを確信する次

第であります 。 ＾ＱＧた 下 ｭｾ 者の方々の終始Ｍ ｊＧＡ したご協

力に仰せてお礼 r/1 します。ご関係の皆さま方ありがとう

ございました。 (11，室好武)

t  

‘  
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昧 の 素 ビ ル デ ィ ン グ

重 役 室

床 3 ノタイノレ. IIJ -1< :  1草地 ベニ ヤi砧ク 3 γ ラッカー ，俊 足量地 ベニ ヤ貼 夕日 ヤ ラ γ カー ，天井 Ｕｾ＠ ' 7 クス 貼



‘  .  



奈 良 国 際 ゴ ル フ 場 ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社
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4. 正 面 外 観

5 . ロ ッ カ 一 室 前 外 観

6. 同 上 階 段 外 観 詳 細

時ＮｩｬＧｾ￭ｩＧ［ : コ ンクリ ー ト打政し

路間i : 松 阪

墜 煉 瓦 化 粧 検 み

テ7 . 1
) プレキャストコノク 11 ート
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テラゾ- / j ) f出し

人i白石田f出し

36fJJ朱泥および直照タイル

模様貼，一部漆喰

タイガート- 0 / 底白地貼オ

イノレベ γ キ塗

東 側 外 観

1 階壁 煉瓦化粧獄

浴室( 写真右側〉 色モルタル吹付目

地切仕上

色モルタノレ吹付

コ γ 夕日ート打放し

1. 玄関口ピー

床

巾 木

墜

天 井

2  

奈

良

国

際

ゴ

ル

フ

場

ク

ラ

ブ

色モノレタノレ掻 iti l - . 焼過ぎ

煉瓦化粧M

人造石研J1Iし

奈 良 市 玄 米 町 1 3  8  9  

地 階 5  9. 3  4 坪

1 階 3 2  7. 8  5 符

2 階 1 7  6.  5  7 坪

合 計 5 6  3. 7  6 坪

地下 l 階，地上 2階 R. C造

問調132年 6 月中句~

同年 10月31日

笹 川 李 男

宮 本 千 賀 志

高 官l 威

山 下 船 雄

渡 辺 義 郎

三 好 歓 之 進

設 計 者 の こ と ば

丘陵の高低を利用し，玄関を入ると玄関ロ

ヒ・ーは階段の臨場の位置にあり . 2階の談話

室および食堂と l 階のロ ッカ一室には，半階

分の階段をも って直接に通じるよう になって

Lι す。

これは無駄な廊下を省き ， しかも高さの差

による適当な距離感を持たせたーつの方法な

のですが。玄関ロビーから 2 階談話室への階

段はそれに従った吹放勾配天井とあL 、まって

ロビーにのんびりした感じを与え，またロッ

カ一室に下る階段は来場者の急山 、でプ ν ーを

したし、感慨にマッチした心理的効果を与える

ことと思います。静かなl i ' i 良の風景を一望に

収めうる談話室また食堂前のテラスは夏季に

はよき納涼の場となり . i ' t l 動後の休恕所とな

ることと思われます。

浴場は東北に全| 期された窓から若草山や一

番コースまで盟見でき ，プ ν 一後の疲労から

心身を革まらせ，スポ - ; 1 をする健康なる喜び

が心ゆくまで味わえることでしょう。

ロ γ カーからキャディマスター室へ，ある

いは便所にそしてコースへの動線， またコー

ス，ロッカ一室から浴場にそして談話室およ

び食堂へと流れる動線の計画こそ最大なる目

的でありました。そして，その立体的動線計

画により ，空間機構によるよき心理的効果を

与えうることをねがL 、ました。

現実的にはエ 'J.'i と工期の制F良からどの程度

までにこれら の希望が実現され得たかと い う

ことでありますが。

造形的にも，輩突な装飾的i j ! 策でなく ，諜

朴な，自然の明快さと謙虚な創造が表現でき

ればとねがったものです。

2 階壁

煙 突

3. 西 側 外 観

援

独立 tl

設計資任者

設計担当者

構造担当者

工事担当者

位 置

床 商 楠

構 造 規 槙

工 期

阪

支

庖

設

株

式

会

社

大

設

計

施

工

・

大

成

建
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7. 談 露 室 ダ ン ロ

壁 耐 火煉瓦被み，一部コ

ンタリート打放し

8. 談 話 室 ・ 食 堂

床 フローリングブロ

フク貼

巾 木 木 製 オ イ ルベンキ

塗り

壁 ライ γ ボード ft占，

一部ゾ ラコート

独立柱 ゾラコート

天 井 日バーヲ ッド 色 付

{ ナク 3 ヤ ラッカー

仕 上およびタイガ

ート- : / [ 1 ; 目地貼

オイルベンキ 塗り

仕 上

.  

奈 良 国 際 ゴ ル フ 場 ク ラ ブ ハ ウ ス

設計施工 大 成 建 設 株 式 会 社

階

/  

縮 尺 1 5∞ 階
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ロ
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階



商 庖 街 の 不 燃 化

戦後いち早く復興した商庖街もだんだん周囲が本絡的

lζ 建ち 11実ってくると，いわゆる本建築 lζ 改築せねばなら

ない必要にせまられてくる 。商売をしているとその改築

期間一時あきないを中止しなければならないことが，致

命的な障害として現われる 。そ乙で工期の短縮というこ

とを第ーに考えなければならない。

鉄骨造は耐火的ではないが，隣家への延焼をひきお乙

さない点で木造よりはるかに佼れている 。組み立ては木

造と問織に短時間で可能である 。それに乾式仕上げをす

ると工期は著しく 短縮できる 。鉄骨

介だが， 乙れは外湖1幼均か〉ら容易』κζ 検査できるからそれiほまど

祈神l経2質'lrκζ なる必要はなし '0。木造と間綴危険 lκζ なつたらそ

の古部{官i分だけ気粍』κζ 取りかえればよしい〉、。虫如如日1何』κE工J刻期9羽1を短縮

してもその j期刻閥の笠 白 はやはり重大問題として残され

る。;道道E路告法も一部4改j文〈正されたのだから ，そ の期間だけ大

II HC道路を使わせてそ乙で営業を続けさせるくらいの尻

押しはできないものか。 ( MM)

空 間 造 再三

ある集りで ある建築家がある彫刻家K 向 って 建 築

家でなければ空間の乙となどわかるはずがない と言っ

た。建築 絵画彫刻の提携を話し合 う集りであ った

と言 う。その彫刻家はある雑誌に乙の乙とを書き そこ

に人間の生活空間と犬の生活空間とはちがうものだ と

も書いている 。あるいは 彫刻家 と建築家とでは住む世

界がちがう ，と 言 うζ とかもう司iれぬ。どちらも どちらで

あろうと，思う 。

実 際 建 築家は生きものの住む空間も 人間的空間を

も造形する 。それ故 もしも彫刻家が 芸 術 的 な お 床 で

の人間的空聞にのみ関心す るのであれば それは建築に

おける空間の多様さには及ばない。のみならず 彫刻が

単 fc lal! 覚的につくられたもの であるならば それはつく

られた空間である建築 とは 現象的K は両立しない。空

間とは そのようなすべてのものについての意識 が 消

え そうしてはじめて，そのものの場所に生れ出る他の

何かにほかならぬからである 。 ( MT)

也 、 也 、 ｾ＠ - 一 両孟手民 ｬｌＺＭＺＭ ーで ｾ 情 Ｍ］Ｍヘニ司ＮＮＭ｟胃匝 ＿ っさ宮町 四一 ［［ｾーーで ｲ _曲ー自由一『ーー

圃・・・・・田明・・圃・園田' 開・・・圃・・・園圃・凹・・・岡田園圃・・・・掴

軽 量 化 = 近 代 化 ?

'1;王室化と近代化との聞には一応 「一対ーの対応」があ

ると認められる 。近代建築5とからもその乙とは幾多の例

証を挙げうるし ，今日の視点に立 ってみても建築の 'IF(:fi!

イじには新 しい可能性がある 。また大規模な l臨時施設に対

する 要求は今後ますます起るであろう 。料品化が経済化

である限度においては ，乙のような技術的 ・工学的追及

は主流をなすものであろう 。

しか しながら '1夜泣化= 近代化の方程式を造型の世界に

まで無批判 IC適用する場合 lζ は問題がある 。重註化の方

向にも決して近代化がないとはいえない。乙とに 1:1本人

の特'1
1
1として，すべてを経iE化する傾向があり ，またそ

の乙とに成功するからかえ って不安がある 。il自主化とい

った場合には ，それを );'-.11ζ 実現する人は重量感のト分あ

る人が望ま しい。
、
、
，
ノ
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阿 蘇 登 山 と 構 造 屋

去 る Ｔ ｽ ｾ 13 日，ついに ，夜、は ，多年待望の阿蘇』己主主る

ζ とができた。悠久何万年，その壮大 さ/ 雰囲気 / どう

形容 してよいやら，夜、 lζ は，わからない。

坦々たる有料事li 装登山路のドライブ。山上ノくス ・ター

ミナノレから火口脇までの ，開通後 3 日とかいうロ ープ ・

クエイ 。歩くのが閉口の私は ，乙のお蔭で乙そ登れたと

.  
匂

もいえる 。

しかし ，何十台もの大型ノくスの1μ 、111上駐車場。人，

人，人の火口 。花見11寺の何処かみたいだ。また，ターミ

ナノレ ・ピノレのデデインその他にも，解しかねるものがあ

ったが，硫黄臭い乙のあ た りIC，良 くもなさそうなコン

クリー ト打放しの， ロープ ・クエイ ・ピヤー。乙れで，

よいのだろうか。

どうも ，構造屋とは ，心配↑ 4・で苦労なR追うt'である らし

し〉。
(WK)  



軽 量 構 造 の 考 え 方 と そ の 方 向

鷲 尾

与えられたテーマは，大変むつかしい。乙れと取組む

ことは，私の力以上の乙とかもしれない。以下lζ 書き述

ねるのは，私の，私なりに解釈した n健主1構造 j であり

また，その 「考え方」 であり，間l越点である。乙れしか

頭から出て乙ないのだから，おゆるしわがいたい。

。

ii l緊遺構造」という場合，普通なら，まず，剣構造が

litl l C. うかぶ。乙 れは，われわれが，材料の強度と ifi: さを

常々 9 ; 1 ] っているから κ ほかならぬ。ねんのため，材料の

長期許容強度( 引張か圧縮の中，強い方の値。単位 : kg  

/cm
2

) を，比重でi ! i I J った数値を比較してみると，つぎの

とおりになる。

米松 :  90/ 0 . 54. =167 

鋼 : 1600/ 7 . 8 戸 205

コンクリート : 70/ 2 .3 . = 30 

乙れをみると，木構造が案外有望で， コンクリートを使

うものは，悲観的である。将来の乙とを考え，不燃材料

に限定す ると ，なおさ ら， コンクリートの弱くて震いの

が，目にiLつ。このあたりから「艇訟構造」といえば「

銅構造 j という「感じ」が出てきたのではなかろうか。

これにたいして，クンと強いコンクリートで，引張iζ 弱

い欠点を出さないようなと い うので，工場生産を主にす

る p s コンク リート工法などが，工夫 ・考案されたもの

と私は解釈している。

このように構造のi怪童が. 材料だけできまるものな

らば 「軽量構造」というものを，あらためて見直す必要

はない。|日i題は，もっと他にあるからこそ，考え慌して

みる乙とが，有用なのである。

。

ま.t . t事11こ「総選構造」は，構造として，かならず

すぐれたものなのであろうか。

憐造物の構造Ii'-J I i 色率とは，その収容: ; J J の， 1= 1 援に対す

る比であふという見方からすると 司たしかIC. !絞い構造

I  t能* のよい構造であり，のぞましい裕治である。こと

にわれわれが1 J k 大の| 刻心をもっ耐災計算法か らいうと，

地炭ノりは重誌に比例するか ら 怪い檎i告が好ましい こと

は当然という乙とになる。

と乙ろが，振動の問題などにな ると， 重い方がその防

止に有効な場合があるのだから，函倒でもあり，またー

プi からいうと，市l 白いものでもある。舷く ， Ａｉｾ くと努ノ ｊ

健

して，イワユノレ構造的には能率のよいものにしたが，か

えって，仙の故障が出て米て使いものにな らぬ場合もあ

る乙とは，大いに注意をはら ってほしい 乙とである。

。

今次 世界大戦後 「経品構造 J がやか ましくいわれ，大

流行のように見受けられるが， なにが，そうさせたのだ

ろうか。

構造的』ζ 能率のよい構造を というのは，いまには

じまった希望では ない。普か ら，先輩もわれわれも努ノJ

をしている目標である。 r能率のよし、」という ことは 「

経済的である」という意味で， It災後の日本 l乙特 IC要求さ

れたからであろうか。

乙の理由は，当然で，納得行くものではあるが，その

「経済的J という内容K ついての反省はされているのだ

ろうか。というのは，単lζ 連設授が安く つくと いう意味

でいう「経済的」もある し，維持管理や寿命も考え，建

設貨の償却や利子まで考えに入れた上での「経済的」と

いうのもあ るはずである。たんに，自の前の建設費が安

いか らというだけで飛びつくような「続益構造」ではあ

りたくないが，経済力の弱い l二1 *だから，しかたがない

のだろうか。

。

普.il!i r経註構造」といわれるとき，なにか新しい材料

とか部材を使ったためにできた構造である かのように，

説明されたり z また z 受取られたりする乙と が多いよう

である。それも，たしかに重要な要索である。 コンクリ

ートはきその骨材が重いから軽いも のを使え ば，大分れ

いコンク リートが得られよう 。また， ピンポン球みたい

な中空の骨材を使えば，もっと経くなろう。 ζ れらはコ

ンクリ ー トの中のすぎまが多く なっているか らである。

だから ，経く なるかわりに，弱くもなる。その jlif くなり

具合ほ どに弱くな らなければよいという 別問である。

また，厚さのあつい ILI形鋼は，部材として能率のよい

ものでないととは，誰でもが経験して知 っている ζ と‘ ζ

ある。だから ，なるべく，組合せて [ 形や箱形の断面に

して使う。はじめから，議くてひろがった u 字形やqJ主

円形の断面を持つ部材があれば，乙れにこした乙とはな

い。梁に伎うのなら，丈が高 くて薄い I 形臨rr面のものも

よい。乙 れ らが司イ ワユノレ， L. G. S. の良きである。しかし

1りrいための欠点、もいくつか数えられる。裂は，一長一短
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であり ，その「一長」を活用 し「ー短」をカパ] する者

が勝ちというわけである。

。

構造をつくる索材が軽いときだけに「軽量構造」が得

られるわけではない。みかけは厚いコンクリート床版で

も，なかに，空洞煉瓦をならべて入れたり，鉄板を曲げ

たものを使っ て，その強さの低下以上に自重をクンと低

減して能率ょくできる ζ とは， よ く知 られている。 乙れ

は，和1かく交叉梁をいれたとみることもできるし，経位

コンク リートの骨材の中のすきまを，適当に集めたもの

とも考える乙とができょう 。

また，薄鋼板を適当に曲げたものの組合せで，配管等ー

にも具合のよい床組が考案されて もいる。

乙れらよりも，もっともっと，構造を軽くする乙とに

役立 っているのは構造全体としての，その組み方，構成

の仕ブj であると，私は信じてい る。いわゆる「構造計耐

手法」による「構造の能率化J i 経i J 化 J である。しか

し，乙 れも，その新しい手法を使いさえした らよいとい

うよう なものではない。 よい乙とばかりの特効薬という

よう なものは，ど乙にも ないと十Jt る方が賢明であ る。

。

「構造計l凶手法」というと，なにか目新しい方法でで

もあるのかと恩われるかもしれないが，たいていは，わ

れわれの，すでに知っている乙とを，ただ，活用すれば

よいのである。

大きなスパンにかけ渡す梁は，丈の高いものがよい乙

とはよ く知 られている。その腹部l乙穴をあけて経くした

トラ ス梁で，その梁高をゆっくり とれば. なお能率がよ

い軽いものになる乙とは，誰でもが知っている。梁とい

えば，なんとか，その高さをグチツテおさめ られないか

という，妙な慾望にかられる乙とが，軽量化をさま たげ

るのである。

筒線の梁より も， 曲線のアーチの方が， より 能率的で

あるが，乙れは，その両端が拡が らない ように，そこに

* カ( 水平反力) が働き，アーチの曲げが経滅される か

わり K ，戦h方向力が付け加わる からであって，推力が働

き得ないような構造では，アーチとしての働らぎをしな

いことも，よく知られている。 しかし. その推力を処理

するのに，アーチの両端をつなぐタ イ ・パー という簡明

な手段を利用する人は，少いようである。矩形ラーメン

!C比べて，小屋形ラーメンが必ずしも有利でな く，これ

は‘そのＩ ｩｊの所が品よがり得るからでＮ 乙 れ をｾ Ｑｉ Ｎ 止する部

材を入れればよいことを匁] りなが り， 小国形にしたいな

んらかの要求が，それをきまたげる乙とが，多いようで

，らるむ

無墜の地形フ ーメン よりも ，有壁 ラーメ ンの方が， ま

た，筋違をもっ ラーメ ンでさえもが，水平力には強く て

i{i・平IJな乙とは，かくれも ない乙とである。しかし，壁や
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筋違のある乙とが，嫌われるから，当然，能率ょくでき

ないのである。

。

百歩をゆずって，強い壁や筋違も よいが，正11)躍に なる

し，そう沢山もい らないのだから， なるべく l カ所l乙集

めて，コア . v ステムにする乙となどが工夫さ れるが，

あまり，狭い所lζ ，少い量に押し 乙めようとすると ，そ

のわずかな所で，大きな外力 IC抵抗しなければな らない

から ，他の部分は， ヒョロヒ ョロだのに，その場所は，

ｾ ｴｾ 様に頑丈にしなければならない ことに な る 。 ζ う な る

と，その頑丈な部分とキャ ν ヤな所との成10，削11の起り

やすい乙とも，周知の乙とである。

ii 隆品イじ」と か「能率化」を工夫しすぎて，その背後

に迫 ってくる ものえの注意を，わすれではなら ない。

。

「うまい構造設計」といわれるものω中l己，それま ¥

構造的lζ 無効だとして省略されたり 場合によっては，

たんに，簡単のためにというので，ネグラ ν テいるよう

な部分の働らきに注目し，その抵抗を，M' X' ，I ( 乙入れるやり

方がある。 ζ れは，たしかに，前よりも構造伐の少い「

峰: l l l : 構造」を得るのには，有力な手法である。織力分担i

率を大会くと ってもよいことに注目したりするのも， ζ

の類の 1 つであろう か。

実際lζ 働くものを，働かないとして省略するのは，た

しかに誤であるし， 11副会側の誤をおかす場合さえもある

から ，省略には注芯を要する。 しかし， リミット ・デヂ

インの考えが適用てーきるような材料や構造の場合は，働

かないとして省略したもののある方が， iffi i力を少く見絞

っており ，余裕がある。乙 の場合には，軽量化されたの

は，能率がよく なったのではなくて， 持っているカを出

しきった場合，かくし金をさ らけ出したとき に，案外余

裕があるからというので，その 1 部を切り捨てて しまっ

て余絡をなくすのと閉じである。身を削っている乙とに

なる。期待される外力に対して，必要以上の構造材料の

浪貨は，技術者の恥だといえば，それまでであるが，一

応考え直してみる値打ちはあ ろう と恩う 。

。

以後l乙，も 1 つ。 r軽量構造 j をいう場合K ，その使

用材料その他の，見掛けの第 1 の特徴を強制する余り，

反動的IC，それ以外の材料や手法を，極度K 排斥するよ

うな党7雪を11日いたり，見たりする 乙とが多い。そうした

い気持は，J o/ . ( ，らぬでも ないが，たいていそうでなければ

ならない必然性や論迎性はない。 どれもこれも ，一長一

短である ζ とを謙虚に認め，お互いによいと乙 ろは取入

れるようにしたいものであるし，自分の長所を他人が見

習う乙とを，快〈聞き入れるようにしたいものである。

結局は 「われわれの建築界」のためなのだから。

＼ｭ 者阪大工学総数綬・ Ｚ ｛ｉ｜ｾＩ



L. G.  構S. 

伴

-.  

L .G.S  というのは Li ght Gage  St eel の省略字であ

って，松hl 型鍋 といっている。特別に土Ii:lJ l の粍い材料で

作った型剣 という 怠味でなく， J!!l常{史Jl: 1する総造j付剣材

のi近板 (J't却 1 m未満〉 を. 冷|制圧延によって成型した

型鋼を意味している。乙のような型鋼は工場で多ilt 製産

され市場! こ出されるわけであるが， Li ght  Gage Steel  

St ruct ure と称する言楽に なると一般に薄板鋼構造また

は軽量鉄骨構造という広い怠l刷 E 解 している乙 ともある

したがって，必す' しも工場で Col d f or m された既製型

鋼を用いなくて も蒋板で構造されておれば L .G .S. 構造

と解しても よい乙 とになる。 昨年決定を見た学会の計算

規準の 内容も ζ のような広い定、味のものを含んでいる。

乙の構造は航空機の機体椛造lζ 関する発達の影響を う

けて伸びてきたも のでlj 災後米国においてと くに発達 した

ものである。即ち.米国鉄鋼協会 (A. I. S .I. ) は 1946年に

Speci fi cat i on for the Desi gn of Li ght  Gage Steel  St ruc-

ture という計算規準を出している 。乙れは多くの実験や

ｾｪ 論を一応実用計算 と してま と めたもので， L. G. S. 構

造研究者に は非常に参考に なるものである。 Ll 本の計算

規準の中にも その考え }.jーだと か給梨を多分 l乙乙れより取

入れている。

以下私は自分の貧 しい経験から L. G. S. 構造について

2 .  3 の意見を述べてみたいと思う。

(1) 力学的問題

L . G.S. がj♀;板 と根本的に災る点は，薄板なるが放に

そ乙に起り得る種々の) J 学的性状であって， これを掴ん

でお く乙 とが，建物を設計する場合i誌も大切な 乙とであ

る。 というのは L .G .S のj J 学的利点を充分発揮せしめ

るには，手事板の性質から起る性質を完全に処昆! するこ と

が 必 ｾＺとされるのである。 乙 の特質とは大ざっぱ に わけ

r ， (a)断面の振れ附1)性の低さと， ｲ｢ ｬ ｾ ｩＵ Ｉｊ 集 中 と挫 屈 とら ｩ

う乙とができょう。もちろん( 司と(b)とは単独でも複合 し

でも起り得るので，どちらかといえば但) にしろ (b)にしろ

乙の ような問題を考えねばならない乙とは苅. 板構造の欠

造 つ て

潔

}.';¥ともいえるであろう 。

しかし乙の欠点を除去し得て始めて縛似断ui. iの性能が

その断耐.il l l止に比 して大きいと いう特徴を生かし得るも

のである。とくに現在市販されて いる型鋼は一軸対称の

ｉｽｲｾｪ 診 断 面が多いが ， こ れらについて は利 点、と欠点とは災

阪の関係になっていて，欠点を除去しなければ利点が好

んで乙 ない。

圧縮材の挫屈は従米 E uler の名を冠 し た 単 純 楼j自の

みを考えていたのであるが， 断面が 振 れ て 挫 屈 す る

Wa g ner 挫屈を薄板の湯合考え なければなら ぬ場合がで

てくる。とくにアングノレ型，チャ ンネノレ型等においては

然りである 。

乙の乙と はまた同様に梁の繊挫屈の問題についても い

える 。その他 L . G.S. 型鋼では ζ れをそのま L 梁材 とし

て用う る場合が多いので，振れを伴 う曲げが発生す る。

振 れ を 伴う 曲げ は断 面重 心 とｾ 断 中心 が一 致 し な いもの

にはっき ものである が，務板の担えれ陶1) 性の小 さい{ 性質は

この問題を無槻でき な くなるのである。この ようなこと

は計算上種々の紋雑さを招米す ること になるが. やむを

得 な い乙とではある。計算の梯 ｩ ｾ さ は歓迎すべきこと で

はないが， 必ず考えねばなら ない事象はこ れをifl 鉱とし

て行 うと行わぎ るκ 関わらず，その事象自体の認識が常

に先行しなければならない。 L . G.S . の計t ; !ーが平E米の鉄

骨格造に比 して面倒だ という声を|尚くのであるが，在米

の鉄骨構造には以上に述べた計算κ 対応する事象が存在

しないのでは な く て ，その事象 の ｪｾ 響 が附 而を左 れ する

ほど大き なものではない， ということのために通常(， ij '_r，(

を省附しているのてある。 L .G. S. ではこωような IgJJ 起

が省略できない現象が起るので，その ような場合，在米

鉄骨椛造でＱｩＢった計岱 ー 以外に余分の ｾ Ｍ ｉ Ｎ ｴ［ Ｈ が妥求 Ｓ れろ Ｇ

とに なる。

次!C局部挫屈の問J i ! 1 j があ る。 L .G. S 型鋼のようにい

くつかの平副が交叉して一つのIWr函形を作り，相互の他
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胞を抑止している湯合，乙れに軸方向圧縮荷量を加える

と平板部分が大きい平面においては挫屈を起すが，断面

のjfi 甘荷力はさらに増大し得るものである。一つの断面型

の中の一部分に楼廊を発生したと き4 以てその断面全体

の耐力を規定するのは在来の方法であったのであるが，

L . G.S. の場合は，その時よりも増大する荷重に対して

隙加を起した平商を補問1) している部分，さらに禅屈を起

すかあるいはその部分の応力が鋼の降伏点に達するとき

を以てその材の耐荷力と考えている。乙うしないと薄板

構造の経済性はなりたたないし，乙れを計算にのせるた

めに有効rlJ という餓単な考え fj を導入しているのである

半面の一部が挫腐を起して後の応力分布の状態からいえ

ば，有効巾はそ乙』乙存在する応力によって巽るべきもの

である。 A. I. S. I. の規準には有効巾は存在応力の函数

として表現されている。乙の考え方は，荷重を うけた断

l訂の応用状態を考える上に極めて適切な方法ではあるが

実用計算に乙れをのせて行くと なると，ある荷量状態lι

対する断而決定の場合には，反復試索的に計算を行わね

ばならないという煩雑さがある。日本の学会の計算規準

では乙れを板厚の函数とし て簡単K 規定し ている。

元米 L. G. S. 断面は，先K 述べたようにいくつかの平

l伺を交叉せしめてそれが互に補岡1) するように作られてい

るものであるから，相互が互に他を補剛する だけの能力

をもたねばなら ない。大きい板 巾をもっ務板平面lζ 小さ

L 、平面を交叉せしめても，乙れは補間1) の目的を達しない。

メーカーで作られる L . G. S 型鋼では乙の問題は充分検

討されているが，プレスまたは接合によって自作するよ

うな場合，この問題はとくに重要である 。A . I. S. I. の規

Aーでは一つの平面はその両縁で補剛されているときにの

み，その平面は補問1) ( Stiff ened) されていると見倣して

よ述の有効巾の概念を導入し ているから，チャソネノレ型

の外縁の 2 平函は 乙の主主l床で補強されているとは考えら

れていない。従って ζ の部分は許容応力度を挫屈上の見

地から低下せしめている。

b.  a  A . I. S. I. の規定を読んでなかなか理

一
I  I  b  解しにくいのは実は乙の点であって

アャ' ; / ; i 、ル裂の a 部分については有効巾の考えを入れて

材の許容応力皮は挫j自の心配のないときのものを用い，

b の部分では全断面は冶.効として考え，その代りに材の

1  (F:-;; 応力伎を低会トーすると いう二刀流である。日本の規絡

ごは hの部分 [ζ も前述に準じた有効巾を考えて，材の評l

Ｎｾ ｾｽ之 Ｎ［ Ｉｊ 肢は ｡Ｎ b  共通であ る。この考え方は議論もあろ

うが，日本流の } J が計算が楽である乙と は確かである。

その他j芯ノ] 集中の間H越もある。 } 単板では応力集中は材が

塑性変形をする乙とによって応力の再分布の問題として

考えられること が多かったのである が，部板の協合はそ

うはいかない。そ乙へもってき て局部挫屈の問題が随伴

するので厄介な ことになる。
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例えば，ボノレト接合者fS材を引張っ た場合，ボノレトが牧

めて弱い場合は別としてその破壊状況をしらべると ，対

板の圧縮面で局部挫屈を伴っている場合を多く見る。

そ乙で乙の楼屈を抑制するように座金その他を工夫し

て充分しめつけると，ボルト孔周辺の耐力は上昇する乙

とがわかる。応力の再配分と いう乙とは簿板の場合は考

えるのが無理で，局官官応力のために局部的な変形が噌大

する。従っ て L. G. S. 構造によく用うるテソ ν ョγ 筋道芸

の接合点のように応力が集中しやすいと乙ろは特別な1 1 ' .

怠が必要となる。

L .G .S の型鋼は多く Wi de F langeである。 Shear lag* 

( 勢断ずれ〉の問習や新市の中日夕、I変形等考えるべきEこ

とが多い。

*Shear  lag とはM板の筒内K 料li 巾mのようはW中的1J が加わ る勘合

そのお力点近傍の大邑い羽目fr応力度K より. 1J Y断般を発生し， 而内の

霊直応力J f r はそのまわり R W'II してi退くまで分布きれない現象をいい，

ｾＡｩいほど若しくなる。

L. G. S. 構造は一般に fl exi bl e である。このよう な椛

造にあっては，部材閣の接合点は一般に悶1) 接合とみなさ

ないことになっている。そ ζ で多くの実施例では水平野

断力を筋違に負担せしめている。実験によると筋違に大

部分の水平力がかかってくるが，テ ' ; /i / ョγ 筋違の伸ひ'

を考えておかないと建物全体が剛性の低いものになりは

しないだろう か。またテソ ジョソ筋違はボルトやタ Y パ

ックノレで締めつけるように工作されているものが多いが

小規模の建物においては，どの程度の元応) ] を筋逃に与

えるように締めつけたらよいのか，という問題もあ る。建

物全体の岡1) 性を高めるために， ゴンプレッジョン筋迭を

沈々に用うる β がよいのではないか，問うるとしたらど

の程度であればよいか.研究すべき問題はまだ沢山ある。

さらに hi gh tensi on steel による L . G. S . を考えねばな

らない状態が来ている。

L. G. S. 構造の力学的研究l乙倣っている一人として考

える ζ とは， L. G. S. は研究して非常lζ 面白いというご

とである。 ii災後わが国で実施さ れてきた新しい構造方訟

例えば壁式構造やプ ロック構造等と問機に種々の問J唱を

偽してはいるが，研究対象の材料が鋼材という ，われわ

れが取扱う構造材の中 ではivt も素直な材料であることが

この研究を進めて行くしに非常に役守: 勺ている ζ とで あ

る の ｴ 理論 ＨｪｾＱ ζ も ｉ Ｍａ した上うな秘々のｬＧ ｍ 沼 ｬ 問題があり

;足施的lζ も乙の構造法の特'I'l' をう まくぺ‘ かし て行くプIj f);

ｾｌ 一 言 にしていえば し ｇＮｓ 構造は ζ れを将来育てる

べきもので，そのためκ は雄策にたずさわる各専門家の

協力を待たねばならないだろう。

( 2)  L . G. S .の建物について

L . G.S. の建物は鋼材使f I 1Mが従・米の主主物に比して少



いといわれている。これは通常力学的κ 必安な鋼材lζ|対

する乙とであるが，たしかに少い乙とは事実である。

(住宅で80- 90kgf坪，学校で 1∞- 120kgf j浮) 乙れが

L .G.S  建物の在来鉄骨建築物lζ 対して経済的になる と

いう根拠の一つであるが，去年の下半期のよう に然間圧

延材と L .G. S . 型鋼材との市場価額に大きな差があるよ

うな場合には，鉄を沢山使っても建築技が安ければよい

という常識的な考え方からすれば， L. G. S. の使用によ

って鋼材使用量が少くなるということは. その単仰が高

い場合，必ずしも経済的だとはいえなくなる。もちろん

去年の下半期からの鋼材価i額の変動は例外に属する現象

であろうが，われわれ使用宥の立場としてメ ー カーに要

望したいことは， L .G 目 S. 使用による鋼材節約怪だけの

価額が安くなるようにしてもら いたいということであ

る。た r 材質的に L .G. S 型鋼は，現在大メ ーカーでし

か製造されないスト P ップよりの製品である だけに. 巷

聞に流れている質材の悪い線鋼のような心配はない乙と

である。

L. G. S. 構造を鉄筋コンクリ ート造と対比したり ， あ

るいは木構造と対比したりすることもあるけれども，私

はそれらはすべて異った材料の上に出来上っている構造

であるがために，対比する考え方の基準というものを統

一'してか L らないと，わけがわからなくなって来るよう

に思う。ある人は木構造と対比するであろう，またある

人は鉄筋 コシク Y ー トと対比するであろう。そして両者

κ 対する利点と欠点とを列挙するけれども，た r 一つい

い得る乙とは，われわれは完全に: P l ¥想的な万能材料を持

たないという乙とである。従ってあらゆる材料はその利

点に従って用うべきで， L .G .Sーだから建物の隅から|偶

までそれで作らなければならぬというような考えはよく

ない。 L .G. S . で不都合なと乙ろは他の材料で構造すれ

ばよい。しかし ζ の時一番困る乙とは，他の材料と混合

して構造する場合その力学的な性的がよくつかめないこ

とである。乙の乙とは他の構造についても同級で，似lえ

ばプロック構造と鉄骨構造 とを混用する; 場合ー水平j] を

どのように分担せしめる かという 問題など よく起きるこ

とであるが，とのような材料の使い/ j に対しての研究は

もっと行われるべきでなかろうか。

L. G S  構造 ｩζ 肢も大きい問題の一つは防 Ｄｾ ｉ である。

充分に防銑塗料を施乙さねばならないこ とはもちろんで

あるが， L .G. S. 材を鈎にくい所に周うるということも

大切な乙とである。

これは鋼材についての共通した乙とであるけれども，

アメ D カで L G  S 椛溢の約を全土に亘って凋まました報

告沓が出ている。 乙れによると防鈎塗料のみによって充

分その目的を達しているし，錆が板めて大きいと乙ろは

特別IC. 錆やすいと乙ろに施設されたものにおいてのみ見

l l J されていると占いである。品倉対象I C . なった建物には

A .I .S. I . の規盟主が発表され る以前に残てられたもの ま

でふくまれている 。

わが国の気候とアメ y ヵのそれとは拠るであろうが

塗料の品質を選ぶ乙とも大切な乙とであるし，施工中途

装被肢をきづっけないようにする ζ とも大切である。ま

た優良な鍍金または塗装が案外高イ聞につく乙とは. ロー

ゴスト L .G. S 構造を行おうとする者にとって一つの頭

焔の積である。

次に耐火性の問題であ る。不燃構造とし て燃え磁の少

い家を作る乙とは喜ばしいことである。 それにはいろい

ろとむつかしい規定もあるが. 通常の構法1( ，おいては木

造より燃えにくく，鉄筋コンクリートには及ばないとい

うところがね・識ではなかろうか。もちろん鋼材の周聞を

5Zいモルタルやコンクリ ー 卜で被w. する場合は} J IJ である

が. わが国の都市家財の構成状況から見てー少しでも燃

え種の少い家を作るととは市設なことである。鉄筋コン

クリートは屯R が! 1i : いと いう 救い出f ( い紋点をもっている

わが闘が地震国であり，かつ円本の都市は河川の111' 引用

i二にでき. f : っ ていて，比較的地盤の思いと乙ろが多い。

材料のi J i : i u : が大きい乙とは乙の而で極めて大きな犠中|を

ｾｩＱＧ＠ ，r . われわれに要求している。 L. G.S 構造が，現: 白ーそ

の終日の放をもって動初コンクリートより安仰に仕J る

Tt 度花やや耐火性を落しても木造家尽にとってかわるこ

とは. 木材資源の問題からも望ましい乙とである。 L. G  

S  の小規税建築 ，例えば .住宅等は木造iζ 比してやや高

布fi につくが .その故も大きい原因はパネルの構造にある 。

不燃セl' のパネル」で良 い も のがちえられるならば，

木造との コスト差はさらにちぢま るであろう。通常の住

宅では L. G. S 品 Ｑ Ｇｉｩｾによる鋼材似Ｚｈ￬ｦ， ｬ は 向。 Ｍ Ｙ Ｐｫｧ Ｏ ｊＮｦＺ rii l後

マ 述築1' r からすれば数分の ・にすぎない。居住性の問

題や力学的問題から ，どのよ うな壁面材料をどのように

構造していけばよいかは，将来 L.G. S. 建築の新しいス

タイノレを作って行くものとして興味深い。ギト. 米の行きプJ

のように，木造ローコストハクスのスタイルにただれや

梁の構造材を L.G .S でおきかえて価額の問題を論じて

いる ような行き β は期 ましくなし 、。その結果，到の思い

L.G .S. 構造ができ_ I - . って行く と，遂には しG. S は粗悪

な材料と いう 印象を残すだけである。居住性の問題や ー

般構造的な問題を組織だつて研究すべき 11与J切にきている

のではなかろうか。

しG .S 構造は 日本においては生れて 3 年位1(. しかな

らない。長所と同時I C . 短所も自につく。しかし先に述べ

たように乙の総造は育てるべきであると思う。 それには

設計者も施工者も ，またメ ーカーも一丸となってあらゆ

る角度からこれを検討し ，その改善l己努力を惜んではな

らない。不燃パネノレ材の依近の発達は目ざましいものが

あり ，乙れらと融合した L.G .S. 構造の出現を程、は楽し

んで夢みている。
(!匝者 神戸大学教授・工悔)
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軽 量 コ ン ク リ

1.  軽量コンクリー卜の種類と変遷

ゴンクYー トを軽量化する考案は近代的な定、味でのゴ

ンクDー トが誕生するとほとんど同時に出現し， 今日! こ

到るまで IC多種多様のものが提案されてき た。洪悦郎氏

その他の調査によれば，各国の特許を合せ ると 236 件に

も達するそうである。従っ て ζ れを分類すればなかなか

複雑な乙とになるのであるが，現実lζ 使用されているも

ののみについて大別すると次の 2 種類となる。

イ) 気泡を利用するもの。( 化学反応でガスを発生さ

せるもの，起泡剤を混和するもの等がある。〕

ロ) 経骨材を利用するもの。 (火山線のような天然!I 径

骨材を利用す るもの. jm工粍骨材を用いるもの等があ

る。〕

きて，なぜかくも コンク Y ー トを軽量化しようとする

ことに努力が傾注されてきたのであろうかと考えてみ る

と，次の 2 点がゴンクリ ー トの大きな欠点であり，われ

われ技術者が ζ れらの処恕に悩みつづけ てき た乙とが汚

川上ってくる。

i  )  コンク Y ー トがmすぎ る。積載す るもの より自

分自身の方が重くて，骨組の任務の大部分は自分

間身の同方を支える乙とにあるといった馬鹿らし

いことになる場合が多い。高層建築では とくにこ

の点の不合理さが目立ってくる。

ii  )  コンクリ ー トの断熱性が案外 [ζ 悪い。このため

塁ま而の結館，その他の居住.tl を悪くする現象が起

りがちである。

従って純益ゴンクY ー トには. i ) の点に主! 取を置い

たものと. ii ) の点に主眼を置いたものとがあってよ

い。前述の イJ の気泡コンク D ー トは一般に強度が低

く. 断熱性lζ 優れているので. ii ) の解決! こ活用 され.

ロ) の車主骨材コンク Pー トはー部のものを除いて強度が

かなり高いので i ) の点の解決策と して用いられる乙と

が多いのである。

わが国で・も軽量ゴンク Y ー トの考案は明治の末年から

現れている。しかし，ジ ングーコ ンク Pー トとして防水

]111えに利月j されたり，特殊考察品がー官官の断熱材として

使用される程度で，第二次大戦の終るまでは建築材料と

して大き い意味を持つに至ら なか った。戦後，貧しい司

での復興 といつた状況下で，まずアッ ν ュ・コンクリー

42 

ト 谷 口 尚 武

トなるものがわれわれのI眼前に出てきた。乙れは石炭ーガ「

ラを骨材とする点で戦前のν ンダー ・コンクPー トと変

らなかったが，石，' }( をも加え石炭ガラの不良成分によ る

鉄筋の鈍化を防止せんとする点Iこ新工夫があったよう

で，アパー トの壁体等にか なり使用された。ー j j 東

大，主I ! 研等で主として天然の火山線を利用す る軽骨材ゴ

ンク 3 ー トの研究が堅実! と進められ. 乙の種の車主魁コ ン

クリ ー トはm: 岳がかなり軽減す るにか日わらず，強度は

あまり低下せず，経済的に構造材として使用できること

が明かになってきた。昭和25年に東京で国家公務員宿手?

に用いられたのを皮切 りに. 日本相互銀行，東急会自¥

鉄道会l I I 4. 都庁舎，防衛庁々合引7々 の大建築がいづれも

構造材料として軽骨材ヲンクリートを採用す るという 盛

観となり ，今日ではとの種のコ ンク y ー トを構造主体と

する建築物はありふれたものになってしまった。東京に

おいて数年間にかくも異常の発展をとげたことの恕自は

fJ II 砂・川砂利の供給源が逼迫しその{ i f l j 格が高く， ープJ ，

浅間 ・機名といった優良な較骨材の供給地が近距離にあ

って比較的，安価に l怪骨材が入手ーでき i降l J 1コンク リー

卜の経済組が強制された」ことにある。| 刻阿においては

東京とはややr J i>mが巽り ，近在に火山直撃の供給源がな い

のに反し， 川砂利は1 m園地方等からかなり控官安和lj に提

供されているので，軽量コンクリートの発展は遅れてい

る。しかし，鹿児島産の火山礁を用いた阪 Wf :J':r!i ｾ ｉ ｲＺ ｲｩ の

大建築も生れてきて，関fi E j においても純白コン クy _ . ト

の有 利な ことが実証されたので，今後は ｦ も ｉ ｾｾ においても

広く用い られるようK なると号5・えられる。

また，建築学会等の努力によって終臼; コンク Pー ト構

造の設計，施工のための基準もすっかりき完備された。研

究の歴史が若いので， ζ れらの基準も次々とかなり大き

い改訂が加えら れてゆくが，とにかく現段院でのわれわ

れの仕事の拠りど ζ ろとして大いに役立っている。主な

るものを列挙すると次の とおりである。

材 料

J  I  S  A  5002  ( 1955) 構造ffl 軒並コンク日ート什付

設 計

鉄筋軽量コンク Pー ト構造設計規準案 ( 1955)

鉄骨軽E コン クPー ト構造設計規準策 ( 1952)

壁式鉄筋軽量コンクリ ー ト造設計規準策 ( 1955)
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f以上は日本m稿学会発行の 「特抑 寸ン クリ ー I i!' 11I' J I併槻fl l ! l l ij

55) J の中 K 収織されている. )  

ni l ! 工

J ASS5 ( 1957) 鉄筋コン ク Yート工引ー 12節11制止コ

ンクリ ー ト

( 以上は日本建策学会発行の m築工耳I標単仕線住 ・同解説 BJ

- 32年10.月5目先行の改訂版ーに収載されている。)

なお，知識の啓蒙普及をかねて参考舎もいろいろ と出

版されている。中でも浜田博士の「軽量コンク 3 ー ト檎

造J (昭和31年丸善発行) はさすがに ζ の方面のパイオ

ニヤーが30年来の研究を集大成されたものだけに極めて

12重な文献である。軽量コンク Pー トの設計 ・施工に従

事するものの必読すべき香物と考えられる。

以上のように軽E コンク日ート設計 ・施工の体系 ・条

件の盤備された現在において筆者のごとき一介の飽工技

術者が乙乙に書き7Jr Jえるべきことはもはや存杭しないよ

うに思われる。ただ現在までに脅かれたものの大部分が

関東を中心にして苧? かれているので，関西での使用経験

を中心lζ して気付いた乙とのこ，三を断片的f L { I ; . く ζ と

ならば筆者にも可能であり， かっ，関西在住の方々 ! とは

多少の御参考 tc なろうかと考えて，あえ て祭を採っ た次

第である。

2. 関西における軽骨材 コンク リー トの経済性

軽量 コンクリートを鉄筋と併用して構造主体に用いる

と自重が較くなる反面，コンクリ ー トそのものの強度が

弱くなるので，断面の大きさを同一にした場合には鋼材

丑が増えるのではないかと 心配される。なるほどコンク

リー ト強度は長期許容圧縮応力度が30kg/ c m
2
程度になり

勢断応力もほぼ閉じ比率で小さくなると考えなければな

らなく なるし，付渚応力度は 6kgf c m
2

(普通コンクリー

トは 7kgf c m
2

) として計算しなければならない。したが

って梁でも断面の期断抵抗や鉄筋の付着応力が支配的に

なってくる特殊の場合，およ び鉄筋の継手および定着長

さを 50d Iζ しなければならない乙とに基く若干の鉄筋誌

の増加要因はある。しかし出lげモーメントが断面を決定

するー般の核家材，とくに釣合鉄筋比以下の配筋i訟のも

のは コンクリートの低桧度がほとんど影響して乙ず，経

置になっただけの 引張鉄筋虫減少が生じてくる。柱では

荷重偏心の極めて少い場合はコンクリ ー トの低強度が決

定的になって不利になるが，かな りの曲げモーメントを

併せ考えなければならない位材ではヤング係数比が普通

コンクリートの場合より大きい乙とに よる圧縮鉄筋のき

まのよい乙 ι および梁の場合と同様な引張鉄筋の刺点、

がきいてきて，中子 Ｑｾｊ 乙比［じた鉄筋 ｩｒ 減少がみられる。結

局，比重 1. 6 程度の} 隆弘コンクリ ー トを使用した場合，

村 ・梁 ・床版 ・壁の外厚[1寸法を同じにして設計すると，

鋼材虫は壁では差がなく ，柱 ・梁 ・床版ではかなり減少

して ，合計では 18% 程度の鋼材減少がみられるζ とにな

る。 しかし関西ではコンクリートの単物Ii が上るので乙の

而からの不利を考えなければならない。以下に鋼材fil 件

当り 0 . 251， コンクリ ー ト量坪当り 0 .25 'JI 坪の建物K つ

いての点の経済性を検討してみ る。

鋼材の減少に よる単価の減額

鋼材の単価を加工費ともで屯当り 55円とすれば

0.18x  0.25t  x  50，000円/t = 2，250円/坪

単価減少となる.

コンクリ ー トの高価による単仰の桝ぽl

関東の火山E躍を関西へ汽111戦送するととに より ， 川砂利より立坪当

り4，0ω 円高 とする 。コ ンヲリー ト1 m
3

IC 0.65m" の砂利を使用す

るとコンヲリートの単価は 0. 65 x 4，∞0円 = 2，6∞円/f>f . 11i くなる。

またセメント鼠が立米当り 40kg 多くなり， セメ ン トのt l 1価を屯当り

8，000円とすると ， との商から のコンヲリ ー トll1佃iのl1' l :lJr1は240kg
v

8円/k g= 1920 円/f>f . となる . 従って起物の延坪当り単価1土0.25立向r

x  (2600+  1920) 円/立坪 = 1130円の憎加となる.

差引き建物の単価は 2250円ー 1130 円 = 1120 円の減少

となる。以上はかなり状況を不利に設定したつもりであ

るが，なおかつ，若干の工費減少となった。鋼材誌がも

っと多い高層ピノレでは乙の差がさらに大となる。以上の

ほか，向霊の減少による基礎地業の簡易化，断熱性の似

予さによるＡ凌冷房 ｾｬｪ の減少などの有利さがあるが，これ

は場合々々によって状況が大いに異り，概念的な数字は

出せない。しかし多少はあっても有利なことは共通して

いるから，関西でも高層 ヒ・ノレの主体に軽位 コンクリ ー ト

を用いることの利裁は疑う余地がないといえる。

なお，関西への火山礁の供給源であるが，関東の浅間

， t : 義名のほかに鹿児島産の ものをもっと研究する必繋が

ある。鹿児島ｾのものは船 輸送される関係で，関西 Ｕ ｲ￭Ｍ の

伯段は汽1j1輸送による関東のもの より か な り 低くな っ

て，経済的に有利である。阪神 ピノレの工事では鹿児品県

鹿屋市古江主主の火山礁を用い，比重 1 . 6 - 1 .7，4 週圧縮

強度 110kg/ cm
2

の川砂 ・軽砂利コンクリ ー トを作り上げ

た。鹿児品産の軽砂利については鹿児品大学の諸教授が

各方面から検討されており ，とくに福島正人氏の鹿尽産

の火山際を骨材 とし ジラスを加えた経E コンクリ ート の

研究( 建築学会研究報告2 8号 ，32 号司35 号， 38号，41 号)

はわれわれに多くの示唆を与えてくれる。しか しながら

関東方面の骨材の研究K 比するとまだまだデータ ー不足

の観は免れない。関西の各大学においても採り上げて研

究し ていただければ幸甚であ る。

3.  軽骨材 コンクリー卜 施工の問題点

施工についての第一の問題点は川砂利に比 して火山砂

利の形状が惑い乙と K よるワ ーカピリチイ不良であ る。

乙の解決策としては

i  ) セメント使用量の増加。

ii ) フライア ッジュ ・珪酸白土の混入。

iii )  A  E 剤 ・分散剤の添加。

iv ) 砂率の増加。
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などの，l/f . r=- 段があ る。 りはコンクリートの経済制ごか

ら， iv ) はコン クリートの重量の面からの限度があり，

それぞれ妥当な値が出 されて J A  55  に採用されて いる。

ii ) は ワーカピリチイ の改善には確かに有 利で，鉄道会

館 ・防衛庁工事の頃には督。誌 コンク リート配合の必須条

件のようになっていたのであるが，その後， この処置が

コンクリー トの耐久性lζ 不利なと とが強調され るように

なってほとんど使用きれなくなった。 iii ) のτ 段はこれ

とは反対で. ワー カピリチイの改革ーもさりながら軽iEコ

ンクリートの耐久性を普通 コンク リートと間程度にす る

ための不可欠の条件と な ってしまった。即ち，現在では

セメント主t. 砂涼の明方ド 表而活性剤の祈用 ( C よっ てワ

ー カピリチイに不安のないコン クリートを作る原則がほ

ぼli (t・立されており これに基いて， ｾｾＰ を定めてさえおけ

ば粒形が忠くとも現場施工 に不安はない状態! と な ってい

る。 イ11 し，tv: J診のよ い骨材があれば経済上有利なことは

問逃いないので，天然火山際を造約機に かけてセ メ ント

. 石灰 ・石 粉 ・粘土 ・様化カ ノレジクムなどの混羽1物で表

而被援し加工骨材 とする研究( コンクリートによる現代

建築発展の動向一平賀謙一一建築文化昭和 33年3 月号参

照) も進め られて いるが，未だ実用化 していない。形状

の よい加工骨材と してはパーラ イトがあり ，わが困で、も

最近，各社で生産されるようになったが，これをmいた

コン クリー トは強度が弱いので断熱材にはよいが構造材

としてはあまり 期待できない。

今 日の現場で最も 困 る問題は続砂利 の吸水のrlu題でーあ

る。 すなわち軽砂利 の吸水率は50- 6 0% K も迷するもの

で，吸水状態の差異がコン ク リートの組- 放に梅めて大き

いJi与半年をおよぼすのであ る。普通コン クリー トでは符私

計五 ｴ に 比 しｾｙ￬ＺＺￍｴ ｴ 計ほの俊れている乙とは疑 Ｑ Ｑ｜ Ｑ の余地がな

いが，軒以コンクリ ー トではこの含水利i正悦がかなり大

きく 偏差も向然と大きくなりやすく ， このλ号、で' 屯M計j 止

の同， ｉｾ ｲ セ ＱＺ が減ぜられるの で ， 結Ａ己Ｉ，科む ｩＺ 州合 として投入

を正硝にする乙とを励行 した ) j が ましだとの: む: 凡も 山 る

ほどで いづれにしても正確な計五l というこ とがなかな

か錐かし" 、。東京の防術庁々合工事では石川品コーリン

グ社製の ワ ンマ ンコントロール方式のパッチャー ・プラ

ントを用いての重誌計誌を行ったが，この11与の工τJi 記録

から軽ii l 骨材の IJ &水蕊 コント ローノレの引を抜吉宗して御参

考・に供することとしよう。

iJ 経Kl' F.r材は吸水飽和状態 lζ 保って佼即す ること が絶

対に1ft ニ32・で，吸水不充分の11与t' j:，混紛1<1.
1または打込中 に

I同水してコンクリートの秋皮を減少させたり. 収縮の

! ボ因となったり ー または杯L
、
'!'y材が表i 1u!c 浮いてコン

クリートの分離を助長する原因となったりす る。しか

し漏らし過ぎて表而水が多いと含水不!C対する補正に

誤差が多くなって ，均質な コ ンクリートを得る乙 とが

困難になる。 した がって骨材はな るべく表面乾燥 内部
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飽和に近い状態で使則することが明ましい。その対処=

として当現場ではi経砂利の置以を A ' B '  C の 3 部分

とし，その一区創を一日の使用{ l UC足るものとしずニ。使

用灰書11内の撒水は充分行 った後. 前 n夕刻ま でに 切 り

上げ. ν ー トな どでう寄生しつ. 1 . ，ーI阪放Fそして骨材の

合水状態が一定になるのを待って翠1 ' 1，すなわち ，使

用当日 ｩｾｊｉ からク ラ ム ν エ ノレでプ ラ γ ト上部の ピ ＺＺ，ＯＡｌ投

入. そのま L 使用する方法を採用した。かくして吸水

不 5 0 %に対し使用骨材の合水率を -t9- 5 3 %問に確{'R

し，コ γ クリートは良好であった。

ｐＺ ｾ ｉ はｩｔｉ射 ｲｬ 光』 ζ よって表面 ｋ 近い部分の合水状態

が不終となり Ｎ 冬 ｾｴｦｬ は表面ＯＱ＼凍結の恐れがあ る から Ｎ

コ γ クリート工事がこれらの ｾｧｬ ｦｩｻｬｋ ￬Ｉ￞ る ｉｎｩ は特に ｴｴ 忠Ｚ

しなければなら な l 、。

なお，撒7l<J5rl 、を詳述すればコンタ 3 ート打込みの

開始 ￭￬￭ ｦ 日 に ａ ｬｾｬ を 撒 Ｗ｝＼ ， ｂ ｾｦｈ ｛ｬ経 砂Ｊ，［ を 搬入 し ， 打込

み第一 円ｬ ζ は ａ 部のｾ毘砂 利 を使用し Ｎｂ ｽ 削乙撒Ｗｬ＼ Ｎ C  

苅IIC新骨材を搬入する。( 以下同級) 撒水は朝 911寺か

らタｾＱｊ 5 1侍ま で一人の工貝に撒水させ使用当卜! の分

は撒水しない。 日射の強い日は使用当日もν ートで被

ったま主としておき，使用部分のみ γ ートを外すよう

にし て骨材の乾燥を防ぐ。」

4  気泡 コンクリートの問題点

気泡 コγ ク Y ートは前述したように構造材と してより

も断熱材と して用途が広い。 m
3

当り 600kg科肢の，[ i j j l:を

有する気泡 コγ ク Dート の熱fz; l呼ネは O. 06kcali mhr C  

程度であって，普通コ Y ク 3 ー トの熱伝樽ボ ).. . I. okcal  

1m ｨｲ ｯ ｃ ， 煉瓦の熱 伝 導［ＺＺｾ ).. ，[ .  3kcal介nhr C よりはる

かに小さく J 1fi 3il ] 目7t onf m
3

の川砂， 粍i &手Ijコ ンク日ー

トの熱伝湯本 0. 56 kcali m hr oC とも桁 逃いに小さく，炭

化コノレクの 0.0::¥5 やつオーム ・グラスの 0 .04 !こ近づく

ので 制li 怖の比較的低成な ることと 相候 って，附熱材と し

て歓迎されることは当然と忠われる。しかしこの特肢の

ものになると日 紛強度は :¥okg! cm
2
科目工[ てなる H 亡セメ

γ ト Ｑ Ｗｴ もＺｶ Ｎ ｴｬ 当り ＶＰｾ 災と いうような ｉｒ となり・構造材と

して はあまり安制Ii とはいえ なくなるので 桃 iむ材FY- J n! jを

{'j:，仁l ら制限される n
といっても構 造材として全く{ 良則さ

れないわけではない 。すでに立米当りの布引が flOOkg. -L  

週圧縮強度が'LOkg! c m2程度の気泡ゴンク 3 ートに帯6 -

キ10 銅線で組んだワイヤーメッジュを補強筋として入れ

たものを構造主体と する壁よ構造で 2 階建和B ' t の住宅

を構築するプ ゴ式 も ｾ ｉ ，Ｍれており 比
'1
創刊安和li Klfti

，

ti;!.t . 1耐火

で居 住 ｴｬＺ のよい ｾＱｾ 経ができることが科ばれて ＱＮ 、る。な

Ｚｽ＾ Ｎ 乙の稲のものの設計ＮｾＺ写 ｩ 案もＱｉＮｯ�ＮＺプロ ｹ ク ＹＱ 築協会

の特殊 コ ｙ ク Ｓ ート建築相談所持 ｮ 長加藤六ＩＧｾ氏一所拍 ｪ

建築会館内) に よって作成され， 信頼できる基準 と な っ

4  

・.
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気泡コンクリート函にみられる網状キレツ

ている。しかしながら筆者は乙の秘の椛造の耐久制に

あ二千の疑問iを持っているので，乙の機会 lζ 披践して読

者諸兄の御教示をいた r くとと L したい。乙の疑問の直

接のさっかけとなったのは乙; . ! C . 掲げた写哀の事例であ

る。! l llちこの種コ γ クリー トの施工後，句 nを出ず して

写真にみられるような一面の網状亀裂が発生したので，

施工lζ 何らかの欠陥があ ったのではないかと各方而か

検討をi J rrえたのである。結果は亀裂発生は当然の市象で

あり .施工J-_の欠陥が全くないζ とが IYJ かにな った。即ち

気泡コソクリ ー トの異常に大き い 乾燥収紛糾が原閃だ

と判っ た のであ る。こ の点を明石 ＧＨｾｦｏＧ Ｑｬ解 していたど く た

めA ・c ・I 誌に掲載された Cellul ar Concrete なる論

文より乾燥収縮についての記述を抄訳す るこ と k する。

「作所の実験によればj景気養'1" を行 った気泡コ ンク J

ー 卜で絞度が 600- fl OOkg/ m 3 のものの線乾燥係数はセ

メントのみのものでは ( 5 - 6 ) X I0- 3科度である。まだ

か8: 1寄生を行 ったものでは 1 X  10-
3
或いはそれ以下とな

っている。こ れて宇は普通 ゴソクリートにおけるこの怖が

おおよそ 4 X :l u-
4
であるのに比べて約 LO倍である。これ

は気泡コY クYー トの不利な点のーっといえる 。

一般に純セメ Y トのみを用いたものは常視で急激に乾

均して危裂を生 じやすく， またポゾラγ を混入したもの

を大気圧で蒸気養生したものでも亀裂を防ぎ得ないこと

があり，たとえ繊維のような もので亀裂を防ごうと して

も本質的には減少させる乙とはできないも のである。

この乾燥収績はすべての経由. コソクPー トにおけ る大

きな欠点であって，大気の乾 ￬｜ ｬｾ に よ ってもかなり大きく

容私がilt化する。それだけ養生の点! C. ffi 点がおかれなけ

ればならないが，現場打気泡コンクリ ー トでは初期l収析

による亀裂は避けることができないので，左官 またはf - I:

上面lζ 亀裂がおよぶ乙とを前以て考慮に入れておく必1 . ! : :

がある 。」

もちろん気泡コY クリ ー トの表面は打放しですておか

れるわけではない。しかし，構造主体そのものがこ のよ

うであるとしたら耐久性J -_. 板めて不利になるのではな

かろうか。なお，本年一月号の「建築技術」設、にケー ・

カパナ一氏の「コγ ク3 ート校術の発展」な る一文があ

るがそのcllfC次の記述がある。

「泡コンク リートは布[ 1 : か蒸気で養生しなし、かぎり剖

イ ｾＱ ｬￍ ｬ ｦＡｴ 7'J' 低 < ，収紛糾も大き いし そのうえ吸m性をもっ

ている。この間'j .EF.蒸気による校' 主訟では材料の強度 もま

たかなり桶進させ ると とができ る。 そのため泡コγ ク3

ートの用途は主として放気} f ' I:・の可能なフ. レキャス 卜部

材の生熊だけにかぎられるか，さもなければ現場打ちで

も単な る熱遮断や逃背月lだけに用いられるべきであ る。

熱的性質は俊秀であ る。」

情者は乙の文の主旨』ζ 全く賛成である。! l IJ ち気泡コγ

ク3 ートは現場打構造材とす るよりも ，断熱材として，

また，構造材とす るならばフ ν キャスト可能なテイ ノレト

. アップ工法の構造材として }IJ ｾ、るの が妥当と Ｒ 汚える

が，どんな ものであるうか。

(' fi者 K K大林納工務課)
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軽
壁と いわれるものを平面的な目的 と構造的な目的 とか

らー幣すると，平面青| 両で要求される墜と構造計両で翠:

量
求されるそれとはいささ か性質を異にすると思われるし

そのためには，しばしば両者の要求が相反する場合さえ

間

も生ずるようである。

后者における壁は力を伝える目的であり，壁構造は い

仕

わずもがな，ラ ーメン椛造においても耐震壁を適当に配

置する ζ とが望まれる。

切

一方，平面計画において要求される壁は平面におけ る

主とし て平面の動きを整理し合目的に処理する乙と K よ

って，平面をより能率よいものにしようとするわけであ

る。それであ るから平面計画上の壁は構造のそれとは必

ずしも一致するとは限らないのは理の当然であり ，前者

つ
の固定的な性質に比べより可動的であると考えられる。

ワンルーム ・ワンスパンの場合，外壁が平面 ・構造両

機能上望ましい形で融合されている場合などは数少ない

例外であろうが，一方，昨今のデずイン論におけるミ壁

て 的なものミといっ た表現，あるいは意識的に壁を構造的

という表現K 用い る式のゆき方は， ζ の小文の趣旨と離

れるから触れない。

平面計画の立場からい えば，カを伝えている姿索，す

なわち柱なり壁なりは少ければ少ないほど よいわけで極

端ないい方をすれば，床と天井とが与えられ自由 lとその

機能に応じ目的達成IL 最も適した間仕切を作るのが一つ

の理想だといえないこともない。 ζ のようK して用い ら

れる平面上の問f士切が構造に負担をかけないためには，

軽量間仕切一一般にカーテ ンクォーノレとよばれるものが

主主場する乙とは当然である 。軽量化 ・規格化 ・工場生gj，

品を用い現場加工の続i少 ・乾式化等が必須条件となり，

結果として了J 羽の短縮を期待できること は今日常識とな

ってい る。

乙乙で軽量間仕切を用いた場合，それがもた らすプラ

イグアジイの問題であるが，視覚における問題ととも κ

山
聴覚における 問題があ ると考えられる。 もちろん乙うい

ったカテゴリーに入りにくい単にス ペースを遮断するだ

本
けが目的の場合もありうる。

一般fC. j経昼間仕切を用いて視線のみな らず音響も逃断

しようとすることは，遮音が音響を通過さす壁体の重畳

'.  

{愛

と相関関係にあるため困難である。アメリカのオフィス

ノ号ーティジョンのカタ ログを調べてみても， 音響的な考

介 慮としては，両面を鉄板としたパネル震動を考え中 lζ ミ

ネラノレクーノレを充填しコア に石綿セメント板を フローテ
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、図 2

軽 量 間 仕 切 の - olJ (指揮ヰ造船所相生工割強総合司1i6所での例) 自由尺 1 : 5

， 

ィングさ せてい るものとか. 両而をパーフォ ν イティド

八ネノレにし石綿を充填するとかで，遮音のためとく! L ill

批をもたせた例は見当 らないようであった。私は非常に

m単なやり方ではあるが，事干:ii1: 間佐切に遮7Tのための府

をすンドイツチする ζ とを試みたので略記して ご批判を

いただければさいわいであ る。

図ー 1は撚踏造船所事務所内のHl 子計算機室と一般事

務室の墳に用いた例で，モデュ ーノレは90cmを用いた。事

務室側は一般f士上として， 6mmベニヤR占ジョ イナ- :jl !1え

ペン キ塗仕上 Hl 子計算機室Mlj はロッ ククーノレ充填の上

ナラ ンを90cm単位のパ ネノレに して貼 った。パー フォレイ

ティト'パネルはキ ーパンチヤーに錯覚を生せ' しめるため

不適当だと考えたのでナ ランを用いたがz ただサラ ンが

一一ー静電気反応、によ ってか ? 一一挨を吸静しやすい欠点

は早l政善処されなければな らないと考えてい る。間f全切

をはさんだ用途のｾ う Ｒ ＱＱ 長 の機 能 ｬ ζ 応 じた 壁イ七 上 の ｾ ｉｉ に

両者の各々に生ずる綴ff を相互貫流させない目的でモノレ

タノレt t . の隔を設けた。機械による ind定をしていないので

正確なデータの形で記す ζ とがで きなく. まことに概念

的な請で恐縮であ るが， ーだ用的には乙れでー1・分目的を迷

成 し て いるようで あ る 。 図 Ｍ Ｒ はこの 逃 ￬ｾ￭ ・部 分 と咲行部

分とを木モセメ ン ト板にした例であ る。

将弔問イ士切に多少なりとも遮音性をもたせ ようとす る

試みはこのように経験的にい ろいろ行われてい るはずで

あるから . 秘々納介され， また比較データでもあれば発

表していただければ純益構造を用いる 上でおおいに帯す

ると考 え誌上をかりてお願する次第である。

(市者清水s ! 政K K大阪支倍殺計部J
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軽 量 建

緒 言

よく銅製のドア ーをあけるとその点いのに続く。子供

がT を挟んだり頭をぶつけたりしたらどうするのだろう

というような心配をする。では燃えないで何年も手入れ

をｾせず ， しかも軽 い ものは何かと考えるとアルミニク

ム合金製の建具ということに なる。事実アメ P カ大陸を

縦横 I L走 ってい る Greyhound Bus  1ζ 乗っ てみると非常な

勢いでアル ミニ クムの建具が普及しているのに驚く 。 し

たがって，その値段も非常に安い。

アル ミニク ム製建具には次のような特徴がある 。

自由な断而の押出材を得ら れるから気密性，雨f七鮮が

よし、。

不燃性である。

経 くて， しかも美 しい。

押出 し型材を使うから加工授が安 く，形ょくでをる。

合金を使うから丈夫であり ，かつ耐食性がよいので維

持授がほとん どかからない。

しか し一方，アルミニクム合金製建具を用いる場余に

は次の よう な注意が必要である。

1  硬度と卵性係数が比較的低い。アルミニクムの表

面は比較的傷がつきやすいが，これを防ぐには陽概酸化

皮膜を化成させて装飾を兼ねさせたり メタアクリノレ系

の透明塗装を行う必要がある。またi J lr性係数の問題は押

出し型材を使用するから強度部分の肉j平をj写くし得るし

熱処理によって高強度とする乙とも可能である。

2. 鋼に比し融点が低いので耐火性がやや劣る。しか

し，アルミニ クム自体が不燃性であり，かつ反射率. 熱

伝導度，比熱が大であるから，とくに考慮する必要はな

い。現在アルミ ニク ムナッジは網入り硝子を使用すれば

内外面とも法規上第 2 種に合格するので，ピノレディング

にも使用 しうることにな っている。

3  セメン ト 石 灰などのアノレカ Dに弱い。 すなわ

ち取り付けの際に コンク 3 ー 卜，モルタル，漆l喰な どと

直接接触すると汚蝕されやすい。そ乙で，乙れらと接す

る面はジンクク ロメー トプライマーと黒ワニスの絶縁塗

3査を しなければならない。さらに ζ の際，黒ワニス tr.t完

治した木綿布を上 IC貼りつければ鉄棒などで突っかれて
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も安全になる。また取り付けの際およびそれ以後K 表面

がモノレタノレ，漆l喰などで汚される問題はさらに後で述べ

る乙とにする。

4.  鋼，銅，京総などアルミニクムより" 11仰の低い余

応と接触したまま高出皮の助所へ置かれると接触腐食を

起しやすし、。しかし濡れでもすぐ乾燥してしまう場所で

は問題になる乙とはな L 、。 この保護法としては先の絶縁

塗装を行ったり ，f引すがア ル ミニクムより高いか. ほ lま

等しい クロ ーム，カドミ ヲム，亜鉛‘ i笥ク ロームス テン

レス鋼などを聞に挟むか相手金属K メッキする乙とがよ

く行われる。

なお従来の経験に よると軽量建兵で起る問題のほとん

どは，その取付けの際の取扱いとその方法にある ようで

ある。建具の大部分がアノレミニ ヲム になっている米国に

おいてはどうなのかと思っ て Al umi num Wi n d o w Monuf o'-

ctu附 s A ssoc川 町 を訪れたところ 2 各種類の窓に対 して

絵入りの判りやすい取付け指導舎ができていたの ICは感

心した。乙の概要については後で記す。

軽量建具の材料

較iil "!f"ッ ν ， ドア 一類にはほとんど抑出し型材が用い

られるが，これには各国とも耐食アノレミニクム合金 635

( J .卜 5.ではA255) を使用している。乙の合金は熱処理が

でき普通は Ts すなわち押出した後 175

0

C で6 - 10時間焼

戻したものを使用する 。しかし，さらに強度を必要とする

場合は. Toすなわち 520

0

C IC加熱して水中冷却した後先

の焼灰し処理を行う 。 乙れK よって第 1 表のごとく耐j J

が約70% 増加する。そこで英同ではT 6を用い米国ではT 5

のまま使用している。

しかし，乙のように熱処理お よび加工硬化した材料は

熔接すると ，その附近が焼鈍されて強度が低下する。そ

こで熔接後コーナー ピースをポノレト締めして補強するか

熱影響部の狭いブラッ ν ュパッ ト熔接または乙の両者を

行ってこれを防ぐ。

建具用アノレミユクム合金』
ζ

は乙の他それぞれの国的 l乙

よって第J. ，第2表のごときアルミニヲ ム合金が用いられ

ている。とくに， 乙れらのうち35，525.  635がよく使わ

れる。

、
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第 2表 建 築用アルミニウム合金の機械的性質

合金と質別 1コklEg2/りm強mさョ1 {申 ぴ
必 |M ふ11 合 金 川 崎加 | {'I' ぴ 96  |耐k g/m力m・2  

A2P1-0  18- 23 > 18(0. 5- 1. 5)  > 20(1. 5- 6)  > 6  A2P7-0  > 27 1> 日 (0. 8- 2.8) >即 8 - ω > 13  

A2PH i H  > 幻 > 4( 0.5- 1. 5)  > 6(1. 5- 6)  > 18  ａ Ｒ ｐＷ Ｍｾ ｈ＠ > 32  > 20 

A2P3-0  く1'1 > 20(< 1. 5)> 23(> 1.5)  4. 2 150S A-O  < 12 

I  ｾ ｾ… … ＱＮ Ｓ＠
A2P3-U H  > 14  > 3(く1. 5)  > 4  (>  1. 5)  13.4  150 S A- UH  > 12 > 4(0. 8- 1. 3)  > 5(1. 3- 3)  >  6( >3) 

A2P3-H  > 19  > 2(< 1. 5) > 4( > 1.5)  18. 3 150 S A- H  
> 17 > 3(> 0.8)  

A2P4-0  < 16 > 16(0.5- 3)> 18(3- 12)  5.6  A C 3 A- F  > 18  >  4  

I  A2P4- T ，L  > 21 > 16(0. 5- 3)> 18(3 - 12) > 11 AC4 C- F  > 16  >  3  

A2P4-T s  > 29 > 10(0.5- 12)  > 25  AC4 C- T .  > 20  >  3  

A2S5-0  く14 > 12  9.1 A C4C- T
s  > 22  >  3  

A2S5-T 5  ...... 14  / 8  12  A C7A - F  
> 22  > 12  

A2S5-T
s  / 19 2q  > 30 > 12  

註) ‘ 日Iの耐力は保司自他で，かつ草書 ;.g ｾｉ 占で ゐる 。

-.  

軽 量 建 具 の 種 類

従弘主主具には鉄とほとんど ｼ 両 ｬ じ構造 のもの か ら ｉｾ 金 ｪ 瓜

特有の ものま で，その種類は極めて多い。そ乙 で，その

一例として米国で窓枠に よく用いられる畿つかの型を紹

介する。乙れらの中米国では ケー スメントとダブルハン

グが段も多く用いられているが，日本ではやはりホリゾ

ンタノレスラ イ ドが普及するのではなかろうか。

1  ダブルハ ング型 ( Double Hung)  

衆知のとおり上下 2 個の窓枠からなり，その各々が鋭

とワイヤー またはパホ3主流を備 えるかお互にぷ微i:を保つ

t_ -=-----= 

て上 ドIC! 効く もの。

2. ケースメント (C asement )

観音開き窓で中央部または上部l乙1阪め殺 し窓をつけ る

乙ともある。

3 ，ホリゾンタノレ スライド型 ( Ho山 ontal Slide)  

引き違い窓:で，自主は 2 個のものが多いが，それ以上の

ものもある。

4 ピクチャ ー( フランカーっき) ( Pi cture-W it h  Flonkers)  

脇に可動窓( 引き違いまたは観音開きなど) を備えた

比 較的大型 な 阪 め殺しｾをいう 。

1込も

第 『凶 .t- リゾンタ J レ ゑラ イ ド型

4.9  

crH 図 ダブルハング製 W， 2図 ウ ー ス メ ン ト 型 第 4 図 ピクチヤー ( フ ラン力 ーっき)



5 ピクチャ ー ( プランカーなし〉

(P  同凶fωu山r降 Wi t什内向h加1旧削。ut F円Fla。町an欣3北ke郎r目s

脇lに乙可動窓を倣えない比較的大型の白依矢め殺 し窓である

しかし上端か下t端: 治品または脇』κζ 小型の換気孔や可動窓を設

けたものもある 。

6.アタンニン グ型 (Awni ng)

1  {固またはそれ以上の窓枠を上下1乙配列した外側き窓

で枠の底辺が外へ押 し出さ れるよう になっている。 sfJ防l

の操作は同時か順次あるいは倒々に行 う。

7. プロジェ クテ ッド型 (Projected)

普通突き出し窓2個，依め殺し窓2例からなってい る。

上段の突き出 し窓は上端を中心に外へ開き ， ド段の もの

は 下端を中心 ｉｃ ｉｾ ｊ へ閥く 。 しかし Ｕ突起き出し窓 Ｑ 個の担場 ｊ 合

は 立 淵岬 一 定 齢 … の

「、 什U

ゾ F  * ; ベースメント型 (B刊

lL__ ｾ＠ 大抵 1 倒の 枠 川 り 上端か 卜端 の い ず れ か が 雌

lW 則 され他端が内部へ開くものである 。J也ド主主，倉庫などに

よく用いられる 。ま た，乙の型の窓でも 55x 85cm以上の

茸 ｾ Ｘ 図ベースメントＡｬＧ Ｑ
ー ものは ベースメ ン ト型 とはいわない。

m5図 ピヲチヤー( フランカー '.. し) fn6凶 アウンニン グ型

lf 

第7図 プロヲエヲテツド型

ゲ

=

'
L

O

ffi 9図 : ; アルーヂ - !l'!

市 11図 ピポテ ツド型

50 

9.ジア ノレー ヂー型 ( Jalousie)

乙れは Ij J の狭い: 容をノレーパ一式に. i l i : ねたものである。

窓の開閣は一つの操作で全部が動くようになっている 。

10 .  !)パーν プノレ型 ( Reversible)

等兵 1 のごとく縦方向に回転す る。ひっくり返せば外

側の面を簡単に紛除できる利点があ る。米国ピ γ ツパー

グのアノレ コアヒソレの:容が有名であ る。

11. その他の型

。) フィッ クスド型 ( Fixed)

壁の一部f ( . 作られた比較的小型の1m. め殺 し 訟 で あ

る。

b)  ピボテ ッド型 ( Pivol ed)

よ下 両 方 ｬ 乙ｻ氏め殺し主主があり， よとの ｉＺ｜ｊ の窓が ｊＺ ｾｉｉｈ

外へ，下似.IJは中へ回転する ようになっている。

c)  ユーテ Pティー型 ( Ulility)

ー 卜倒 ＱＱＱ 立候 め殺し ｾで， 上保 Ｎｉｊ は 下端 を止めて外へ ｉｊｦｊ く

よう になっ た窓をいう。

ｾ ｬｬｏ 岡 フィックスド型

.  
.  

tfl J 2図 ユーテリティー型

TJ 只 1 リパーユノプル型



軽量建具の構造例

アルミニクム合金製建具の構造例の幾っかを次に紺介しょ う。

1 ・引き違い窓( 那須アルミニクム工業株式会社製) ー第 13図ー 烈

乙の窓枠はインテグラノレブインを備えているからアンカ ーを' !，i ! -せず， どんなものへ 告

も容易に取り付けられる。また障子の下部はヲエデースト 3 ップととり板の両方を兼

ねた亜鉛板が入れられ，その他はステンレス製クエダース卜 9 ップがiv<. め込まれてい

る。硝子の炭め込みは庖化ビニールのグレージングビードを用いる。以上の結果，雨

佐官軍，風仕事ヰ; が非常に完全になってい る。また附属品κ よって網戸，二重ガ ラス戸を

ffi 14図 アルウインタイト

とりつける乙ともできる。

2  ょげ下げ窓( 那須アノレミニクム工業i株式会社製) 一筋 14図一

一 乙の窓の上げ下げ機構は特殊スプ P ングパランスを使用し て

いるためi経く， かつ長持ちする。各障子の周囲はステンレス蒋

* 涙をクエヂースト 3 ップとして入れてある から気密性がよい。

ガラスの炭め込みにはアルミ色ノ号テまたはアルミ 'ニクム製グレ

ージングビードを用いる。また附属品によっ て網戸， 2 重ガラ

ス戸とする乙とも可能である。

3.  片面聞きbJi. ( 米国Kawneer社製〉ー第 15図ー

ｉ Ｎｪ ｊｾ の押出型材を使って作られてい る。 なお敷居もアノレミニ

ウム合金の押出材である。

半ヰ

下 _ -

十

十一

/  
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向ーす造

垂 直 断 面

写真3 デイピイＺ［ｾＯ

ハー

52. '  

bも・

水 平 日 晶 画

敷居

、

.・

4;ょ': I 、・

TJ J'12  コーづーパー

/  

/  

、

4.  阿 ｉ Ｈￛ 聞きｾＨ米国 ｋｯｷ ｮ ･･ ｲ 社製〉

!忌が 2 枚で両面へ開く もので，すべて中空のれjll :l] J州イ

で組み立てられている。

5  ν ョップフ ロント用硝子止枠 ( 米国Kowneerキ1: 製〕

写真2は 9 0 _ 1 2 0
0

の任意の角度に止められるもので，

写真 3 は平商の場合の枠であ る。いずれも押H:¥i担材をm

いて簡単に止め られるよう にな っている。

軽量建具取付け時の毛ルタルからの保護法

建具の取付けには普通モノレタノレを使用す るが， アルミ

ニクムは先に述べTこごとくアルカ !J( 乙弱いから ，表白ーに

モルタルが接触することは避けねはならない。す な わ

ち，コンク Pー ト，モルタル，漆i喰などを落しかけな い

よう に l'分 注 芯 し も し 誤 っ て務した場合はただちに拭

き取らねばならなL 、。 さらに積極的な保護法としては透

明塗殺のほかスト !J ' Y パープノレコ ートの塗装，本'jjrJ テー

プー紙などの保設が行われる。

透明塗装用の塗料では. 当社で種々試験した結以，メ

タアク Pノレ系のク 3 ヤーが最も俊れている 。 乙のものは

コンク 3ー トg モルタルなど から保護するとともに単燃

に対しで もある程度保護する。また透明度が非常に高い

か ら外観を全く創わず，TU倒問屋外へ燥叙されても変色

・老化などを起きなし、。事実，米国においても建築用透

明改装には，すべてメタアクリ J レ系が使われている 。

ストリッパープル コート κ は溶剤を含む塗料形式の む

のと ，)J日; 然治政1I しておきその中へ品物を波泊するホット

ディップ形式のものがある。建築にはほとんど前者が州

、ら れ るが. この大部分は屋内用 1<:: 1' 1' られたものである

から ，) j i 外用 lζ 使用する際は選択が重姿である。また部

ｬ 、 ｅ 剖英や 太陽光 ｾＡｾｉｃ 長く ｬ 爆 される場合 は，主主 映が ｬ ｩＡｬＡ化 し

て剥げなくなる場合が多いか ら注意を安する 。ま たi此近

特妹な測隊創を用 いて剥がす特殊なストリッパープ J レコ

ートも発光されている。

本 ｬ ｩ ｩ 奇テ ー プによる保設は簡単で、はあるが ， 経 ｾＧｩ を 多く

妥するばか りか粘着手引jの種類によ っては粘J母子刊がア J レミ

ニクムの ) j へ移 り， その除去に苦労す る乙とがあ る。ま

た紙は相当以手の防湿紙でないとかえって内部に水分が

i溜ったりアルカリがi X 入したりし て，腐食の原同となる

ことがある。

軽量建具取付けの際の主主意

アノレ ミニクム製主l ! 貝の取付けは先 lζ 述べ たごとく剣の

以合とは. やや民なった注意を必要 とする。とくに今ま

で銅製のものばかり取扱っ てき た職人には十分な再教育

が必姿であ る。そ乙で米国のA l um川 um Wi ndo w Ma nuf ac  

l urers  Associ ot i on で発行した「ダブルハング型 窓を取付

ける際の指導合」から，その一部を紹介する 。

アJ レE ニクム窓は丁寧な取扱いを必要とする。とくに

輸送，貯賊，取付けの際にちょっと i主:立すれば後でめん

.  
.  



.  
.  

-.  

どうな7i ' 1締，もI i 修などを しないで済むばかり か，先全で

美しい耳刻、l けを行うことができーる。

1. 輸 送

。 Ｉ運 搬［ｒ必が供給将 か ら受け取る際は注 ｾｾｩ 朱く保護枠

および本体を 1側先点検すること 。

b) 車へ載せる際は決して投げたり必したりしない乙と

c) 窓は 車の t へ垂直に立てて並べ， しっかりと縛りつ

ける乙と 。

d) 恥から Fす際も iJ な深く持ち上げて卜. し， もたして投

げたり洛したりしない乙と。

2 .  1廿 戯

･ Ｉ 現場での保 ｾ ｩ 白 ユ は清潔で乾燥した場 所を選 び ， ｾｵ ｾ ｦＧ 乙

立てて並べ決して:Wみ重ねないこと。

りもし窓が外でU' j' 戯きれるときは良質の保護カ パーで

経く桜い， かつ窓を地百日から浮かせて置くとと 。

g) 保管中 !ζ 物が終ちてこないような場所である 乙と。

3 取 付 け

h) どんな窓も工iai から出仰する際は先全な状態にあ る

しかし輸滋その他で変形させ る乙とも ある から取付け前

取付けの際，硝子入れの際な どに時々 l出っているか否か

を調べること。

i ) 取付け るべ き関口部は完全にI直角である乙と，水平

である乙と ，Ｚｾ の取付け に対しちょう どよ い ｉ ｾ 閣を有 す

るζ とが大切である。

i ) メーカーの指導占通りにアンカ ーすること。

k) 決して窓を- )J へ先lU'li に引'JKったり ，よ じらせたり

歪ませたりしない乙と。

1) プロックまたは{ J ! ( l - L { 'I' りの助合 窓が」ンj干の進行に

したがって建てつけし なければならないと きは， ときど

き重錘，水準機などを用いて丞II'( ・水平を Mii かめる乙と

m) 悠の周回には適度のコーキング間隙を妓し，決して

直接プ ロックが当らぬよう lζ する乙と。

n)  ｾ ｉ 立常に閉めて錠ィをしたままにし ておく 乙と。

。) 網戸， 2  ili ガラス戸取付用にあけてあ るフレームの

穴はモルタノレ，コーキ ング材などで詰めぬよう 注意する

こと 。

p) 附317したモル タJ レ，セメント， t/l lなどは，それらが

Ｑｾ Ｑ ま る ｬ￬ｾ に な るべく 速く取り 除いてしまう乙と。

q)  )容に コテをなすりつけたり足場支えの台にしたり足

以[ こした りするζ とは絶対避け る乙と。

4 .  J消f 入れ

r  )  /Ii"j j -O)IM. め込みli if I(_ ｾ ，うー ー ｉ 吃訟のが ＱＩ 支が司ｾ Ｎ L  いか11

ル確かめる乙と む

s) 硝子候め込み用みぞは清潔で' 充分乾燥 している 乙と

を1前かめる乙と。

t )  ) 容は閉めて錠をしたまま硝チの取付けを行う乙と 。

以 |てはいずれも絵入りで，もっと丁場i ( ζ 説明 してある。

軽 量 建 具 の 保 持

アルミニ クム とその合金は初のまま脳外へj次配する と

ｾ Ｇｉ￭ し 、以〈色にな る。とく に大都会や工業地 Ｇ ｈｾ のご と く空気

がひどく汚れた地 'jゅでは暗灰色となり ，ちょっと風化し

た石の ようになるが，乙れは大抵の建築物の場合κ ちょ

うどよ い色合であ り特妹な環境以外 lζ は内部へ腐食が進

む乙とは な い 。しかし 初めの輝いたが ｾｭ 主に保つ乙とが必

必な部分は周期的に清浄手入れする乙とが望ましL、。乙

の恒l数は誕囲気iζ よって変るが，問舎 の 自 然 の 環境で

4- 6 ヵ月，都会や工; ; { . f 地帯では少くとも 3 ヵ月 lζ 1回は行

わねばならな い。乙の 消主主 ｆ 法には秘々あるが，ｾーするに

アノレミニ クムを全く似さないものでなければならない。

すなわち強アルカリ，強酸などを含むものは避けて中性

化i厳， ソープ ν スソープま たは軽金属用特殊洗剤を水に

おきかし，イli ，lillJ 毛などに以して乙する。しかし， 乙れだ

けで務ちない場合は，当社で完成したアルポールと称す

るペースト洗剤を此め る。 乙れはイli や少し li 史いI1川毛など

を用いて塗りつけ るよう にして ζ するだけで簡単に汚れ

を総す乙とができる。陽極酸化仕上げの場合は，視の場

介よりもずっと耐食性が よ いか ら清滞の必ｾは少ない 。

しかし，あまり長期間放置すると次第に汚れてくるから

先述のアルポールでと きどき磨いてや るのがよ l 、。 乙の

回数は裸の場合のバ- > { 程度で よい。また， 乙のアルポ

ーJ レは先に述べたアクリル系の透明主食料を塗装したilli に

もN ら数年史を佼す 乙と なく使えるので便利であ る。

軽 量 建 具 の 将 来

l t X: 近，欧米におけ るすッジ， ドア ーその他いわゆる件

ｾＱ はほとんどアルミニクムＨという よ り ＶＳ Ｕ 合金〉に な

りつつある。すなわち古い建物ですら今までの銅製また

は木製建具をはずしてア ル ミニクム製のものに順次取り

換えている。と乙 ろが一方，わが国ではア ル ミニクム令

金の美観. 耐久性は十分認められているにもかかわら

ず，価格の点でと か く敬遠される現状である。そ乙で，

乙の価格の内終を分析してみ ると，材料費の割合はごく

l市かであ って，加工1' i ' と取付けt'i' がその大部分を占めて

いる。 加工費は規定寸法を利用 して大鼠生産すれば，加 l

工自体は鋼 よりも簡単である から ，ずっと安くなるはづ

で あ る。また 取付け伎は前述のよう に ｬ￬ ｴｪｲｾ 者 と イ・分辿 給

を保ち， 1t 1! L 行名! こその施工法をよく :l'J ¥Wr. し合J'I¥化 しても

らえば何ら大した ｾ ｲ 用 は安ら な いはづで ある 。 これら は

「べてわれわれの労 }J 次第κ よる 乙とそj t えば大いに 'Itf

- 処共を利用する乙とが価格を逓減をせ，また安 くすも

ことが，その利用をi曽加させることになるであろう。

( 常者 Jill i j ' i アルミニウム 1: ;l'Ak k取 締 役 技 側Eミーて!1?}
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特別記事 1 軽 量 化
不 燃 化 と そ の 意 匠

一一 車 輔 の 新 し い 型 一一

中 井

近年，鉄道事前に新しい椛造，以匠が現われ始め，一

般の注目を浴びているが，その目的を集約すると新しい

l時代の鉄道経営に必要な性能 司すなわち建造1'1 ，運転貸，

保守貨が安く，し かも 快適，友金，高速などの利用者の

要求をi前す性能を持たせ るた めであ る乙と が判 る。

鉄道車両の新しい特色を列挙する と

1. 佐用目的の l則前:化

2 経i J : 化

3 不燃化

4 ナー ビス 向上のための新しい機掛

5. 意匠への考慮

などである。乙れ らについて構造， : b: ¥I 圧に分けて，fcすと

次のとおりであ る。

A.  構 造

1 使用目的の明確化 社会i制誌が被維になり，伽1人単

位の生活が亘一安視される にしたがって， 仕事， 休息，社

交などの滋を分離するようになってきた 。 ｾ造物もＡ￭ｦｾ終

目的が分化 し， 1l J : J 般になると，その目的に故も適当な椛

造，様式を持った建物が各々の分野で発迷して きた。鉄

道においては経済の発展κ 伴い輸送の単位が急激に j刷版

し，車両の増備の必: l l ! ・も近1'1'， ［ＢｾＨｉＨ 増し て きた。自動車

が発達して近距縦答:の一部を鉄道か ら転稼しつつあるが

戦後，大都市への人口集中，乙とに大都市周辺部の人口

増加が急で，白ｩｊ￬ｊ ｊ 単輸送ノ ｊ の増加より輸送尚ｾの伸 びブ ｊ

が早く，通勤|副首jの鉄道のI J ; ! J j t はますます激しさを)JII え

つつある。 J l . ! i 勤輸送は鉄道輸送の中で大きな比重を占め

るようになり， ij抑制ζ は考えられなかったほど霊安視さ

れるように な った。一方，航空機が発達すると ，長距離

ｉ ｾ ｒ｜｝では 上 級筏Ｚか ら 航空機を利則し始め，次第に乙れが

下級本 lζ およぶ傾 向があ る。 国土が小さく，また一般大

衆が自動車旅行をするアメリカと民り，わが国では一般

長距離答: は依然大多数が鉄道lζ 刷っているが，従来，独

Ili交通機関であった長距離区間の鉄道輸送κ 新たな競争

相手ができ，乙れまた重安司視されるようになってきた。

乙のように輸送需要が変化 して くると，輸送の単位も小

さく，固定客より流動客の多かった戦前! と建造されたJ I i .

両はあ る程度使用目的を定めて，それに応じた設計を行
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っていたが. 坂在の輸送街咲 からみれば，いずれも中途

半 端なものである乙とは否定できない。 乙のような輸送

需ｾＨＨ対して，使用目的をせまく絞って，その凶的 ｉｃ 全

能力を発予1¥させるようなi j ( 両が欣近の特色の 一 つ で あ

る。

たと え ば， 中央 線の Ｊｊｾ 近五 ｾｉ の泌雑対策として投入さ

れたモハ90型( 第 1図) や近鉄前大阪総に同じ闘がj で投入

されたラビットカーは典型的な通勤［ｊ ｊ 用者で，勝 ｾ ｩＧ ｩ 数，

i此高速度を多少J犠牲にしても ，高b雌速力による各駅十J'

!I'L運転の平均速度向上，片側 4 ケ所の広幅両IJFJI J i ! による

来降1時間短縮，換気設< < ! j， 釣革の増設などの特色を持っ

ており， J街界の注目を浴びている浴車である。 また逆l乙

国鉄の客司王や小凹 ｾＨ ｓｅ ｉ ｉＡは定員 ，出 入口を減らし て 座 ｒ ｩ｜ Ｇ

数地加や Ｎｪｾ 庖 など の設 備 を持った長距離車としての特色

を持つこ とは問先lのとおりである。( 第 2図)

2.軽量化 車両の.i l l iil を峰くす ると

。動力1' 1の節減

｢Ｎ 線協Ｎ橋梁などの保守ＧｾＧｩ 、 五 Ｎｬｬ， ｲ ， ｩＺＱＱＧの桜減

C. 平均速度の向上

などの経貨の節減が ｉｉｊ 能にな る。し たがって Ｎ ｾ築とＩＧｾ

なり鉄道車両においてはイニν ャノレコストが多少高 くて

も恒星化の不IJt左は大きいか ら，経72の合:m¥化がやかまし

い現在，車両の経L 1 化が必カ lζ 推進されている。

'1回量化の方法は，

o.  '1出立構造の採}'rJ

b 新しい材料の伎HJ

C ー機器の経1J 化

l乙分けられる。

a. 軽量構造 第二次大戦後ワ イヤス トレー ングージの夫

rt-Jイヒ，その他の応力測定法の発達により ，椛ii!i 各部の比、

ノJ 解析が実験的 IC可能になった ことと ，治按，プレ スな

どの加工技術の進歩と札1まって阜両銅体構造が大まく変

化した。第3図に初期の半鋼製率の， 第4図には枇J [ [ の粁

止機造1 j [ の銅体断面を示す。また第 5図l乙は卓雨の単位

* さ当りの ill f i J : の変選を示す。第3図，第4図を比較して

わかる ように，初期の銅製車は台枠中央に火き い中梁合

通し，車体長手方向の ノ ｊ を ｾｉ ｬ 梁で受け，及川Ｈ， ｾ ｬ ｔｉ を ｱ Ｎｬ淡
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似IIWi で分担するものと考えていたが，実際には垂直樹j 重

の大部分をj l {1刷iが受持っている乙と が判 ったので，湘南

l日Eちでは車体長・手方向の荷重は枕梁を選i じて側構に伝え

られ，両枕梁閣の中5誌を全廃したc 軽量車体の最終目燃

は各部材がムダなく 分担し，できるかぎり構造簡単な張

かく構造であるが，徐々に乙の方向 IC進 み つ つ あ る。

第6図に絞近の車両の鋼体内部を示す。側械は従米の小

慾が車体全長lζ ヂ11び，細いF.l l柱で腰羽 目と幕板を結ぶ構

造では岡11性を大きく する 乙とは困難であるが，広窓の採

用とともに，これに釣合 う広い吹寄を設けるよう になっ

たので，側織の陶11性を高めるのが容易になった。 ζ れと

ともに仮11柱上部を延長して屋犠曲線に沿っ て曲げ，毛主板

を延長して側構の強度を増大した。側位は従米型鏑を用

いていたが，薄鋼板を必要な断面になるようにプレスし

て製作す るように なり重量を減じた。現在建築用 lこ販先

されている 11妥E 型鍋の使用も考慮されているが， 断面形

状の種類が少ないζ と，車両用としては断面lζ 不適当な

点がある乙 となどのため，まだ使用1911はないようであ る

側板は従来j写さ 2 . 3mmの鋼板を張っ ていたが，恥近j早さ

ｾＮ Ｖ ｭｭ の鋼板が用 いら れ始めて い る 。 外板の楼周防止の

ため， 型断面の補強材を鋼板内倒.11l 乙熔接しているが，

小田急SEzy. ，東京急行5000型などでは外板自体 I CAのプ

レスを行っ ている ( 第8図参照) 。

車体を l 木の染として荷重をうけさせるために，台枠

横梁，側柱，) j { 根の鉄霊木を同一断面内にできるだけ強

凶に結合 し，1五織にも鋼板を張っ ている。また床[ζ は横

梁の上面に鋼板，または キー ストンプ レートを張って，

車体長手方向のカを分担させる。屋根およ び床tc， キー

ストンプレ - ｾ，または鋼板を張ったため車体断面が管

lこ近づき，車体の振れ剛性を増した。台枠は中梁の廃止

とと もに，横梁lζ は重量軽減孔を設けて配線配管IC利用

している車両もかなり見られる。

台半についても ;1廷祉化κ かなりゐ努力州 ムわれて い

る 。 鈴 鍋または型鋼組立式 ｾ ものが用 いら れてきたが ，
数年前から日本においても鋼板をプレスして所要形状に

した後，熔接して組立てた軽量台車が広く使用されるよ

うになった。その-1911として，スイスの技術を導入して
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製作された台半を第 9図I e示す。

料品化の特殊な構造をとる例として，: i 1 i 節! j - i . 1可があ

る。普通の車両で 1車両が2台車をもち， 111体長 さは心血

( l ! i 体の支持点) 中心間距離 より大きく， かつ?j- 通の単

両を述給した場合，台車は等間隔にならないが，辿節車

では台車を' ! ，. 1j " : 間隔に並べ， 2 台車| 習にオ ーバーハングの

ないIri体をのせれば，おなじ列車長. おなじ台111数に対

して!Iif本数は地すが 1  1I i 体のiえさを小さくすることが

できる。したがって車体の Illl げモ ーメ ントを小さくする

ことによって併は化が容易に な る。欠点として保守がや

りにくく，制成の変! J [ が尉難である。

)jX:近11¥現したアメリカの新タルゴ，エアロトレーン，

ドイツの グリーダーフ ークなどは従米の鉄道Jlil ，hjの概念:

にとらわれないがf しい設計を折りとんだ辿[¥i1ドである

が， まだ特妹の例を出ない。乙れらの車両は車体の長さ

高さを思い切って小さくし，極度の料品化を行い，台車

もそれに伴って構造閥単でlltAいものになっている。

第10図には新タ J レゴの鍋体を示す。ヨ16
1受lに比べて張か

く構造にさらに近づいている。

b. 新しい材料の使用 金属および化学」二業のぜしい進

歩によって新らしい材料が広く用いられるようになって

きた0' J てなものし

(  i  ) 艇合念

(  ii ) 合成樹脂

， ii i)  t ゴム

こｾ ｾ＠ ，'，の材料! ;t ， Ｑ 正米｟，ｦＨ ， ｦｾ を ｊ ｉ ｝ｴ 、たｬｉＮ ｩ￯ 山 ｪ 内張りや ， Hi 

ｾｴ 純手誌の 必ｾＺな附所のみな らず， i必. J k見 られなかっ た性

'I' fを利則した新しい構造が随所に見 られる。

i }  1隊合金は Id新しい材料ではないが. わが国で d
i岡

、広く舟いられるよう絡なったのは，あまり古い乙とで

はない。屯海外では戦前，すで:(ζ 粍合金をzド体構造材とし

て似Uf J した' 降立似l工I l があり 1武近ロン ドン地下鉄でもHt
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事の構造材として使用している。戦後，国鉄LU Wと答11i

の一部に. 外板をジュラ J レミンで作った車両が現われた

が、アルミ系E隊合金は一般に接合が困難なとと，腐食1!し

やすい乙と，修理困難な乙とと理事性系数が小さい 乙とか

ら，わが国で車内内張り，その他附属金具などのi均所lこ

使用されている 。

i主体内張り とし て， ij 災後まず国鉄の 2 等答率オロ 40型

に表面をアルマイト加工し，金属光沢を有するア J レE 板

が用いられ，その後現在では私鉄新車の大部分は粍合金

内張りになっている 。 オロ 40型では表面のアルマイト加

工に色むらを生じたので，現在は塗りつぶしが多いが，

以・近メラミン樹脂を表面に張りつけたアルミ板を用いた

車両が漸増しつつある 。 また従来鉄を用いた7 ) < . そうやお

銭を用いた小金物も . かなり軽合金に置き換えられた。

ただアルミニ クムは，災種金属と接触す る簡|所がとくに

Ｉ凶ｦｍ Ａ しやすいから，その対策 ｬ こ充分の ｩ キＺ芯をｾする。

( ii ) 合成樹脂 近付，恐々の特色を持っ た合成樹脂が

市場lζ 現われたが，現在車両に最も多用くいられるのは

温化ビ‘ ニー J レ，ポリエステル樹脂で， 7]<. 1ぎのように腐蝕

しやすいが， Ｇ， ｕ 線管のように電気絶縁を必ｾーとして， か

っ力のかからぬ箇所lζ は硬質塩化ビーニーJ レ管が用いられ

暗気絶縁とある程度の強度を要求される箇所には，ポリ

エ ステノレ樹脂の休入または塗布が行われる 。またmwの

出様布のように防水と ｈｬ 気絶縁の必ｾな箇所や，沫のよ

うに ¥( u. l ! 持粍性，列Itt ，liI5J .I<'t生，) 管擦を必裂 とする筒所に

は， ＧＱ［ｾ ＱＧｦｊＭＡ ｍ ヒビニーノレ ν ートが丹 ｉｉ 、られる。

また鋼{ 本の内 Ill¥l にlよ断熱材 として多孔tLl のr' i J必1寄りiHが

{ 史われる。単 lilO内張りにはア J レミ似表面にメラミン樹J l H

ｊ 子市ね十金 ｉｉ ￟Ｎデヲラ Ｈｉ Ｈｾ ｲ，ｩ ，ｾ 行〕 その他の製品がjよく用い

られるよついなったが，表面硬度が高く，耐熱，耐楽性

もあり，塗装の修理をまったく必妥としないので，今後

さらに普及するものと -15' えられる。
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( 川) ゴム 天然コ・ムはnu'! 討h性がなく，秀れた性質ーをも

つにもかかわらず，鉄道・lli.jjlij ではあまり用いられていな

か った。合成ゴムの発達によって，敷物のような消極的

な振動吸収材から ，最近では台車のばねや弾性車輸のよ

うな1' mi¥な条1' 1: 下での防1 " i' ，I狩振材として積極的lζ 用い

られる ようになった。空気ばねもゴムの応用例であるし

ラテ ックススポンジは坐り心地を改許したうえ，椅子の

構造を簡単，車ｾＺｷＺにした 。

車両での ゴムの使用分野はまだ増えるものと考えられ

る。乙れらは振動吸収材としての使用例であるが，他の

使用法としては，はめ殺しf & { のガラス同定に用いられた

H ゴムは， 1li 両の窓の部分の構造を著しく簡単にした。

またメタ J レサ。ノi / ュとガラスの同定もゴムの利用で簡単

になり，メタルナッ ν ュが使いやすくなった。建築分野

でもメタルサッ ν ュへの応用が期待される。 第 7 図の問

鉄クハ ＸＶ 型 ｾＱＱ ｉｴ￯Ｎの運転［ｩ｛ｊｆＮ而 ｲｧＨ 立 ｈ ゴム阿定の伊ｼ であ

る。

C. 機器¢軽量化 車体，台11i のljitfol 化にイ↑ い，モーター

制御栂から椅子，洗面擦に至るまで秤量設計が進んでい

るが，鉄道以外には無関係なものが多い。

3.不燃化 桜木町事故以来. 火災対策が極々実施された

が，要点を記せば事故原肉になりやすいと考えられる筒

所の絶縁強化と可燃物の不然、，または難燃物への置換え

の- つであ る。天井板の金属化. 尾根の絶縁強化な どが

行われ，新しい車両はすべて防火対策を行 っている。

4. サービス向上のための新しい機器 新しい車両には，

来筑: の秘々 の要求 l乙応じるための機器を装備してい る。

最近，わが国で問題になってい るも のを上げれば，

0 ・空気調和笈j ; l I :

b . fl1ilfi 

c ラジオ

d テ ν ビジョン

13 

などであろう 。

。空気調和装問 冬季のヂ1) 1'ドi暖房は i
1
，くから行われてい

るが，わが国で夏穿温度調撃を行っている車両はきわめ

て少ない。車両用空気調和装需が一般の建造物用の装F?

と異なる点は，

( i ) 重量，寸法とも厳重な縦約をうける。

(  ii Ｉ冷房 ｦｾ 荷がおなじ容す ｉ の部用より大きく，変化し

やすい。

(  iii ) 激しい振動をうける。

( iv) 鹿挨が多い。

などの不利な llil: 約をうける。市販のノレームク ーラーなど

と比較すれば， ! t : 而綴装の空気; 前有1装[rf i . ( 立生躍 1日が少な

く，コスト高で保守も而仰iであるが. アメリカではすで

に地 下鉄車両 に装 備し た 例もあ るので ， 優等 ＱＱｾ から漸次

土台してく ると恩われる。 l暖房も従来ν ー ト下，または股

羽目下部の! 暖房放熱探からの対流l暖房によっていたが.

最近では幅射による l暖房も研究されている。

b 電話来務員と地上固定局，または乗務員相互間の述

給用としては，かなり広く用いられているが雪f 1 ' F1f . 近後

口; + ; 鉄道で車内と大阪，名古屋両市の一般加入者氾訴と

道話できるようになり，国鉄でもビジネス特急に採用す

るとの話もある。

海外でもイタリ 一国欽ーの特急電車はイタリー全ニiての一

般加入者と通話できる設備をもっ。

C. ラジオ 長距離列車の特別室や個室に普通のラジオを

設問するのは珍らしいことではないが，わが国の答:m車

のように大部屋主主室では趣味，気分の個人差を考慮せず

に，スピーカーで流すのは好ましく ない。最近，近鉄特

急車で実用化したν ー トラジオは，聴取，番組撰択向由

を各自が持てるから利用しやすい。

d. テ レビジョン 京阪m鉄特・急車のテレビは，すでに数

年間使用され，一部の区間で像が乱れるほかは映像音と
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も良好であ る。テ ν ピ放送のナーピ ヌエリヤや総路周囲

の地形に よって受信状態が影響をうけるため，他にあま

り似|を|出かない。

5.  特殊な車両

古 Ａￇ ｬＡ ｪ 内の高述度交通機関，およひ市 Ｑｉ 市問のｬｉ ｈｬｩｾ 的な高

速度巡転をめざす特殊な鉄道にモノレールがある 。 これ

には現在 2 つの構造があり，一つはレール上を定る台車

によって車体が釣下げられる県丞鉄道で，西独グッペ J レ

ター J レ市に 1900年から運転されている。 ζ れはグッペノレ

ター J レ市の街路がせまし路面Hi 車を敷設できないため

戸J の上に建設された。戦後，米国では高速度欽也を持た

ない都市の交通機関として注目され， ヒュ ーストンの会

闘に試作された。日本では昨年，東京都が上野公闘に実

物M大のものを建設し，研究中である 。第11図lこ東京都

のモノレーJ レカ ーを示す。地下鉄に比して建設授が安く

専用軌道を運転するから高速度運転が可能であるが，輸

送力があまり大きくなし今後の研究を必ｾＺとする。構

造 上 ，石 ｾ［ｩ ｭ が大になると不利な点が多いので， lfi 休のI1刊

日化 lζ は，とくに注意が払われている 。仙の一つは，現

在ドイツで試験中の Al W E G と呼ばれ るモノレールで，

車体が鞍状κ ν - ;レにまたがり運転される 。 乙れは航24

段lこ近い速度を出し得る 上ー建設1'( も比較的安く安全な

ので，将来の都市間交通機関 としてi牛刀されている 。第

12図{ 乙外観を示す。

B，意 匠

ｉｩｉ両は多くの人の目 ｬζ 触れるものであるから，ｾ系 Ｚ ，乙

'I: )S自な気分をJ j えるように留意されてきた。 しかし ，鉄

道車両は建築や船舶など と異なり ，寸法，外] 診に Hilj 約を

うけ . しかも構造の設計が優先する場合が多く，設計の

白由度はあまり高いとはいえない。エ ンジニヤーはいて

も. アーキテクト lζ 相当する設計者の地位は. 車両の設

計分野では明らかでな く. インダストリア J レ・デヂイナ

ーの発需力も強くない。車両の意匠を雌史的 lζ 見ると，

円本の鉄道車両はその初期において欧州車両の系統を引

いていた。II!側 le多数の扉を持ついわゆるマッチ箱や，

その後 n木内地で製作された客車にも乙の系列K 属し

たものが多い。日本の鉄道建設が英国の技術綿入によっ

て行われたためであろう。その後，北海道や九州にアメ

リカから車両が入るにおよび，出入台を両端{ 乙持った深

いモニタ ー原根平年! l I が増え，木造車の末期 と銅製初期の

111は，形態的にアメリカの車両に近づいた。昭和に入り

国欽ーがν ングノレルーフ を採用した頃から，京: 車の形態は
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日本独自のものとなり . 一方アメリカにおいては不鋳斜

の使用，流線型の採用，はめ殺し窓など [1 本とはかな

り離れた形態になった。第二次大戦後，国鉄客車は切安

lζ なっ た 乙 と の ほ か 芯匠Ef( J には取り立てるほどの変化

はなかったが，特別lニミヰ箪，較長客車が現われて，F . l 根

1111線，Ｇ ｾｬ ｬｬ ｩ 慨も変化してＮ最近では国鉄の車両 ｬ こ主主 肝 が ｪ に

も，なかなか秀れたものが続出している 。

一方，私鉄の車両は，開稿l初期，関東方而では岡鉄の

系統を引いた円* 独向の形態が多か司た。関西方而では

Hl 気事業がアメリカの技術を初期に導入したためか，E

匠的にはアメリカの郊外i ! 1 : f ! [ に根元を見出せる ような司 t

両がしばしば見られる 。戦時中， ｮ Ｊｾ 虫 ｲ ｬ の形態も大体

確立し ，ij¥lH表， ¥[1気機著書にアメリカの技術が再び湾入さ

れたが，芯匠百iではあまり影響を受けていなし、。最近む

しろ車体芯匠に欧州調が入った車両が現われ，その洗紋

された杯状さは i.l 自に値する 。色彩では東京地下鉄丸の

内線の¥! . ( l r. がロ ンドン地下鉄と同じ色を斤lいたほか. i;m 

南jll III ，横須賀線Hl 車など二色以上の塗装がi ¥' J i l l となり

非常に変化 lζ 宮んだものと な った。

第13図は国鉄のEH10型電気機関車で. 貨物7 "1陣牽引を

目的とし ，それに釣合ったダイナミァクな感 じをH1 した

設計 例であ る。

第 ＱＴ 図 は東京地下鉄丸の内線 ＳＰＰ 型でＮその後 Ｎ ｾし

い形式の111も入 っているが，車両設計に一転機をもた ら

した司王である 。

第 ＱＵ 図 ， 第 ＱＶ 図 は近鉄 ｉｾ ｪ 大阪線のラビットカーを示す

両日開き 4ケ扉， 4ヂ1) の釣却を持つなど，J国Yt) )，y ff) il' である

が ，ナ ッ ν ュレスの大ｾい絵、 Ｎジ ュリーレン型合 ｬｬ Ｈ と ｬ 吹

i州調のJJ 匠をもっ。外部はパ一ミリ才ンレッドにじ1ｾＮ｜ￍＡを

巻いて派τーであるが，車内は l則るい茶系統に色調が統ー

され腕快だが上品な務着いた気分を与える 。

<:rE者 : 近畿日本鉄道隊式会社111阿部)

-.  
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パツウ E ン7- 9 ー ・フラー LI: .来る， ζ の印l調I I O，l;主，坂 l弥1f t (J;( 

大) . 小ll li r: (i' rl"l'てE首脳) . 徳永疋 ='. ( 三mm距市務所) . 足w

手': Ｈ阪大Ｉ氏らが，折から ｭ 設中の大阪の閃際見本市の ｾｉ 司 ｾｦ へか

けつける。そ乙 lこは，フラー氏般百十の ドー ムが今やイ! 上がろうとし

ている。ドームをm互にしたフ ラ一氏，そ して彼の30年来にわたる

研究の成栄のひとつを示すそのドームの締法= Ge odesi c Con.  

str uct i on。 ζ とに人と締法を目のあたりに見ての賂談会。 IWl 和33

年4月27日の夕刻の ζ とである。以下そ の座談会の 沼市 を送る。な

お本記録収録に際 して，アメリカ文化センタ - tc らぴに六 'Il 照 0;(

大Ｉ 氏 の協力を Ａ ｾ ｴ ニ乙とを謝す。Ｈ制ＱｉｬＩ

特別記事 2

ジ オ デ シ ッ ク ・ ド ー ム に つ い て

111111111111""111"1111111111"1' 1"11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111¥11111111111111111111111111111111‘1111111111111111111 

そ の 設 計 者 パ ッ ク ミ ン ス タ ー ・ フ ラ ー 氏 に き く

あなたはアーキテクトですか，ヱンヂニアーですか。

フラー: 私は木I械のア ーキテクトでもエンデニアーで

もあ りません。私は工学の学佼も建築学の学位も持って

おりませんし，建築を職業としてい るのでもないからで

す。私のと乙ろへ依頼してくる施主も持っておりません

し，事務所も持っ ておりません。また，殺にも乙のよう

な乙とをやるといった乙とはありません。

私は研究者でいくつかの学位を持っており ますが，乙

れらはみんな名手十学位です。私はミ ν ガン大学の文学博

士であり，セントノレイスの ワν ントン大学の理学時て|二で、

あり，ノースカロライナ州立大学の意匠学博士です。そ

して…・- 。

通訳 日本部 ｉｾ 翻訳します関係 上 あまり長く結き低いで下さい。

フラー: 私は30年聞にわたって最も進歩した科学上の

発見や工業器具を生活上の婆求に応用する方法を探求し

てきました。乙れは，乙れまでの科学上の才能や工学が

主として戦争のために利用されてきた方法と対照的であ

ります。もし，われわれが，乙れらの高度の未聞能力を

間接われわれの生活に応用する乙とができたら生 じるで

あろうと思われる事態に対して私は興味を持っており ま

す。私は乙の仕事lζ 理想主義者的l乙取り組んだのではあ

りません。それは. 物事を変化させるというー穣の神秘

的な希望をもって Ｎ 高度の科学的能力が ｉ 宵筏人間の さ ｉ ｾ 祈

上の要求に対して応用されることが実際に行われる1I が

くるということを確信していたからです。

機具の改良の迅速な発達は工業の木性です。そ乙では

探貝ーがより多くの様呉を生みます。すなわち，工業化す

る乙とは，人聞が生まれたままの裸の自分と環境との関

係を改変してい くという，他の生物では決してできない

ζ とができるという乙とによって，助長されているので

す。それゆえ私は約3 0年前IC，工業の音器具と技術は，た

とえii 実争によっ て，その発展がしばらく停止させ られる

ような乙とはあっても，最後には人間生活K 実際に応用

されるよう な速度でそれら自身でひとりでに発展し普及

していくものだと確信しました。

工業の木質とは，目 IC見えるほどではないにせよ，次

第により少ないエネルギ - 1 J 1 から，より多くのものを作

り得る化学や物F. : I!. 学を用いるという乙とです。だから，

われわれは，鋼材の引張強度を非常に短期間で大 rt1c 増

大しさえすれば，10年毎にもっと細い直径のケーブノレを

用いて閉 じ吊橋を作る乙とができるでしょう 。そして，

このケーブルはますます細いものになっ ていくでしょう

また，自動車ですが一一私の絞初の自動車，すなわち第

一次大戦前のものでは，その タイヤは約 20MPHのスピー

ドで 1000マイルも走ると ，すり切れてしまいました。し

かし今 日では，その 3 似のスピー ドでも非常lζ 安全 lζ 約

30 .000- 50 .000マイ J レも走れます。しかも，そのi 1 i . さは

少しだけ続くはなっておりますが，外観はほとんど同 じ

です。

そ乙で私は， 政治家にせよ経済学者にせよ，資源が開

発されるより早い速度で人口が増加 していくという， ト

ーマス ・-:()レナスの経済法則に従う世界を取り扱わなけ

ればならないと確信しました。それゆえ. 私は世界人 LI

が急速に増加してきたために，政治家は他人を殺すかド|

分が殺されるかの戦争以外には，結局何らの解決策も持

っていないと思いました。

一方，政治的な解決策のかわりに，乙れと同様な結果

を得るような工業的手段，すなわち，有能なデずインに

よって，デグインす る乙と ，再紙織する乙と，デヂイン

の再組織と改良とを行う乙とが可能であると私は考え ま

した。そして，デヂイ ンの改良と ともに，人聞を殺すか

わり に彼ら が生存す るのを助ける乙とができると思いま

す。

乙の意味は，たとえばアメリ カの自動車の重さを わO n
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件 、

ドームの fj 絡は 480本の筏3インチのアルミ tr . それを際ぎ合せる およ そ2000倒のナッ トとポールトと

141倒のアルミ 製中軸から成っ ている。骨栴の内側に ブラスチックの上自主りが古れたナイロンが犯ら れる 。

ドー ムは その部品，組立工兵および足場が一台のDC- 4型鮪送飛行機に積み込まれて空輸される t うI?:

設計されている。直径はほぼ32メートル. ?'! j さは約14メー トルで，展示 而績は約 222:Pf. で あ る 。 ( 左は

完成後，上有は組立中の写真)

とすると，乙れの使用を次 ｴｲｾ にやめて Ｒｴ ｯ ｮ の材料から

1  ton の重さの車を2台作 るという乙となのです。 ζ れに

よって， アメリカの 1 台の主主はみな以前より良い 2 台の

車に分れると恩います。

そ乙で，私は乙の原理を応用す る乙とによっ て，非常

な欠乏と低い標準の世界から，全人口と釣合っ た資源を

作るととができ，かつ，今までの人聞が知り得たものよ

りも高度の生活水準を持った世界へとデヂインを通じて

移行できると思いました。

今 世紀初頭，約50年前には，工業組織は全人類の人口

の 1 % 以下lζ しか役立たなかったのですが，50年後の今

円では，全人類の人口の7Hζ 対して快適な生活水準をも

たらしてい ます。釦2次大戦前前では20% ，第1i.欠大戦前

では 6 % が恩恵をうけていただけです。そして，紅、は今

や |世界は政治的にいえば，ますます錯綜しつつある状態

にあるのに反して，優秀な有能なデず インを通じて非常

な窮境からのがれる乙とができるような状態になりつつ

あると思います。

この会合にあてられた時間に制限がありますし，また

あなたが話しておられる人々はみな技術者や工芸家です

ので，あなたのデザインの科学的，経済的な性格につい

て話して下さいませんでし ょうか。

フラー: 私は この ドー ム( 写真参! 被) が，いかに工業

的手段を建築物 [ζ 応用するかについての30'年間にわたる

私の研究結果の一つを表わしているように，私が何に興

1) まを持ってい るかということと ，われわれは現有二何を持

っているかという乙とについて，一般的にではあります

が述べ終りました。乙のドームの置さは雪た とえば今 i l

ニュ ーヨークのど乙にでもある よう な同 じ床面私を被う

従来の構造で建てられた建物と比較して1/1000です。

だから 1 つの建物の材料だけ で，私は 1000例の建物を
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建てる乙とができます。アメリカはアメリカ から6000 マ

イル離れたア フガニスタンK 1つの建物を 1ヶ月以内に必

要としました。従来のよう な方法で建てるには時間がな

か ったでしょうし，英大な金がかかったでしょう。ま

た，予334はわづかでしたし，催 しが終れば，もはや建物

は必裂ではなかったのです。いわゆる永久建物ならば，

そこにそのまま置いておかなければならなかったはす' で

す。との建物を建てる乙とは急な政治上の事柄で，われ

われには建物を建てるのに 1グ月の期間と 1台の飛行機 し

か勺 えられませんでしたし，アフガニス タンへ行くエン

デニア はただ l 人しか許してくれませんでした。そ乙で

乙の建物は育図荷な しで，どんな外国人でも1' 1り上げら

れるよ うな ものでなければならなかったのです。乙 れが

アフガニス タンのカプーj レl乙1956年 6 月{ζ 安輸された建

物です。 世界の人々の興晩、と支持と好訟のために， 政治

ボスどもが争っている III を，ｾｾ ｬ Ｇｃ 乙の 建物を再び移動し

なければならなくなり ，パ ンコ ックへ連ばれました。も

ちろん空輸されたので、す。パン コ ックへ送られてから昨

年，東京へ送られて来ました。そして. 東京から大阪へ

とやっ て来ました。乙乙 が終ればア メリカへ反ってい く

でしょう。 すなわち，約80週で 世界を一周さ せる乙とが

できましたし，与もっ た言集を話・す 4 ヶ国の人々によっ て

組立てる ζ とができました。この殺にでも拠Li Lてられる

とい う点が，存、がデヂ インするに当って憎;む した 点 で

す 。 乙 れはハワ イ のカイゼルド ー ムＨ写ｾＧｴ参 Ｑ Ｑ ｭ で Ｑ 日で

組立てられました。乙のドームは大阪のドーム より永久

的なもので，アルミニ クムでで きており ます。石造 より

ずっと長持ちします。1 1-1で組立て られたし ，また，1  n  

で解体できます。

私が仕事をしていたとき，工業についての今 まで述べ

てきた原煎，すなわち，より少ないものから . より多 く

、.
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ハワイのカイゼルドーム c のドーム

l士有の写 J'I の t う1'; ・'.i l( のようた1酵をしたアル

ミニウムのハヰル " で嗣1¥' r. てられている。

のものを作るという原理，思慮ある物:!: J iをやるという原

型Eは，東洋で生まれたものであるうと思いました。私は

とれらの原理が工業と して全世界を一周し，今や東洋に

;li!i ってきたのだというように感じます。私はアメリカ人

やヨ ーロッパ人がとの工業原理を利用しては米ましたが

彼らは，これをほとんど理解しなかったと思います。す

なわち，彼らは彼らのために宮を築き伏ヨ誌を追いました

が，乙れらの原理を哲学的には至I l 解しなか ったと思いま

す。だから私は，乙乙にあるドームは東洋の提灯と同 じ

車内科! のものと思います。ニュ ー ヨークで私は，私の生滋

をJ出じて永久池袋主といわれるものの撤去が，明 らかに 4

皮のi症をもって行われたように思います。そのいずれも

が，その 1 つ前の期間の人々がその ときの人々に比較 し

て無知であったという乙とを示したにすぎません。

あなた方は先ほど私に東洋の建築をどう思う かとお尋

ねになりました。私はとくに紙壁，竹のもつデリカジー

高度の能力，すなわち，より少ないもので，より多くの

ものを，いかにして作るかを見出す知的な能力，生活改

善の窓欲l乙注目しており ，人々が乙れから住もうとして

いる建物で何か記念物を作ろうとする乙と! とは興味あり

ません。

それゆえ. この ＳＰ 年来の研究の後 Ｎ 私の国が ｾ Ｍ ｉ ー位、 ド

ルを もってしでも見出し得なかった解符を私に求めてき

たのだということを知って感謝してい る。 たとえば.

D E W Li ne会社において私のドームを用いるために彼らは

私のと乙ろへ依頼してきました。乙のドームの ζ とを，

われわれは D E W Li ne ， Ro- Dome ， Pl o引 ic Ro- Do me など と

呼んでいます。非常に大きなもので，グリ ーンランドか

ら北カナダを越えてアラスカに および，アリュ - i / ャン

から i中純へと渡るレーダー機具を被う泌物lζ 用いました

南極へ空輸するド ームのために政府は私のところへ依頼

してきました。海司( はドームをヘリコプターで逮捕tしま

す。彼らは. いつも ヘリコプターで自分たちの姶物を運

び回っ ていますが， 乙れらはみな私の Geodes i c Do meな

のです。これらのドームは急を要する場合には一時的に

ではあるが間に合います。われわれが注目しているのは

フォード自動車会社とカイゼル会社がドームのために私

のととろへ依頼してきた乙とです。

われわれは，いまペーパーボー ドのドームを作る方法

を学んだと 乙ろです。乙 れによっ て私はすべての住宅，

それも大家族の住む乙とのできる住宅を 300 ドルのペー

ノミーボー ドで作る ζ とができるのです。 1 ペーパーボー

ド製造会社は 1m こ1家政用ドームを3000戸以上作る乙と

ができます。われわれは今やより 少ないものから， より

多 くのものを作る という乙 の技術によって，世界のすべ

ての人々に非常に高い利益をもたらす乙とができる乙と

を知りねました。 ζ れは工業的手段の新 らしい杭類のも

のです。まだイII[ か抗 11¥1はありますか。

お聞きしたいのですが .... . ドームはナイロンバ ッグ

のように見えますが，これは特別注文のものですか，ま

た これに関する仕様書はどんなものですか。

フラー : 乙れらは，いろいろな形に工場生産されたも

ので. テントの部分は私がデヂインしたものです。テン

トはア ーグィング ・パラ ν ュー ト会社で製造されたもの

です。時にはプラスチックも使用します。ドームの解析

はなづかしいものでしたが，今日では今までに研究され

た数学のおかげで，その解析は可能です。しかし，新ら

しい沼気計算n機ですが，私がこれをなし得た一つの理由

は， m気計算機を用いることができ，また，とれまでに

人々の手で作られてきた数表をみな用いる ζ とがで きた

乙とです。もし，100年前lζ 乙の計算を試みたとすれば

計算 が 完 了するのに ＲＰＰｾＳＰＰ ＧＮｲ はかかったでしょう。 ｉ
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業によってもたらされてきた多くのものの 1 つは，計算

機を使用しての新 らしい計算能力が突然生まれた乙とで

す。他の人々は乙のようなド ームがあり得るだろうと思

っていたに違いありませんが，それを百E明するためには

数学を用いなければなりませんでした。私は計算だけに

2年間を貸 しました。つまり私は時閣を買わ なければな

らなかったのです。それは，乙の 2 年間 lζ 計算機のよう

なパト ロンは何一つなかったからです。私が乙の計算を

終っ て後，新らしい計算者ーたちが私のと ζ ろへ来ました

が，それでもなお計算f C 2 年間かかりました。それは，

われわれが計算機を使わなかったからです。私はノレイジ

アナ州 Iζ 地上最大のド ームを作ったと乙ろですが，ζ れ

の計算lζ は計算機を使用しましたので 10分間でできてし

まいま した。今世紀初めならば，乙の計算は一生涯かか

ってもできなかったでしょう 。

あなたはドームの工学的解析を研究されておられます

が，応力解析にどんな理論を用いて応力をどのように考

察しておられますか。

フラー: われわれは独自のν ステムを考えなければな

りませんでした。チモν エン コのものは，あらゆるドー

ムν ステムのうちで最もよいものです。私はν エJ レメソ

ードを用いず 2 また，乙のよう な数学を用いないで，た

だこの G eodesic Pri ncipl e を用います。すなわち，これ

は波の現象，つまり一連の同心波の現象なのです。われ

われは，われわれ自身の数学的解析法を考え出しまし

た。マサチューセッツ工科大学 (MI T) では， 乙れと巡

った解析方法を研究しておりますが，私の Ra-Dome を計

算したところ 1 6 MP Hの風で破壊するという結果を出しま

した。結局のところは彼らは 3 1 0 MP H の風圧に対して静

的な低級な試験を行った lζ すぎなかったので・す。乙れら

の ドームの中の2つは今年，沖縄で2 0 5 MP Hという風圧の
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台風を受けました。乙の乙とは何故われわれが古い計算

法を用いる 乙とができないかを示してい るでしょう 。

Geodesic という言葉について もう少し説明していた

だけませんか。

フラー: G eodesi c という 言葉は数学用語で，点と点と

の聞の最も経済的な距離を意味します。 ドームは空間を

覆うことのできる最も短かい動作を表わす 1 組の線の集

まりです。それゆえ， ドームを変形しようとする力が働

いたとき， ドームは他の形のものに移り変ろ うとはしな

いのです。すでに最も安定した状態にあるからです。 ド

ームの形成区分の数をできるだけ増せば，外力を より一

層局部的 IC分折するようになります。

通訳 f requenc y という 宮Z誌の怠味について説明を 。

フラー: 整然と区分する ζ とですよ。あなたが指摘さ

ｾＱ，たように Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｐ ( 通訳中断)

通訳 : ｾ自然きをますと ｌ 、う己 とは

フラー: そのことによって， ドームに作用する力，す

なわち，集中的 lζ 作用するカをドーム全体 lζ 分担させる

のではなく ，もっと局部的に集中して働くようにできま

す。卵の殻のようなものですよ。卵の殻は ど乙 にでも小

さな穴をあける乙とができるし，また，たくさんの穴を

あけても，それはくだけないでしょう 。

あなたのアイデアはどんなタイプの構造から得られま

したか。たとえば飛行機とか自動車とか。

通訳 : あなたに最も 影響をおよぼ したも のは飛行機でしょうか自動車で

しょうかあなたの仕事の上での技術上の問題だと思うのですが。

フラー: 飛行機は非常に重安です。ど承知のように自

動車は非能率的なデずインの 1 例です。私は自動車には

反対です。自動車のもっているただ 1 つの影響は私の怒

りをかきたてた乙とだけです。私はその交通には反対し

ませんが，馬車を文化のν ンポ Jレにする考えには反対で

、

.  
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パッ ク ミンス 9 ー・フラ一氏

す。私は三輪 トラッ クは美しいと思います。また，それ

は，はるかに能率的なものです。私は乙のよう なものか

らは影響をうけませんでした。私のアイデアは船と飛行

機にもとづいております。その技術や数学または科学か

ら来ております。私は海軍士宮だったことがあります。

そして思ったのですが... ...0 ( 疏訳のため中断)

私は構造の科学 lζ 興味を持っており ます。 われわれの

なして米た幾つかの発見は物理学者が実験から知った よ

りも早〈原子核破壊の原理を知っていました。私は圧縮

材が互に接続していないよう な Geode5ic Struct ure を持

っており ます。それはtJl ! 瓦が互に接触し合っていない煉

瓦造の建物のよう なものです。連続 してい るのは 引張材

だけです。その引張材はケープJ レでもよい してグネット

でもよいのです。乙のように， われわれは，ちょう ど原

子核の ように原:P1. fl(Jに円然のままの姿で建物部材を結令

するという方 向に近ずきつつあるのです。

ケープルで作られた吊屋績をどのようにお考えになり

ますか。

フラー: プラ y セノレの憾覧会のときと同 じですね。 ζ

の獄の大規模なものは V カコ・の世界博覧会の交通館で・し

よう 。これを建てた建築家たちは私の指示どおりに施工

しましたが. ここで私の考えをf押さんにしておき ましょ

う。往築家たちは， ζ の!l¥!;!jo/!をうまく mてられませんで

した。乙のB!秒j は圧縮磁を用い るかわり に引張力を柴中

させたものだったからです。今年のプラッセ J レ博覧会の

アメ リカ1l¥' iは建物側面lζ かけ渡した ワイヤーの輪ででき

ております。 ζ れは非常に臼量れたアイデアであり 効果的

なものです。

ベルリンへ行って，あるトラスを見ましたが，私はこ

れらを非常に面白く思いますが，あなたはこれを 2重曲

面で取扱いますかフラ ットトラスで取扱いますか。

フラー . ，払はすべてがさJ IJ 形の百iででき- ている Octo-

hedron Tetrohedron  T  rU55 と呼んでいるフラットトラスで

取扱います。しかし，私の学生たちから同じ質問をされ

たと きには，荘、は彼 らに|支|を示し，戸外で乙の フラ ット

トラスを組立てようではないかといいます。乙のトラス

は騰の栄状トラスなのですが，乙の;芯I! 米がおわか りにな

りますか。

通訳 : もう少しゆっくりとお願いします。

フラー: それは，すべて三角形の而からで きている，

J わゆ る疋四百体トラ スなのです。

20年前に読んだことがあるのですが，気球をふくらま

せてセメント徳造物の型枠に用いたのは維でし ょうか。

フラー : Neff という人の考祭です。

この種のものは更に発展するでし ょうか。

フラー : 乙の方法は不経済なものになりました。ドー

ムを定婚し たり ，関口を作 る ζ と などが ｾ ｉ Ｂ 常 ｉ ｃＮ高 価 につ

きます。また， 1 " ' 1 圧に対して気球をしっかりと定渚しな

ければならないので高価です。

気球をふくらませて Geodesic Dome を建てた人は維でし

ょうか。

フラー: ええき私たちは多くのドームの組立てに気球、

を用いてきました。

ドームは普通音響的によくないのですが，カイゼルド

ームにおける音響は非常にょいと聞いていますが，

HP屋根が造られた方法と何か関係がありますか。

フラー: ええ，そのとおりです。 ドームの 曲面がI ' 1;1ら

かなとぎには音は中央に反響して知 ってく るものです。

しか し カ イ ゼ J レドー ムの場合には'i¥が30のwなったブi

向に反射されるようにしてあります。つまり行枠拡 散指:<

の利用なのです。
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Buckmi nst er  FuJl er' s 30- year- ol d Sci ence of Geodesi cs 

Quest ion:  Are  you an arc hit ed:  or engineer? 

i. M r .  F ul l e r  :  I  a m not  proFess ional l y an archi tect  or an engi neer because I  di d not  t ake an 

engi neeri ng degr ee or an architectual  degree and I  don't pract i ce proFess ional l y.  That  is， I  don' t  

have any cli ent s who  c ome to me， I  don' t  have an  oFFi ce， I  don' t  proFess that  I  wi ll do so and 

so For anybody.  I  a m a  research i nvest i gator and I  do have s ome degrees， but  t hey are all 

honor ary degrees .  I  a m a  Doct or  oF Ar t s Fro m t he Uni versi t y oF Mi chi gan， and a  Doct or  oF 

Sci ence Fro m W as hi ngt on Uni vers it y  at St.  Loui s， and a  Doct or  oF Desi gn Fr o m Nor t h Carol i na 

S! at e，so ・. • 
Interpreter: Don't moke your stat emenh too lon9 beccuse we hove t。打。nslate them inlo Joponese. 

一
Mr .  F ul l e r :  I  have been wor ki ng For 3 0  years in t he expl orat i on For  ways  oF appl y i ng t he 

most  advanced Findi ngs oF sci ence and t he tool s oF i ndustry t o l i ving needs in cont rast  t o t he 

use whi c h  has been First made oF hi gh sc i enti Fi c abi l i ti es and t echnol ogy whi ch is mainl y  For 

warFari ng.  I  woul d  be interest ed in what  mi ght  happen iF we  appl i ed thi s hi gh capabi l i t y  di rectl y 

t o our  l i vi ng art s. I  di d not  t ake up thi s wor k ideali sti cal l y because  1. . . . .  with sort  oF a  

myst i cal  hope oF c hangi ng thi ngs， but  because I  was  convi nced t hat  t he day woul d c ome when 

it woul d be a  practi cal  mat t er  t o appl y the  hi gh sci enti Fi c abi l i ty directl y t o man' s l i vi ng needs.  

It is t he nat ure oF i ndustry t hat  it is a  very swi Ft  evol ut i on oF regenerat i on oF tool s， wher e 

t he tool s mak e mor e tool s， t hat  is， t he i ndustri al i zati on is assi st ed by whi ch man can act ual l y 

change t he rel at i onshi p oF hi s naked bi rth t o t he envi ronment  as no ot her  li vi ng speci e can do.  

T heref ore， I  was  sure  about  3 0  years ago  t hat  the  tool s and t echnol ogy oF i ndustry wer e devel o・

pi ng t hemselves and wer e ampl i f yi ng t hemsel ves at such a  rate t hat  even t hough t hey wer e For the  

moment  preoccupi ed with t he emergenci es of  war， that  t he t ime  woul d c ome  when  t hey woul d 

have  suc h  l arge capaci t y as to fi nal l y be a  practi cal  mat t er  to appl y t hem t o the  li vi ng arts.  

It  is t he essence of  i ndushy t hat  it empl oys che mistries and physi cs  whi ch， t hough i nvi si bl e t o 

man， cont i nual l y do mor e work wi t h l ess pounds or ki l owat t s of  energy or mat er ials .  50 we  irト

crease  t he tensile st rengt h of  steel  so  rapidl y  and so great l y t hat  every ten years we  can make a  

suspensi on bri dge in whi ch t he cabl es  are reduced in si ze - smal l er and smal l er and smal l er.  An d  

t he aut omobi l e tires - my  first aut omobi l e bef ore Wo r ld Wa r  I  - t he ti re coul d onl y go 1 0 0 0  

mi l es at about  2 0  MP H  bef ore it was  wor n out .  T  oday my  ti re wi l l  go 3 0  t o 5 0，0 0 0  mi l es at 

.  
.  

three t i mes t he speed wi t h great  saf ety.  Y et  it  wei ghs a  little l ess， and super ficial ly it l ooks ¥ 

l ike t he s ame thi ng.  

50  I  was  convi nced t hat  wher eas t he pol i ti ci an， t he economi st ， had to deal  wi t h a  worl d in 

whi ch t he economi c law  seeroed t o be t hat  t he popul at i on was  i ncreasi ng mor e  rapi dl y t han t he 

resour ces coul d be devel oped - t hat  is t he economic  la w of  Thomas  Mal t hus.  Theref ore I  fel t 

t hat  because t he wor l d popul at i on was i ncreasi ng very rapi dl y， t hat  t he pol iti ci ans had no recourse 

t o anythi ng in f he end but  war  t o ei t her el i mi nate t he ot her fel l ow or be  el i mi nat ed hi msel f .  

I  s aw t hat  on t he  ot her hand there was  a  possi bi l i ty t hrough the  i ndustri al  equat i on， t hrough 

compet ent  desi gn， t o re- organi ze， t o have  desi gn ref orm and desi gn revol ut i on i nstead of  pol i ti cal  

revol ut i on.  Thr ough empl oyi ng t he i ndustri al  equat i on， we  coul d bri ng about  a  desi gn revol ut i on in-

st ead of  a  political revol ut i on.  An d  wi t h a  desi gn revol ut i on， i nstead oF peopl e  bei ng ki l l ed， we  

woul d hel p t hem t o live. 
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Thi s 刊 eant ，for i nstance， that  we  woul d t ake - t he Amer i can aut omobi l e wei ghs t wo t ons， We  

woul d.  t ake all the  aut omobi l es gradual l y of f  t he road and out  of  t he t wo t ons， we  wil l  mak e t wo 

one- t on car each - each .  Amer i can car woul d be t urned i nto t wo cars， beHer  t han bef ore.  

Theref ore 1  coul d see that by t he ell) pl oyment  of  t hese pri nci pl es we  coul d go f r om a  wor l d of  

great  scarcity and very l ow st andards t o a  wor l d in whi ch it is possi bl e t hrough desi gn to make t he 

resources mat ch t he total  popul at i on and wi t h hi gher st andards of  l i ving than had ever been  known 

to 'man， any man.  

At  the begi nni ng of  t he cent ury， .5 0  years ago， t he i ndustri al  net wor k and equat i on was  servi ng 

less than one per cent  of  humani t y :  An d  now  after 5 0  years， t he i ndustri al  syst em is provi ding a  

comf ort abl e st andard of  l i ving for one- thi rd of  the  human popul at i on.  J ust  bef ore W orl d Wa r  11， 

it was onl y taki ng care of  2 0  per cent ， bef ore ，Wor l d Wa r  1  it was  6  per  c enL A n d  1  feel  that  

at the present  moment ， that whereas the  wor l d is  in an i ncreasi ng state of  perpl exi ty， pol i ti cal l y 

speaki ng， we  are emergi ng i nto a  condi t i on wher e we  wi U onl y get out  of  our great  di l emmas 

t hrough good， compet ent  sci enti fi c desi gn.  

Q uest i on ln v ie w  of  t he  li mけe d t i me avoi l obl e  f or  thi s  meet i ng a nd bec ouse of  t he  f αct  I hot  the  g entl emer、y ou or e  1l 0 W t alki ng 

10 or e engi neer s a n d  technol ogi st s ， woul d y o u  pl eose di scuss s o met hi ng of  t he  s引 ent i f i c o n d  ec onomi c  f j gur es of  y our  d es i gn ?  

Mr .  F ul l er :  1  have now compl et ed my  st at ement  of  what  1  a m i nterested in， in a  general way， 

and  what  we  have here as t he dome  represents one  of  t he resul ts of  my  i nvesti gati on for 3 0  years 

about  how we  woul d appl y t he i ndustri al  equat i on t o t he bui l di ng arts.  The dome  we  have here 

enc loses 8，0 0 0  square feet f l oor space.  It wei ghs 1/ 1 0 0 0  of  t he wei ght  of  an equi val ent  bui l di ng 

of  the convent i onal  structure that  we  would put  up， for i nstance， in Ne w Yor k t oday.  

50， for every one bui l di ng 1 日 n bui l d.  1 0 0 0， but  it can do what  t he ot her bui l di ng coul d not  

do.  T he  Uni t ed  5t at es want ed a  bui l di ng in Af ghani st an whi ch is 6 0 0 0  mi l es away f r om the Uni t ed 

5tat es - t hey want ed a  bui l di ng there in on号 mont h. T here woul d have been no t i me t o bui l d a  

bui l di ng in convent i onal  manner， it woul d have cost  t hem very l arge amount s of  money and t hey had 

a  smal l  budget .  Onc e  the occasi on was  compl et ed， t hey woul d not  have needed a  bui l di ng there 

anymore.  The so- cal l ed permanent  bui l di ng would have had t o stay.  It was  an emer gency pol i ti cal  

mat t er and t hey 9司ve us one mont h t. o  pr oduce the building， and one ai rpl ane and al l owed us one 

enョi neer to go to t h? forei gn country.  They hョd t o hョve a  bui l di ng whi ch coul d go up in any 

la円3日 ge wi t hout  any bl uepri nts.  A n d  t: nt is what  this bui l di ng coul d do.  Thi s is t he bui l di ng that 

was f l own to kabul ， Af ghanistan， in J une， 1956.  In the battl i ng of  pol i ti cal  bosses for t he i nterest ， 

support  and favor of  the peopl e of  the  worl d， eni ergency cal l ed for t he movi ng of  thi s bui l di ng 

again， so t hey mJ ved it to Bangkok.  That  was by air - t hey f l ew it to Bangkok.  Then t hey f l ew 

it to T  okyo fo:  la:;t y日 T・ A n d f r om thョre it ended  up in 0 泊 ka. Whe n t hey are t hrough， t hey 

mョy fl y  it  bョck to t he U ni ted  5tat e:; .  It coul d probabl y go around the  worl d in 8 0  weeks， and it 

ｷｯｾｬ､＠ h3ve been put  up by p?J ?l e of  four di f f erent tongues.  50 thi s is what  1  car e  about  in de-

si gn - this is ｯｾ＿＠ of  my  bJ i lding: ; .  Th?  K3i ser  do mョI n 凶wai i - thi s W.B  put  up in  one day - .it 

1:; a  mヨie p? i m耳目ヨnt bui l di ng， it i5 a円 al umi num b :J ildi ng and it will s凶nd u? l onョョr thョn any of  t he 

ston? bui l di ng5 - it went  up in 0九ヨ day and can be t aken down in one day.  

I  have fel t th3t in all the years  tha.t  I  have been at wor k .  that th号 princi pl es that 1  have been 

hl ki n3 abJ ut  of  i ndu，try， of  doing mヨre wi t h le3s， of  doin::J th? di screet thi ng， w ere  bコrn in t he 

O rient. I  h3ve fel t that  thヨ:;e pri nci pl es have gone around t he wor l d as i ndustry and have now re-

turned  to th? O rient.  I  feel  thョt whi l e t h? p?opl e in  t h? Uni t ed  5t at es  and Eur ope have used t he 

i ndustri al  pri nci pl es， t hey have underst ood t hem very little - they have  made  weal t h for t hem and 

cO.n  f釘 t，b:J t  ｴｨｾｹ＠ h刊 号 nコt undel・st OJ :l th? il1 phi l o3o，Jhi cal l y.  5コI feel  that t he dome out  here is 

ｴｨ ョ ｳＳ ， ｮ ョ ｬ｡ ｾ ｧ Ｇ ｈｊ＿ a， t h]  O :ie，1bl  131tョ:n，it i5 dHi 3 n:l b  dコa SP?C ific task and not  t o be a  

m? morial. In N? N Y o・k I  hl¥<" S日 ，1 in m/  lif" ti. n き fO:J r cJ .npl et き Wl Vi H of  removal  of  what  were  

cal le:l P?Tツn引 t b:J ildi 叩・ ｾＳ｣ｨ＠ O: l ? is  a  m?il1コーial b  th? rel ati v" ig'1J TanCe  of  the peopl e bef ore.  
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You asked me  right away how I  fel t about  the bui l di ngs of  the Ori ent  and I  parti cul arl y care about  

the paper wal l s and t he del i cacy of  the bamboo， the hi gh compet ence， the i ntel l ectual  compet ence 

fi ndi ng out  how to do mor e wi th less and the wi l l i ngness to make a  l iving sol uti on and not  to try to 

make a  memori al  out  of  a  bui l di ng in whi ch peopl e are goi ng to live. 

I  a m theref ore very grati fi ed now to di scover that after this 3 0  years of  research， my  own govern-

ment  came to me  for sol uti ons that t hey had not been abl e to find t hemsel ves wi th many bi l l ions of  

dol lars.  For i nstance， the)'  came to me  to use m y  dome for the m: w line， what  we  call the DE: W 

line - the ra- domes， t he plasti c ra- domes， very large， whi ch encl ose the radar i nstruments f rom Gr een-

land across Nort hern Canada to Al aska t hrough the Al eut i ans down to Oki nawa.  They have c ome to 

us for domes to fl y  to the Sout h Pol e.  The Mar i ne Cor ps - they fl y  thei r domes wi th hel i copters 

- t hey conti nual l y move thei r bui l di ngs around by hel i copters - t hey are all my  geodesi c domes.  8ut  

these are t emporary def ense emergeni ces.  What  we  care about  is that the Ford Mot or  Company came 

to me  for a  dome and the Kai ser Company.  

W e  have now l earned how to make paperboard domes so I  can make a  whol e house - - a  l arge 

fami l y  house - out  of  paperboard for about  $ 3 0 0 .  One  large paperboard manuf acturi ng company can 

turn out  3 0 0 0  one- f ami l y  domes a  day.  W e  can now see， through this technol ogy of  doi ng mor e wi th 

less， that it wil l  be possi bl e to bri ng very hi gh advantage to eill peopl e of  the worl d， that this is a  

new ki nd of  equati on.  Do you want  to ask questi ons now ?  

包三丘ムム He want s 1 0  l earn- t he dome  seems l i ke a  nyl on bag- was  this 0  special  order  and whot  we同 the 叩 eci fi cat i ons ?  

Mr .  F ul l er :  Yes， it is all industrial l y fabri cated in many shapes and I  desi gned my  tent and it was 

made by  the Irving Parachute Company.  Somet i mes it is plastic.  The mat hemat i cs for the dome -

the mat hemat i cs were di Hi cul t.  T  oday t hey are possi bl e because of  all the mat hemat i cs that men 

have done before.  8ut  the modern el ectri c comput er ー 0 憎 r eaωn that I  was abl e to do this was 

that el ectri c cal cul ati ng machi nes wer e avai l abl e and all the previ ous tabl es that men had made ー if I  

had tried to do it 1 0 0  years ago， it woul d have taken 2  or 3 0 0  hundred years of  l ight t i me to do 

the cal cul ati ons.  It was one of those thi ngs that have come about  through i ndustry that suddenl y the 

new abi l i ty vwas there.  Ot her  men mi ght  have thought  that there coul d be a  dome like this， but  in 

order to prove it t hey woul d have to do the mat hemat i cs and I  t ook t wo years to do the mat hemat i cs.  

I  had to buy my  t i me - there wer e no patrons agai nst my  t wo years'  t i me.  Af t er  I  had done it ， 

the new comput ers came al ong and now it t∞k  me  t wo years - we  put out  a  cal cul ati ng machi ne -

I  just made the l argest dome in hi story in Loui si ana - the cal cul ati ons for it went  into the comput er  

and they came out  in 1 0  mi nutes.  A t  the begi nni ng of  this century， it woul d have taken t wo life-

t i mes to do the mat hemat i cs.  I  am sure that is why they di d not  have t hem before.  

己ど与L ム He  wont s ' 0  k now- you 0 同 get t i ng mor e  or less  i nto t同川e町chno刊。!同。句g i刷c印凶。01 。問l旬刷刷y円刊s引is of  t山he d由。m附 e←一- h。ω w you 。ωu f匂E唱叩刷g炉肝‘u川J

usi ng whc l  H州トheor y of  stress on、。 Iys is.

Mr .  F ul l er :  We  had to evol ve our own syst em， sir. AI I  the dome systems - Ti moshenko is 

about  the best  of  the dome systems.  I  do not  use the shel l  met hod or any of those mat hemat i cs nor 

do we  use anythi ng but  this geodesi c pri nci pl e whi ch is real ly a  wave phenomena - a  seri es of  '. 

concentri c waves.  We  evol ved our own mathemat i cal  strategy.  The MassachuseHs Insti tute of  T  ech-

nol ogy， i nvesti gati ng all the di Herent  strategi es known for analysi s， cal cul ated my  ra-dome and ca問 out

wi th the answer that it woul d di si ntegrate in 16 MP H  wi nd.  Final l y they stati cal l y l ow- tested for 

3  I  0  MP H.  T  wo  of t hem were on Oki nawa in a  t yphoon this year and they had a  recorded wi 吋

there of  2 0 5  MP H.  Thi s answers why  we  cannot  use the ol d met hods of cal cul ati ng.  

2立出旦. ! . Wi l l  y ou 9i ve us a  I川 le mor e  ex pl anot i on obout  the wor d geod白 川

Mr .  F u  l l er :  Geodesi c is a  mathemat i cal  term.  It means the most  economi cal  di stance bet ween 

points. The dome  is t hen a  set of  lines  whi ch represents the  shortest possi bl e  adti ons  to encl ose the  

space.  Theref ore under  for ces whi ch woul d seek to transform it， it  does not want  to transf orm int o  

somethi ng else.  It is al ready  in the most  comf ortabl e  posi ti on.  T  ell them the  hi gher  the  frequency  

of  the sub司 di vi si on，the more we  l ocal i ze any aHack.  
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包と丘三とよ I hove to go 1nto on explonot ion of whot frequency means in  terms of .  

Mr .  Ful l er :  Wel l ， just the modul ar sub-di vi si on， you poi nt out.. . .  (the int erp附 te i山 川pt ed with his 

frans  lation).  

Int erpreter :  Incr easi ng the  modul ot i on mokes  t he .•. .. 

一
Mr .  Ful l er :  Yes， makes the- lI ny ef f ect  on it， any concentrl l ted l oad si mpl y 判 s more local  ef f ect ， 

not a  general  effect.  Li ke an eggshel l - you can punch it wi th a  hol e anywhere， a  whol e lot of  hol es， 

and it does not come apart.  

Questionニ Whi ch type  of construction didγ 。uget yoυr ideo from the  oi 叩 lane or automobile ?  

辺丘丘三! ! : _: Whi ch Influenced  you most ， I  guess ， - the airplone  or the  。υtomobile ? Thot 's  technological ， I  guess ， 1n  your w。山.

Mr .  Ful l er :  The ai rplane is by  far the most  i mportant.  The automobi l e as we  know it is a  very 

ineffi cient pi ece of  desi gn - 1  find it very offensi ve.  The onl y i nfl uence the automobi l e has had has 

been to exci te my  i ndi gnati on.  1  am not agai nst the transportati on， 1  am just agai nst the idea of mak-

ing a  horse-carri age into a  symbol  of a  cul ture.  1  thi nk your tri cycl e trucks are beauti ful. They are 

much more effi ci ent .  1  di d not gai n my  i nfl uence f rom somethi ng like that.  My  thi nki ng starts wi th 

ships of the sea and the air and actual l y in the technol ogy and the nnathemati cs and the sci ence of 

it - 1  have been a  naval  offi cer and 1  thought  that ・… (int err upted by interpreter f町 村onsl 凶 on) . 1  am 

i nterested in the sci ence of structures and some of the di scoveri es we  have made have apparentl y 

reached the pri nci pl e of destructi on of the nucl eus earl ier than the physi c.isthas appr伺 ched it by  ex・

peri ment.  1  have geodesi c structures in whi ch the compressi on member s do not touch one another.  They 

are like a  bui lding of bri cks in whi ch the bri cks are not al l owed to t ouch one another.  The onl y 

thing that is conti nuous is the tensi on member s - coul d be cabl es or they coul d be just magnets.  50， 

we are now comi ng to natural  associ ati ons in pri nci pl e， l ike the nucl eus of the atom.  

Question whot do you think of 0  suspended roof mode of cαble?  

-
Mr .  Ful l er :  As  at the Brussel s fair. Wel l ， the first bi g bui l di ng of this ki nd was the transporta-

tion bui lding at the Chi cago Worl d' s Fair.  The archi tects who bui l t it built it f rom my  suggest i on， so 

that will tell yOU what  1  think.  But  they di d not do it very wel l  - they had massed tensi ons i nstead 

of havi ng a  compressi on ring. The Uni t ed 5tates bui l di ng at the Brussel s Fai r this year is a  wi re wheel  

turned over on its side and it is a  very good idea - it is effi cient.  

Question He  went to 8erlin ond he sow some  flot truss work ond 1  guess they were quite interesting to him ond he is wondering if 

you deolt just In doυble-curve surf oces  or whether you olso dealt 1n 千lat trusses ?  

Mr .  Ful l er :  1  do deal  in flat trusses， what  1  call the octahedron tetrahedron truss， that  is the all 

tri angul ated truss， but 1  also show my  students when they ask me  about  the same questi on， I  say let's 

go out  and yOU bni ld your flat truss out  and here it is a  cel lular truss - can yOu understand me， sir ?  

Int er pr et er :  You hod bet l er g o  muc h sl ower .  

一
Mr .  F nl l er :  It is an all triangular， what  1  call a  tetrahedron truss. 

♀丘丘斗ム He 日 id thot abo川 口 γ何 日 叩 he read an orticle obout- th凶 is where they infl 凶 e 0  bolloon ond use the bolloon for 

。千ormfor  0  cement structure. 

Mr .  Ful l er :  It was Nef f  - it was i nvented by  a  man named Neff .  

Quest ion :  He just wonts to know if there hos been  ony mor e  development in 山 崎 kind of work.  

Mr .  Ful l er :  That  turned out  to be uneconomi cal  - the fasteni ng down of the dome and then the 

maki nk of the openi ngs and so forth later turned out  to be too costl y.  The pressure of the air 一一 it

had to be fastened down so hard as to cost t∞ much money.  

Quest ion Did someone  inflot e  0  balloon  ond them built 0  geodesic dome?  

一
Mr .  Ful l er :  Yes.  We  have used a  bal l oon to assembl e this much of the dome.  

ｾ＠ He  hos heard that usually the domes ロre not oc。υsticolly very good， but he  has heord that the  acoυstics in  the Kosi er  dome  

ore very good ond he 目 wondering just  whot the explanot ion is for the  excell ent ocousti 口 in the Koiser dome- whether it hod ony・

Ihing to do wけh the way the hyperbol ic  poroboloid was done  

Mr .  Ful l er :  It is so. A  sm∞th curve woul d re- echo back to the center .  T  ell hi m there are 3 0  

di fferent angl es whi ch send the refl ected - a  sound di ffuser .  

Questioner  ("he" ) :  Shizuo 80n (Prof e日 or )

Mosami 了。kunaga (Archit ect )  

T  odashi  Ogawa (Archi 同 ct )

Takoshi  Adachi  (Assistont Professor )  

On the  27t h， Apri l， 1958.  At the Jopan Int ernational Tr_ode Foir ， Osoko.  
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最 高 の 品 質 - 最 大 の 生 産 を 誇 る /

伊奈の

ヲィJl - 衛宝陶器

〆

印 附 属 金 具

伊奈の鳩印i行生陶穏には J 三五五2 つ 印附属金具をセ γ トで御利

用下さいます綴おす〉め申上げます。

<s> 伊奈製陶椋式曾紅

本社ゑ工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 而 新 国 電 話 常 滑 ( 代 表 )700

東京事務所 中 央 区 西 八 丁 知 2 - 8 電話築地@ 5261 ・5262



1  

、

9切i

m凶

1製 設

造 計

売 エ

販 施

メ タ ル

l Yl i 別l
i・7色 カラ ー， 不 燃 性， 趨 耐 酸 被 覆 鋼 鉄 似

ス ー パ ー オ リ エ ン タ ル
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優秀機能ヲ誇 Jレ

岩 佐
最新ノ機械設備

最高/ 設計卜技術

不携/ 研究卜改良

( J IS557)  

株 式 会 社 岩 佐 鍛 工 所

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁 目 三 一 番 地

電 話 淀 川 (47) 代 表 4351. 4352. 4353. 0903. 0904

くｾ盃重両
ｾｩＧＭ 手 ｚ 叩ヲ

7 D ? - t : ，手"

昨云己

7 1 7 - 1: : "夢柑

寺"..・I - t:::.手同

白旗ドＢ・チ ｉｾｾ 製道獄式会 ｩｴ
布 施 ‘ ι 再思 井啓点72 代Z



n
u
 

R

M

 

A

H

 

、

〆

ヲ11

ス
U

斗

司
J

H

P

戸

」

A

m
i

-

H

川

J

根

待

合
」

j

/

〆

団

抗
hu

z

 

漏

る

る

に

す

J

h

m

久

持

の

永

保

位

、り

を

久

か

密

耐

隙

気

予

聞

に

偽

る

え

廉

ゆ

来

門

川

1  8  1} ':J タ 一 躍

1  c m x  1  c m x  1  cm 

コ ー キ ン グ ガ ン

8， 5  0  0 円 ( 現場波)

材料費 4  8 円

3， 0  0  0 円 (現 場 渡)

た 之ZJ L J 二ム 夫しく ，腕 せ ず， ｲｩＧｦ ｇ ＹＧ Ｎ かつ ｉ ｦｾ ， Ｑ Ｗ ｊ＼Ｎ ＧｴＱ ， Ｑζ 富んだ ｪ 木材
床 ，廊下 ， 階 段， ロ ビ ー ， パ ノ レコニー ， ガ ソ リンスタ γ ド 等 夫しい色彩と ｉｦｵ Ｍｬ ｊ 給 ｮ 性を必ｾとす

る場所や ， 防水 ブJ があるので戸 外 に も 佼JfJ 出来る 。

I  緑 7，800円 ( 坪当り ￥1，300)

価 格 42kg袋入 ( 6坪分) 現場渡{ その他 6，600円 ( 11 ￥1， 100)  

フ《ふぷ… F更史Z王《ME主Lι 《ぷJとf乙， 工 場 ， 倉ｾ j.附t

コγ ク y 一 " ｪ川休」木 ｊ の 令 ｬ属曳 ｦ件 ｾ ｉ牛 ｼ主 ミ ｨ 似見化 Ｔ糾、イ Ｔ で ， フ ェ ロコンの施てによ っ てＡ本は恰も ｾ ｗ ょを 必っ たような 効

果 を あげる o

j 色 物 6，200円

価 格 49kg袋入 ( 7坪分) 現場渡{ チチュラル 5，400円

ヨ…ι 空…二… 上一近 代 人 の削部脳l悩崖 lκζ は 彼M れ を い や し ，川 い ら を 取 る 峰

合成コゴ ･ ムとコ ノルレク か ら 主別 Ｑ ｩ造 ［ＲιＡＲｩ され た コ ノルレ ク 乙νＯ 一トで＿務 寄 Ｚ［ ｾ ｩ山し Ｓ たＭＢ Ｂ 品弘なＡ感惑覚で ， 老化せず水 洗 /1'，来る

価 格 坪 当 り 東 京 渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x o. 7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ イ ル

麻 酔 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 主 m '，j :!: 導 ビ ニ ー ノレ タ イ ノレ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る @ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

1  

K.K. ABC商会

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 5 ｾ＠ 5  

T E L  (28)  ＷＶＸＷ ｾ Ｘ ・ Ｒ ＷＶＵｾＶ ・ ＰＷＶＰ

大 阪 IU i] 長 所

大阪 市 西区江戸 掘 北 通 Ｑ ｾ Ｒ Ｓ

T  E  L  (44)  3  9  1  5 ・o 5 0 0  



間 歓 迎 d d〆
ｦ 会 ｴ ｾω 戸 ｊ 倒にど し どし畠 ｬ 投線下さいＮ白 ＱＱＱ な討論 山 地と して ω 利 ｊｈ 下さいＮ内容は白山Ｎ ' j<&，<は400'j<- ! . O∞芋.

f 回 目 E ・圃・・

仰 いι 伊F 司、

「かいいんの声」 に対するお答え 編集委員
放交代) になっています。 さら l己必

要に応じて重任している場合もあり

ます。委員会は幹事会を合めて相当

の時簡をさき，委員以外の方にも広

くど協力を求めています。①編集の

fr事 lζ 専念する固定した編集部を設

けよというどぷ見は， かえってど指

摘の「マンネリ傾向J ，乙陥るおそれ

がありますまいか。制，d: ! . l 主委日が火代

するたびに新しい企l山iが生れてそれ

が雑誌に現れている点を少しご覧い

ただければキです。

活発な会員，11f，]基のお声l乙対して， つもりでありますが，一方にはミ似

| ぽ接編集に関係の深い部分について 旧の場であっては断 じてならない H

お答えします。 といった厳しい声もありますので，

2 月号所載の刻口氏の《ちかどる あまり偏る乙とのないように心儲け

の「建築と社会 J ] >で) j l ; . りました乙 ています。

との中で 4 月号所載の二品氏の<. r  ｦｦｩｾ 誕と

①特集形式6 ヵ) j ，雑誌型6 j J )せにし 社会」批判》については①会日分布

たらよいというご意見はまことにご の文態は単に建築家のみに止らず，

もっともであります。 極めて広範囲にわたっていますので

ただ過去においても投稿原稿が少 仰せのとおり編集態度の決め方ーはた

なく. 特集形式の方が内容としては いへんむつかしい乙とを痛感します

なお乙の種会uの戸はわれわれと

してはま乙とに有益な資料となりま

すしそれがますます発展していく

大きな足がかりとなりますので，今

後とも一服活発にご投稿ください ま

すようにお源れ、申 しあげます。

まとまりがよく，鐙なものκ なるた ただ維誌の編集態度がとれるはずが

め，現在のようになっています。し ないといい切られますが『それをあ

かし今後ともど怠見に添うよう努JJ えて編集していかなければならぬと

したいと思います。 ζ ろに苦心がある次第です。②崩l d*

①図版的な記事を入れられたいとの スタップの任期は l 年というのでは

ご意見は司 A 千は御意に添っている なく，原則として21ド ( H f.侮 lζ 約半

..，......_，_ ，，" ' 1111"' " ..，..._... .，，'"・o・H・，'，ー "川川川・ __.._..... ...川11". . . ー .，'"・a・- 田川一 ，"・川・1・- 一 "，・H・"...". ....._.，_ .・・川1110・I・' -

と現 代建 築を動かすものミ評

ーー経済と建築にふれてほしい 一

大' 下院のゼミナーノレを集約された

転 身代建築家と し てＩ，ｾ礎的に考えて

おかねばならない一般事項を提示 し

ているが 本当: が一つの目的として

いる建築家と一般人の聞の建築( r . 対

寸る見解の泌をうめるには . 一般書

とし ては矧: しすぎる。

たi政治と必築ミでは たソ同組のフ

ルジチョフ批判lをめぐるソ連建築の

動向ミについて討議されているが，

ゼ ミナーノレならば一つの傾向だけで

な¥，政治と建築との| 刻述を抽出す

るには， n由主義国群からの一例も

ほしか った。資本主義経済にあ J やつ

られているのがi わが国の一般建築

界の現状であるから乙の点からも漸

進的発展の第 1 歩の指示がほしか っ

たe 問機なこ とがと縫築家とそのぷ

E ヨ園田l i I I

.11-j 制裁ミについてもいえるであろ う 策は土地狭院のためK 闘燥な場合が

えI ! 設事務所の機織の分化ー 1 つの侠 多いし 、資本-1=ーは' U主性を写えず，

('1' より多数の標準作をスヒーディに J f - 数=建祭制li 絡と. i i l i 附して. モデュ

ーは，資本主義経済機構より必然的 ーノレを通すよ り. たたき大工的必硬

に ＧＱＺ ， ま れた も の で あ る がＮ この ｽＮｉｾｾ の なところに不繋型tζ 出入をつけたJi

ful Fげが不足のように思われる。 ミ 数の少いものを求める等々の現状の

現代一生活が合理化し近代化する こ 報告もあってほしかった。

とに対する喜びと人間性の喪失に刻 、構造とデダインミの一章は教え

する悲しみと ζ の二つが混在するミ みれると乙ろが多い。実務の経験か

のであるから宅小設計事務所の名作 ら生れたものであるう 。

ｾｉ ｲＮ多いミラスキン派ミについてＮ 各重苦の横の述絡が不十分なこ と.

討論がほしい。技術が極度 l乙進みド 疎密一建築と政治等は他の市の併陀

ラフティ ングに時間を裂しないH寺代 で書けば- SをなすかもしれなL 、←

ｬ こなれば Ｎ 弁証法的発展型 ｴｾｾ として があるとと。 ミ建築と経治ミのー引

再現するかもしれない。 が取上げられなかっ たことはきびし

ミl二地の問題意識、 では? 上首t¥!; 民 いが，日常の末梢的些 ＧｊｾＺＡ こ 追われて

住宅の敷地狭隆のため通士閣で. モ いる笑務家Ict 立教えられ 反省させ

デュ ーノレを解決した乙とは現代lζ も られる好主であるう。

そのまま引きつがれていて面白い {清水建設K K大阪支自殺計部 陶 村 功)

モデューノレによ る生様性のi住んだ仕 ・浜口随一. i "I良治- ¥1，彬同社刊. 、2初
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小野田セメン卜の

小 野 田 パ

5  

70 

フ イ ト

小 野 田 パ ラ イ ト 製 造 工 場

神戸市横区灘浜町31在地小野間ブロツ 9 抹式会祉事11戸工場内

市怒御影 (8) 95801!i 

... 神戸における小野川ハーヨイト c助

V 紛砕11 ' 託料の大きさと焼成膨臥せしめた小野町ハーヲ f ト

六位径10mm.........2. 5m m  

， 

， 
・.

..， 

I  一一一一、.

同 ' k' ( : . . 1 I ! 勝点命軸島白血‘

2  

6  

中華立径5nl m.. . . . . . l .2mm 小股径2. 5 mm.......O.3m m

小野田パー ライトは，原料の泉熔石を大中小の各粒別

lこ粉砕したものを重油を燃料として約 1000

0

C で焼成し

膨脹せしめたもので，それらの表面は硝子質の美しい真

珠光沢のある皮膜でおおわれ，内部は無数の小気孔があ

って. それぞれ半哀笠の状態であ る。乙れは焼成過 程1こ

おいて岩石の紡介水が分解の際に生じたものである。

小野田パーライトの特性

1降 い 詩比重0 . 0 5 - 0 . 1 5

1m
3
の. i l i : 拡大粒50kg 中位70kg 小松 140kg

セメント袋 ( 30立) 六位1 . 5kg 中粒2 . 1kg

小粒4. 0kg

耐 熱 性 九 軟 化i以皮 1000

0

C 熱絶縁性良好，熱伝導係

数 Ｐ Ｎ ＰＳＭＰ Ｎ Ｑｫ ｣ ｯｬ Ｏ ｭｨ ｯ ｣ ｬｾ 音率著 しく大，すなわち川 ｬ 旬 、

・豆砂利使用の結集用プ ロックにおいては27% ，火山

桜石使用の l司プロックにおいて51 % パーライト使用

のプロックでは71%，ただし周波数c/s250- 2000まで

の平均値

l耐化学薬品f 1 . . 椴アルカリに対 し安定

用途

(  1  ) 断熱性を利用して断熱プロックを製作( 写ti 1  )  

およびそれを応用した高温焼成主誌に近接した熱遮断壁

(写真 2 )

( 2 ) 壁塗装用としてセメントモルタルまたはパーライ

トプラスターとしてその軽量である乙と，遮音， I吸音

性であることが利用されている。( 写真 3 )

( 3  ) パーライトを骨材としたパーライトコンクリート

または気泡 コンクリート. すなわち小野田パールフォー

ム (z;: ｾＧＮＮＨ＠ 4  ) などがあ る。こ れはイIゴその気泡コンクリー

ト1( 11:. じやすい収納およびfむ裂の発生をWi ぐ。

(  4  ) パールフォ ームボード ('lJ 点 5 ) として保iihi 隔壁

板( 写以 6 ) ，防白期. 内外壁ノ〈ネ J レ( 写真 7 ) として

利用されている。

( 5 ) その他パーライトコンクリー卜，パーノレフ誠一ム

などは学校工作用教材，彫刻用素材として利用され る

( 写真 8 ) 。その他買建造，給油の際の; 炉過剣，土壌調製剤l

鋳造の際の保i慌剤，包装用，研' J l f ' 剤など応用範簡は頗る

多 い 。 ( 御 申 越 次 第 型 $ . ' ! J U ' l ' i!.l

1・
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コ ン
K.K. ヒ ー ロ ー 化 学 工 業 所

大阪市丙淀川区柏里町1.55 rn淀川@795

d  

セメント二次製1日としてのカノレコン( 多泡性コンクリ

ー ト) はポ J レトランドセメントに高能率の発i ' t . ' ! J刊を添} j fl

してできた前径 2 - 3 mmの丸い独立した気泡の集りで，

比重は水よりも小さい。 しかも iJ 虫l籾なH吃音，防背， 断熱

保i毘 保 冷ー防沿l，戦訟の多泡↑ 生 コンクリート (Cel l ul or

Concr ete Sys ↑em) であり，現場打設による防熱，防; J j! コ

ンクリ ー トは室内の冷H妥房授の粍減および外部からの冷

ます。

A  ｾｔｉｴ 度と比重

カルコン( 気泡 コンク リート〉は罰百. i l l l コンクリートの

水セメント比によっ て明櫛 に強度が支配されるのと迩い

気孔を骨材の代りとして将訟イヒす るものであります。

その強度はペーストの強度と呈とから決定されます。

ζ こに強度: はペーストのfiHこ比例し熱伝滋率 !C反比例

気， 11霊気が遮断され夏涼しく冬11妥かい快適な生活疎税が します。

:j iE しめ，近代感覚を表現する材料として御満足願える と

確信いたします。

1 カルコン (気泡コンクリート ) について

A  ガス法

セメント混和物で，セメントの化学反応に よりガス

を発生させて気泡を得る方法

B  ; 包法

混和物中に特殊起泡剤によりできた気泡をセメント

ペース ト中! c 混和して気泡 コンクリ ー トを得る方法

PM法- E Mjl; 

気泡の径 I O. 1 - 0 .  6mm O. 4 _ 1叫 上

気泡の形 1 完全球にて分布 |不完全球になりやすい

断 熱 性 | 良 好 i 思 い

吸 水 性 1 少 い | 惑 い

， 

2.カルコン (気泡コンクリート ) の特性

一般的にいって原疎がセメントペースト 中に'1宇材の代

りに空気泡を滋入して得られたものですから比重は小さ

く強度は負折 ｬ し難いのであります 。 しかし ｾｭ ｽｊ ｬ Ａￎｩ ｪ 般に よ

るi吸収力が良好であるとともに独立した空気細胞内の静

止空気の伝導択抗により熱，音符lζ 対するその絶縁性が

良好であるから断熱材，音符材としての利用何倣は大き

いのであります。

またカ J レゴン( 気泡 コンクリート ) は成型品として加

工の場合は充分なる養生をすることができるのですが.

現場施工には特定な養生法というものがありません。 し

たがっ て w/ c%の比が大きく急激乾燥による危裂発生に

よって表部仕上材を街似して守14?をもたらすのでありま

す。

弊社においては: . 1 ミ際施工の現場経験からカ J レコン表而

( C カルゴンクロスをセメント製4守殊接着剤により張付け

もしカノレ コンlζ 包裂が生じても ，それが表面仕上κ およ

ぼさ ない方法を採用し て良好な る結果をもたらしており

気泡 コン

クリ ー ト

ガス

セメント圧縮強度 : 288kg/ c m
2

試験休 15 X 30c m門捺

養生 : 4週まで水中，以後雫中 (浜田樽ー1:)

B 断 熱セ1=.

，l:t¥伝若手や温度伝導は建築物の毘 I人]気i鼠や耐火度を文配

する重ｾーな事項であることは周知のとおりでありますが

カJ レコンが普通 コンクリートに比して俊れているとい う

一つの利点、は断熱性があるということであります。

一般に空隙の多い材料は普通熱伝導号、i は続閉された総数

の怨気細胞間にある静止空気の伝導j底抗のため. または

材料中の気泡の状態では対流による熱の移動も少なく

幅射の影響も通常の満度範闘では少ないことによるので

あります。

コンクリ ー トとの熱伝導率の比較

lX 分 問I( 関税) 備 巧

ff 通コン : つ 勺 z っ l

クリ ー トI _. - ..- I  

一 一 一 一 |万 一 一 一τ 8f 灰E支 而 州 と }II抗 ょ

準軒並コン 1 1.8 0.641J るコンクリ ー 卜

クリ ー ト1 1  "  n  ，.，1 ' 1 . 浅間科石コンクリ ー ト

一一一 じ 二 一 一 一 」二] LC亙些盤主と之斗ー 卜)

1  1.4 0. 411  

粍置コン い.3 0. 36 一浅間収石砂 一

クリ ー トI 1. 2  0. 3訓

1  1.0  0. 26 まぶし コンクリート

0 . 8 0. 09 - 0 .211  一一一一一一一

力 J レコン li:;;;; 二;:11}気泡 コンクリート

0 .4  0. 052- 0. 09 

3  多泡セメント板試験成績

鉄道技術研究所長

l昭和32年 6 月17日をもって御依頼の提1+1資料1ζ 対す 耳、

試験の結果はつぎの とお りです。

試験結果 カナ比重 0. 497 (g/c m3)  

熱伝導 ｾｦＡ 0. 098 +0. 000150Kca1/ mh"C  

ただし， O: 平均i鼠度。c
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フ :ノ ボイ ド
藤 森 建 材 株 式 会 社

本 社 東 京 都 中 央 区 円本橋通112 ( 大合ピル)

電@6432- 5

大阪営業所大阪市西区土佐端部] -1大同生命ピル内

沼144' 0225-3527 

1.  フジボイドとは

ブジボイドは鉄筋 コ ンクリート構造のスラプ Ｍ ｾ体な

どの中立軸周辺のデッド ・クエイト ・ゴンクリートを除

ふ構造強度の低下をぎたすことなく，ｾ物の軽晶化を

ま「 ったものであり ます。品質は特殊防水紙を強力接着剤

で積層させ螺旋状lζ 形成した其円筒で，きわめて強い強

度をもった製品であります。これをw・- i i ! ，陸f i { ; 恨およ

びi橋スラプなどに理淡させて空洞を作り ，建造物全体の

杯五uヒを計るとともに快音，吸満! . 断熱を円がj とL てお

ります。

2  使用箇所

ブジポイドは次のような場所にコンクリー トの打込み

に先立ちセットして使用され，コンクリート硬化後は理

淡したままでもよく，また必要ならば後から最IJ ぎとるよ

うな施工も可能であります。

(  1  ) 床，壁，屋根，橋などのスラプの中に埋めて空洞

を作り，デッド ・ワエイト ・コンクリートの除去により

軽量化を計ります。 ( 2 ) スリ ープに使用するときは施

工が非常に簡単で，また経済的です。 ( 3 ) ダスト ・ジ

ュートの型枠1<: 使用します。 ( 4 ) 鋼弦コンクリ ートの

ピア ノ線通し穴を作るために使用します。 ( 5 ) 排水渠

などを簡単K 作るために利用されます。 ( 6 ) プレキャ

スト工法による壁体の軽盈化と同時1<: 皇主体問の鉄ー筋のジ

ョイント の穴をあけ るために使用します。

3.  施工法

フジボイドは次のような要領で施工されます。

(  1  ) 必要な長さに切断したら切にIIC当社指定の防水斉11

を冷布します。 Ｈ Ｒ Ｉ 型 枠 Ｑ＼Ｚ フジボイドの取付けイｾｾＺ・置を

J己入し . フジポイドを並べます。 ( 3 ) スラプ、壁に使

用する主場合には，コンクリートを打込む際にスラプの中

立軸よりブジ ボイドが浮力により浮き上らぬように. 結

束回定を充分に注意して下さい。 ( 4 ) コンクリートを

流し込み，直接パイプレーν ョンをかけます。 ( 5 ) 作

業中にフジボイド IC直接，ネ コ車のような重いものを乗

せないで下さい。 ( 6 ) コンクリ ー ト硬化後，フジポイ

ト‘ を取り除く必要があるときはピア ノ線を依初1<: ボイド

に巻きつけておき， 館、旋状に切って 引き出して下さい。

4  品質試験

7 : ，> ポイドの機械的治皮を破裂強度，圧縮強1ft ，衝量産強度などについ

て紋験 した結果，コンヲ リ ー ト打 込み時 ｉｾ おける衛書ｾ， コン空リートが

利回するま での生コ ンクリートの圧力に対しでは充分 ｉｾ 耐えＱｦｽるもので

ある ζ とを磁忽しました。

フヲポイドの耐水性は当社の指示した， 切 り 口 の防水処理を施した色

白で1∞時間水中1 L i : 主演しても全く変質を包めませんでした。

コンヲリートのアルカリ民対しても間短はありませんでした。
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耐熱，耐酸性も実用上陣苫になる欠点は認められず， また保管中の変

質については長l閲畷符試験でそ の品質の変佑を観察しました。そ の結果

日光の砲射 ｉｾ より，Ａｩ ｦｬ 日が多少笈化する乙とは実用的にはなんらの支怖も

ないので，その他のttUn ' . の寝食ばほとんど沼められ主せんでした。

5  特徴

(  1  ) 構造物の料品化と建築貨の軽減

構造物のデッド ・クエイトを軽減する乙とにより . そ

の建物の構造" " E 休を t減量化する乙とができ したがって

淡 鉄 筋 の1' 1: 用が必然的1<: 節減されます。

( 2 ) 作業の能本化と工貨の節約

スリープ，ダスト ν ュートその他建物中の空洞の作成

や，野外の排水穴を作る場合，フジポイドは簡便で. 経

済的にその目的を迷する乙とができます。

( 3 ) 応用範囲の多面性と特殊効果

( A) 断熱効果…… 床，壁，天井lζ フジボイドを入れて

空洞を作る乙とは， ζ の空気層が断熱効果を生み，陸屋

根iζ 断熱照を作れば，二重天井にする必要がなくなりま

‘  

す。

( B ) 防音効果 - … 此壁，天井にブジボイドを入れて

空洞を作る乙とにより. 防音効果を大きくし，I技官テッ

クスを貼る場合1<:1ま，つり天井を作る必要はなく . ブグ

ボイドを入れた天井! <: i i ' { 接lζ 貼ることができます。

6.  規格

内径判 別 刊 捌 2叫お013∞州 500ω017 ωs ω l 蜘 11，0∞

肉厚匁別叫2ぺ51
3

い|ド5.01い5日0刊 8刊叫+叫0 州川

ゐ払利11.
5
1
3

.
5
1ド5.21い9.41山川叫β刈刈21

17
.
0

ド
o

やが 01
63 伽

0¥90. 01105.0

ｋ さは Ｔｭ を標準規格としております。者民主 ｾｾｉｃ ょ ＱＩ

特別の iえさの製品も ff ります。

×  ×  X  

用途の応用施図は非常に広く ，ボイドではダストジュ

ートに最池で，コンクリート打込み後の本体の撤去はピ

アノ総を使用し容易であります。

内局 lζ ポリエチ ν ンを貼り合せ完全防水加工を施した

ものはフジチュ ーグの名称、で，円柱型枠用 l乙多 く利用さ

れております。なおボイドの形状で内庖 lζ アルミ箔を貼

食わせ，外J f 1 1 Cアスファ J レト以透紙を使用したType" A  "  

外肝にアルミ箔を巻いた Type" B". 7 ) レ1 箔ICガラスク

ロスを貼ったものを Type" C " として. 3穐類のエアーダ

クトを鉄板ダクトに醤り使用されております。特徴とし

て低成 ・事手.泣 ・施工簡易で断熱 ・耐火 ・l I I l 音の性能も非

常に秀れております。

、
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新 し い軽 量骨 材

トイフ
ノて井

|  セ な ろ m途 特

約 比 百 | スレート，ボードJII I純度分布10n四 h

0.07以下 |壁上設用」貝灰，石苛， プラ ス列以下. ｾｾ比況が ｾｉ
ｼ ー混合Ｉ断熱邸側，保泊，保冷 ｩ 常 ｉｾ 騒い

容lt1'1(O. Oω |筒 板 剤 ( 蒸 気 保 冷 管 ) 強il!l' が弱い

保iIJ. . 保冷筒板用( 蒸気保冷rn手|粧度分布 J I SA50

l 1 l 保温用( ボイラ一議気管} 仰2

保冷用( 冷蔵盆同" 恒組合月1) 1悩比訟が聴い

明君ヲ) ( 映画館，ス タジ オ， キヤ怜 股 が 割 合 凶 い

町市高煉瓦用( 炉fll) 胞子の外側が附子

煙突，煙道断熱用( 吹付工司1) 1状11: なり

暁 ｧ タ ンク防蝕車ｾ付工事Ｉ 段 ｼ 真空細胞で ある
( 中塗) 用員灰，叩W< : I ラスタ ー |  

0. 14- 0.16 1展 線 用 防 火竪m 湿度分布 J IS5002

線 司直 | タイル下地用 i強度が割合にある

(0.15)  1鉄骨タンヲ防蝕用( 吹付工可1) 間仕|モルタルの収絡が

句切I璃用 |少ない

|略( 中下齢) 川( 只灰，石灰 ブラl機械の捌 K よ く

スター，セメ ン ト混合用) 1耐え る

墜〔下橋) 用陪恨. 床刑 |粒度分布 ] I Sωω

タイル下地町I I  

ブロック 用 強度がA. Bに

吹付TJ j l 用 比 し最も強い

徴

パーライト銘柄日1I 用途表

銘柄仲間的

A

「

n
u
袋

〉

• 

守E内，マーラ イトプラ て安-! 在i

.  
、.

B

(

赤

袋

)

っ1 0. 18- 0. 21 

l  傑 却i

ｾ Ｎ＠

祭 I (0 . 20)  

袋 1

)  

C

〈

紫

袋

)

パーライトプラスター竪塗調合

l  木 抱 一 |…ートコン 1  

下地の場合 | トプ ロツヲ

1  :煉瓦等下地の場合

後層l 名 l  

|  材 山 積極 厚 | 材 料 | 容 積 | 塗 陣

| 配合比1 1  1配合比

吋;;プ-yj 中;lh; kf l 』

部( 自毛) 1 / 1 3∞gγ 小母 I I  

塗lr - |約向 ¥ ｉ ， ｾ ｾ ｉ 約 Ｑ 向 ｾ ｜＠
1 "グ"4ωo 1  2. 5 ＧＱ Ｒ ｾ匁匹 ｬ 必ρ"4ωo 1  2.5 I  

窃凱( 伯自毛初) IいH 抑 g 少g叫| ρ/ 1 2お5蜘即附| 少仙芯 |  

1仁;:二::;?Tγ!アプ |?士rづ1:ごつ1?つ1 U|LL川0よ』iU| |!つ:r171| ;  

1  13ヲ怒民1 1  

15孫

9賞品

1  

3  

註 背l Oi 1袋/0.1
m 3入 ク ラス ト紙袋入

ノ宅ー ライトとは真珠岩を粉砕して，急激lζ
加熱膨脹さ

せたもので，内部lζ 真空状の空隊を有する，きわめて終

い白色ないし灰白色の砂状の物質であります。パーラ イ

トは非常に軽く ( 者比重0.0 4 - 0 .2) 耐火，断熱，防音

性を有しておりますので，石灰. 貝灰，石脊，プラスタ

ーおよびセメントなどと混合，建築用の軽量保温材とし

てき優れた特性を持っております。また断熱材，吸骨材

i甘l弁用，成業用，園芸用などに利用されております。

ノミーライトは 10数年前，米国にて建築材料として使用

され始めて，以来逐年各国における使用量が増加し，昭

和31年度K は. 米国のみで年間40万屯の使用量[ζ 達して

おります。

わが国では軽量骨材は火山国のため，軽石などの産出

多〈人造軽量骨材の需要は欧米ほ どではありませんでし

たが，最近，建築材料としては，天然軽石 より も人工軽

量骨材の方が利点の多いととが判りま したので，各種産

業の伸展に伴っ て漸< ，パーライトのどとき人造軽量骨

材の需要が場加し， 一部輸入品が使用されている状況で

あります。当社では，かねて よりわが国K 笠宮に存在す

る真珠岩の利点lζ 着目し，研究を始めておりましたがー

最近品質 ，価格の点でも充分輸入品に匹敵する製品の完

成を見たものであります。

パーライトとは何か

主

5.  使用上の注意

( A) 混練

( イ〕セメント : 各材料を混線する前 [ζ パーライトを

充分水lζ 浸してから取上げて水切をした後，セメントを

混入して，さらに少しづっ水を加えて適切の 軟 度 lζ す

る。ミキナーは，普通のものでも使用できる。線上げ る

途中 ，般車Rりとなるが，そのまま水を加えないこと，線

上りは，砂，セメ ン トの場合よりも腹自にする 乙と. 丹l

紋の場合はパーラ イ トを入れ，7J<をカ1J え少し事Rった後.

セメン トを入れる。* は練れる程度に極力少なくする 乙

3匁
パーライトの性質

( イ〕軽い筒比重 0 .0 4 - 0 .2 ( 砂の重量のl;{o- %O)

( ロ 〉 耐 火 性 熔融温度 1000

0

C以上

(ノ、) 熱伝導度 σ = 0.0 3 - 0 .05kcol / mW C  

( ニ) 化学成分
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筆 者 二J I: 金凶鉱業大阪支J.!i 技師長 金 子 健 児

ノf ーライトプラス ターの配合

三 井 金 属 鉱 業 株 式 会 社

本 広東京都中央区日本備室町2・1・1 m@4101- 9  

大阪支l占大阪市北区中之島3' 5( 三井ピ J レ) 低 @3 7 31

. 3751・3931・3951

( 印プラスト) 1 : 山 イ ト ) 2 欄 配合 |  仙 沼 0.73  4 巡圧縮強度 4. 5kgfc m
O  

)  1  ( グ ) 3  11 I  11 0.62 グ 2. 6kgfcm
O

使用上の i主窓事項 パーライトそのものは磁化性を干J しないのでセメント ，プラスタ ーで硬化せしめる乙と。

硬化時Ａ日｝は急結性のものがよい。石苛プラスターおよびアル ｅ ナセメント ｾ ｯ 保組材用コンヲリートにはア ルミナセメン トが非常 ｦｾ よい 。

m fT 比

7 ) レミ ナセメント ノぐーライト

5  

35 

7 日圧縮強度

59. 9kgfc m"  

0. 8 

14日圧縮強度

62. 0kgfc m
2  

1. 0  

気 乾 比 重

0. 92 

0. 37 

と。7] <が多いと 収納f臼裂が生 じやすくな る。

米国ではパー ライト 30 l 当り 0 . 23 l位の空気述行剤の

溶液を水と混じ使用して，使用水量を少なくし秋度を上

げている。

( ロ) 石膏プラスタ ー : パーラ イ トおよび石f fプラス

ターを空絞りしておき，使用の都度lζ 適量づっ水を加 え

て紋る。 Y N プラス ター，ニュー石膏プラスターの類は

紋合わせ後 4 時間以上経過したものは使用しない ζ と，

または追加紋はしない 乙と。

ーーーーー 加 偽i: l定 ( c ・}

3同 538C・ 70. C・ 760C.

2曲

2 1∞ 

:邑

，t  

260C・{腿倫限界温度)

l I [ 砂をルタル

If{_サ 2 四

1 = 3  

( ノ、) 漆l喰: 石灰，貝灰， 窃j ，籾lを先lζ 軟らかめに. l Wi

り，よく混繰り使用する乙と。

( c ・}

( B ) 塗 り方法

( イ) パーライト プ ラスタ ーは，一般のプラス ター より

緩いため銀の捌き方が楽に な りますが，銀について移動

しやすいから押えるように塗り 上げ る。 なお塗上げ中，

空気を混入し気泡を生じやすいから ，後刻乙れを抑える

と同時に全体的に押える ζ と。銀押えの l時期は一般の方

法と同様なるも 1時間的に少 し遅くした方がよい。

( ロ) 塗る場合と塗った後の養生方法は，一般左官材と

同様lζ 注意の乙と 。

( ハ) 下塗，中塗 lζ は木鎧を使用する乙と。都合 l乙より

金銀使用の場合は，櫛目を入れておく とと。

( ニ) 下地がl吸水性( 煉瓦) のものである場合，下塗』ζ

|訪7l<1'TI Jを使用のこと。

( ホ) 砂iζ 較べて水 引が早いので，銀仕上の l侍聞に注意

する乙と。

o  2  4  6  8  10 12  14 16 18  20 n  24  26 Ｒｾ＠ 30 32 3正 36 38 ｾ ｏ＠
一ー一 一一一・ 健治時間( ゆ}

: J . ! 線パーライトセ メントモルタル点線 パーライトプラ ユター配合

それぞれ1: 2 配合1:2以下托すれば，乙の回線の位位 lま更に下る。 叩ち耐

火度が高くなる。

(  6 ) 各種試験結果

( A) 建築材料としての各種試験結果

(イ ) ] 1S5002 構造問根抵コン デリ ート: 見出比霊1草n合格

( ロ) 粒il [ :細骨材合絡，安定住 : 甲~丙 有線不純物誠験 . 合絡

モルタルま たは コン 9 リートとしての強度A 級合格

( ハ) ] 1SA1301 木造建築用， 防火材料およ び栂進の防火誠験1級却l

熱合格パーライト，セメントまたはプラスター

厚き 2c mの践験品の1J ! 面温度 90.C以下

厚き 3c mの銭験品の裏面温度 60.C以下

屋内用材料およ び椛迭の防火材として J I S1級合格

( ニ) J I SA 1302 鉄筋コン クリ ート 造，鉄骨鉄筋コ ンクリ ート造およ

ぴ鉄骨コン 合リ ート造，防火被援銭験酉i灰造1級被桜合絡

( ホ) ｊ ｉｓａＱＴＰＱ 塗装用セメントモルタル滅験 ｦｾ 合格

( 於東京研究所)

( 8) パー ライ トセメント 毛ルタルの比重強度 (パーライトの J IS A5∞ほの細骨村の範閣内向比ヨ¥0.1 )  

則 合 比 I  I  材料使用量k g/m" I  I  

現 場 容 税 同E 合

7  

ポールト

ランド
う民

セメ ントノマーラ イト

1  2  165  ＵＹＰＮｾ 汁ー Ｖ
1  3  173 424. 3 1  162.2 1  473. 8 1  451. 0  

1  4  173  333. 7 1  170. 1 1  483. 7 I  459. 8 

1  5  169 280. 6 1  178. 7  479. 7 454. 6 

川 紺i 強 tJl:

( k gfCI11
2

)  

11  i'，'4  

l曲げ強度

12.5  

6. 4 

5.6  

4. 1 
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サーモコン巡の大l脱出f公舎

サーモコンはサーモメーター( 米H変Ji") などのサーモ

とコンクリートのコンとを結合したもので， ;;)f'P.-I ζ 対し

て匝止条な雄策材料である乙とを表現している。コンクリ

ートといっても骨材を使用しないセメントと ，Ｉｾｩ 包 ｾ ｊ とＺ

/ l <だけで膨J l l i えさせた細胞状磁化体、C7]<. よりも '1係い。しか

も構造体l乙必妥な強さを持ち. 1  14正式の現場打ち構法に

披巡のコンクリー卜である。

“ ナーモコン構法" というのはすーモコンで構築する技

術の総称であって“ ナーモコン工法" はその胞工法を指

す。

"、
'ロ

2車

サーモコンの発明は古い。しかし米国ニュ一方 J レリン

ズ市 ヒギンス社では，ナーモコン構法としての研究 ・試

験を始めたのは戦後の ζ とで，今日の構法と特許とをE在

、Y したのは昭和26年以後の乙とである。同社では，ここ

に至るまでに 10年の歳月と 200万弗の研究貨を投じたと

いっ ている。

114互にが1介され当社が研究を始めたのは2811三8 )J か、

であるがＮａ￧絡的試験研究は ｉｉｒ 和 ＳＰ ｾｦ Ｘ Ｉｊ から笠年 Ｕ 月に

わたり ＱＱＴｾ セメ ント社で東京 」二六 とｾＮＦ省の参 加を 得

てs 実大建物による振動実験 ・火災実験 ・it 右の試作を

合tr大イ七附けなものであった。そのお13梨. 米| 司との技術

提携 ・会社の創立 ・建設省の通牒( サーモコン iist没ni"t!

J t ' i ) となり，昭和31年 8 月やっと E号機材の製造がi刻始さ

れ，実際サーモコン造越築工 'Jcが各地で- 始まった。

なお ｾ￭ Ｒ 次試験は ｮ 本住宅公団で ｩ 則和 ＳＲ 句主 Ｓ 月から行わ

れ本年 3 月完了した。この試験抱当者は日本セメント社

・東京じ大 ・'j .lJi fi 大予と当社であった。

試験結果の裕史要

サーモコンの特性を明らかにするため，これまでの試

験粘果の概要を放水すると次のとおりである。

1  物理的性質に関する事項

b材料 ・調合比 ・泌総方法はJ : j t行どおりでよい o

' ぺーストの膨阪本は2.0 - 2. 3的とする。

伊カナ比重( 密度〉は 0. / 5- 0. 9の純凶であ 4山

静4週圧縮強度は4 3 - 51kg/cm ( 常温) であった。

' 曲げ強度は圧縮強度のx- %である。

h鋼材とのヤング係数比は70- 85である。

制時燥収納本l士0. 3%内外である。

76 

サ 毛 コ ン

ー断熱係、数はO. 15- 0. 18kcal j mh
O

cである。

ー ＱＱ ＮＱ民 ｊ ｊ＼Ｎ＼ＮｹＮｾ (ヨヰt' i ・24時間) は26% であった。

2.  化学的性質に関する事項

炉型枠内のJ)<. 和熱は冬季で絞高65

0

C Iζ 達する。

' 中性化IWlt.のために表面i乙被覆塗装せねばならね。

3.  補強鋼材に関する事項

' ワイヤメ γ ジュの補強効果は極めて適切で‘ ある。

炉メァ ν Aの定法は2 コマ (20cm) でよい。

炉鉄筋との付近鎗度は9. Ｘｫｧ ｪ ｣ｭ ｾ 内外であった。

' 鉄筋の定J資長さは R.Cの場合の2- 2. 5倍となる。

" 。のすu捕iは5d以上のL形にする; 与がよい。

炉透水半は0.0000l ccj minj cm
2
であった。

' 地援に対する振1( I ) ) . ! ! I 期は比較的長い。

炉取5r k作業tζ よればサーモコン造は大亀裂，大l彼泌が

なし、。

' 火災実験』乙よる建物の仲びは微小 (R. Cの地位) 熱

もほと んど壁袋面に達せぬ。火陥倶IJ 表面に浅 く亀甲

状亀裂が入るが，復旧は困難ではない。

ｾＲ 級耐火材料試験Ａとおいて深さ Ｒ｣ｭ で ＲＴＰ Ｐ ｃ 内外で合

格。

ー凍結局! l t 解試験( サーモ ν - ) レ塗装) によれば供試体

が重量減小を始めるのは普通コンクリ ー トは21 サイ

クル. T. Cは84ナイク J レであった。

4.  梁に関する事項

ー! 梁の主筋をメッ V ュに i置き替えても十分安全である

炉現行のT .C構造規準の染安全* は4.4- 10である。

ｾｔ Ｎ ｃ の Ｕ 誌の変形は ｒ Ｎ ｃ に較べて様性変形は Ｒ Ｑ 六 。 ，許容

了日rjJ¥H寺お よびl政域l I !j は J ' ; 2である。

5  壁に関する事項

炉中心軸圧納』ζ 対しては| 制婚なし。メッ ν ュの早期舛i

! t f ¥もない。

' イM心掛 1南lt があ る程度の限度内では引張り側沿裂は/ 1 ¥

t H、。

炉壁のJ)<. 、l i )) に対する耐) J 試験のが，巣 liJ}i { u . ; J . :でよ

し、。

ｾ Ａｪません断 Ｑ ＨＱ裂がはｾ草しでも耐力は 低 下しなかった。

6.  床に関する事項

ｾｒ Ｎ ｃ の Ｇｬ ｩ￭Ｇ ｲ￭ ｊｴｩ ｉＧｾ Ｇ［ｲ式を ｈｊ いてよい。

ｾ ｲＮＱＭｽ， ｊＧＩ Ｚ､ ｵＨ｛ Ｑｴ＠ R.C  '，' inn，汁釘式強度の2.75- 3.0依であ

， /，・ u

i  届住恒に闘する4U員

' 耳李外気温昼夜の高低波は著しく平均化される。

炉冬季は壁厚 22cm以上 の 土造K 相当する防寒性があ

る。

.  
、ー

1  



J  

， 

日 本 サ ー モ コ ン 株 式 会 社

本 社東京都千代田区大手町1の4大手町ピル6階

現 Ｑ 困Ｎｑ ， ｾＷＵＶＱＭＴ

大阪出張所北区鰐田町新阪神ピル 6 附f ! t@3351- 6

ー空中伝導遮音性はすこぶる良好で平均40- 45dbであ

っTこ。

8  施工に関する 事項

b施工は簡単容易で，特別の技術を要しない。

b日本人式技術iζ 著しい進歩が見られた。

b表而鯵えとその仕上げ技術IL一層の研究が要る。

' 屋根防水方法は案ずるにおよ! まぬ。

' 工期は早く，現場作業管理は簡易である。

Ｇ 工事 ｱｾ は低廉ではあるが，なお今後引下げの余地が

ある。

特 質

(  1  ) 細胞状セメン ト硬化体を繍強した構造体である 。

( 耐久 ・防虫鼠 ・耐火 ・耐震体である)

( 2 ) はなはだ軽く コンクリートの約%である。 ( 耐震

的で基礎は簡単に なる)

( 3 ) 圧縮強度はコンクリートの約% である。

( 4)  ｩｊｬｾ力性の大きい構造体である。Ｈ耐震的で大破壊

の危険もない)

( 5 ) 断熱効果はコンクリートの 7 倍ぐらいよい。( 架

暑を防ぎ屋根下の二重天井は要らない)

( 6 ) 耐火材料としてはコンクリートより遥かに優れて

いる。( 火災iζ 逢っても表面が僅か痛むだけですむ

( 7) 遮音 ・防音に適している。( 各室の閑静を保つに

よい)

( 8) 凍結1( ，滋え結露または透水のおそれはない。 uよ

季Iζ よい)

( 9 ) 型枠の中で膨脹硬化する。( 鉄骨の被緩やカーテ

ンクオールlζ 適する)

( 10) 発熱効果と軽丞で，型枠存置期間がす乙ぶる短か

い。( 工期を短縮し経貨を節約する〉

( 11) 鋸 ・鈎 ・鐙 ・釘 ・木捻子が平IJ く( 雑作工事 ・取付

工事が容易である)

( 12) できた壁 ・天井面は平坦である。( 左官のむら直

しが安らない。塗装ですむ)

( 13) 表面にへヤクラックが出るが構造に影響はない。

( 塗装か左官で安く仕上がる)

施 工 の 概 要

サーモコン構法はゼネレータ (i .民事l ! {幾) ・発泡剤 ・型枠

と3 つの特許からなっている。その補強に細い鉄筋を使

うが，壁やスラプはワイヤメッ ν ュが重要かつ効果的な

役割lを了している。ゼネレーターはセメント 7袋線りで 1練

りのでき上りは約0. 56 m
3
で‘ 約 5 分閣を要する。型枠は約

13種類の定尺物を金物で組合せるが，建込解体とも極め

て簡易で，持4S君! 工を必要としない。かつ損料手間とも鉄

ｍ 糾Ａｾ事ゼネレークー 砂

筋コンクリートに比して遥かに安い。ゼネレータで混鯨

したスラリ ーはホースで型f ' t ' < I ( . 流し込むので人数も僅

少. 工費も安い。ただスラリーの漏出と型枠解除後の表

面手入れに注意せねばならない。型枠存置期限は通常中

1日で解除してよい。

日本サーモコンネ上は特別の場合のほかは，全体工事は

もちろんナーモコン躯体工事だけでも3背負をしない。一

切は綜合建設業者にやってもらう乙とにしている。当分

の閲，機械と型枠などは賃貸する関係上，運転手と技術

指導員を派巡して工事を完遂している。

設 計 の 要 領

サーモコン壁式構造建築の設計は H サーモコン造設計

婆項案" による。

間取りでサーモコン壁の心心間隔は30cmの倍数でやる

乙と。サーモコン自体の天井高はなるべく 2 . 4mとし，そ

れ以上高くせねばならぬ場合は， 40cmの倍数で天井高を

決めればよい。

サーモコン造建物の設計は誰でも容易にできるはづで

あるが，設計要項がのみ乙み難いために煩わしいと思わ

れる方は，スケッチプランを提示されたら当社ですーモ

コン躯体の設計と見積mを作成いたします。

壁式檎j去の実績

今日までのすーモコン造建物はほとんど全部壁式構造

であって，件数だけでは個人住宅が最・大，社宅が乙れに

次ぐ。平家と 2 階建はほぼ半々。坪数で多いのは病院の

病棟で，岐阜病院の300坪，多治見病院の340坪，群馬病

院の400坪，松浜病院の800坪( 工事中) 以上いづれも建

築主の満足を得たが，その恐由の最大は( 耐震耐火耐久

…・・を別として) 居住性の仏噛にある。とくに北海道そ

の他から冬象外気甑が認下 8

0

C 伎の朝，火を起す前』ζ 室

内は 8

0

C を下らなかったといわれている。この居住性は

最近，九州でも高〈評価されて，炭坑その他の労務者住

宅[ 乙大きな需要を見るに至った。居住性のほか工事期間

の短かい乙と，工事貨の安い乙とも Hわれて鼠・近，住宅

のほか事務所や商庖 ・倉庫 ・恒温室その他需要範囲は毎

月拡大されている。

Ｈ筆者日本サーモコン ｋｋ 大阪 ｕＱｾ 所長中山富平Ｉ
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富 士 波 長 尺 ト タ ン ・ 富 士 波 ラ ス シ ー ト

近代科学の進歩を建築工法上についてみると，建物構

造の大型化 ・高層化または量産化へと . その指針を明確

にしてきている。そして司乙の建築工法の推移に伴い.

建築資材についても，当然各々の要望l ζj，S じた，軽量; ・

高強度 ・不燃かつ耐震性 ・大型ナイズ . : ! 1i : 産化へと研究

が進められている。この見地から既存の建築資材を検討

するとき，進歩しつつある建築工法の要望する条件iζ 最

も多くの適応性を有するものと して，高度の設備と技術

!ζ よっ て生産され るところの冷閲圧延長尺鉄板が，まず

第一 [ζ 考えられるはづである。

今日 ，建築資材としての長尺鉄板のうち，とくに最近

議んK 使用されている長尺亜鉛鉄板は従来のトタン板と

いう観念を脱皮して，最も進歩した近代建築向の新材料

として大いに認識を深めてきている。確かlζ 長尺亙鉛鉄

板は経孟で耐久ノりもあり，最も耐震的であると同時に不

燃性の効用も認められている。しかも非常に大型ナイ ズ

がiS られ，量産が可能であり，さらに経済性の点も優れ

ているな どは，イ也の追随を許さないものである。

かよう κ 今や長尺鉄板! 立がI建築資材と して大きな期待

を持って迎えられているが，その恥も代表的な製品のー

っとして「富士波長尺トタン」および「官士波ラス ν ート J

を御紹介する。

富士波 長尺トタン

長尺亜鉛鉄板を第 1 区lのよう なお士放に波付加工した

もので，ニ山おきに吊金呉用の特殊山があり ，両端はス

調書手ハゼ巻締

プ リング式に似込みー操作で

巻締めができるようになっ て

いる。したがっ てトタン板に

直接穴をあけたり釘打ちを し

なくても簡易に取付ける乙と

ができ，長: 1 昭夫叙施工上のー

つの問題点である熱による伸びに起因する釘穴の膨脹，

そ乙からの雨水の浸水という点についての予防対策が考

ｾ＠ ｾ＠ .  .  
¥- - 24.3cm- ←- .24.公 明 ー →ー- 24.3cm- i

m 1 図

J低されている。

乙の特殊な山型断! 日については，東京工業大学の後藤

&f j t: 室に おいて， 五年鉄板の各種のブォーミングについて

研究した結果，案出されたもので，山の形状 ・大きさ ・

ピ y チ間隔 ・取付個所筒隔など， すべて力学的に絞も板

の強度を高め，有企} J ! &i 私が大であるように決定さ れてい

る。 そして同工大の渡辺研究室とメーカーである東邦ヱ

78 

業との共同設計による高性能なコ ーJ レドフォ ーミ ング ロ

ーノレ lζ より ，乙の抜雑な断面形状が正確に成型加工され

ている。 なお， 乙の原板は富士製鉄の冷間圧延薄板 コイ

J レが使用され，東邦工業独得の優れた技術で亜鉛鍍金が

施されてあ り，材料自体の優秀性が一層製品の品質を高

めている。

規格としては，厚さ帯26，帯28，ｾＲ Ｙ ，韓 Ｓ Ｐ の四種で ， 長

さは工場生産による働き巾 2 . 4尺ものは輸送の関係で42

尺までであるが，ポータプ J レ機械による働き巾 1. 15尺も

のは42尺以上自 在である。

富士波ラスシート

前記富士波長尺トタ ンと全く同じ形lζ 波付加工した長

尺鉄板の片面または両面K エキスパンデッドメタ J レ( 大

型メタルラス) を山型と直角 K 組合せ，屯気熔接して一

体としたものにメラミン樹脂系塗料を吹付塗装し，赤外

線乾燥iζ より仕上げをされたモルタルまたはコンクリ ー

ト下地である。 第 2 図

画壇畢9・'¥ゼ 17凡ラ2 富工置且晶 吊量旦岡判楓山 名山掴電負陣檀

規格としては，メタルラスの種類によっ て，

A  : 鉄板厚0. 8 ミリダイヤ型20 ミリ X 45 ミリ

B  : 鉄板厚0 . 5 ｾリダイヤ型 Ｑ Ｓ ミリ ｘ ＲＵ ミリ

C : 鉄板厚 1. 2 ミリダイヤ型41 ミリ X 89 ミリ

メタルラス両面熔接の場合はA A，A  B， C  B の組合せにな

る。

鋼 榔 1.寸 法 lu: 数|一坪

メタ J レ

ｊ Ｎｉ ＮｳＮ ｬ ｬＡｩｾｲｴｊ ｬ 長吉 士型| 鰍山 延尺

ラス Jft 途

種 類

書
3 0

1
2
吋42尺迄1 6  1  2  115尺 A  屋片綬面主・主外

m

壁モルタル

書2 9 1  11 I  11 L_I，_I_ / 1  1  11 
B  

天井 . 1ft面』目下函モル

タルJt 塗) f t

Ｒ ｟ ｾ ＱＢ＠ 1  11 1  11 1  11 1  11 

C  夜- 7ト1片喜・屋商在塗f用ＺｊＯ＿ｾ＠

26 1  11 I  11 1  11 1  11 1  11 
A A  間仕切 ・外商明塗m・塀モ

ルタル両

品組合種間は上記鉄板( 例厚) とメタルラスの種類を A B 伊m モルタ J レ両面塗

せて下さい. (O!l )#28‘ A 事26・C B

御希盟1 1 : より上記以外の製品も製作致します C B 床商コンクリート・

- Iモルタル両面塗用

富 士 波 ラ ス シ ー ト の 特長

(  1  ) 長尺鉄板であるので検継手がな く，縦継手は防水

第 3 図

.  
」

1  
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係 4 図

テーフ。を挟み完全に巻締められ，特許になっている特殊

山と吊金具で鉄板に穴をあける乙となく取付け られるの

で，完全なる防水ができる。 ( 3図， 4図の参考図参照)

( 2 ) 宮士波型に コJ レグー トされた鉄板の強度とエキス

パY デット メタルが電気熔接によって縦横に完全に密着

され，さらにモルタルまたはコンクリートの強度とがー

休となって働くので強度が非常に大である。

( 3 ) 波型鉄板とラスとの強度をそれぞれ縦横のパ ラン

スを保つように組合わせであるのでキレツを生じる恐れ

がない。

( 4 ) そのほか耐火構造 ・J隊品構造となり他の資材を節

約する乙とができ，また特許の吊金具lζ より取付け施工

が容易である。

施工用途

使用個所としては，屋根用をはじめ床周 ・天井および

内皇室用 ・間fr切り用 ・外壁用 ・塀 ・タソク ・隠道などの

下地や型枠その他 IC使用されるが，各用途別の特長とし

ては，

。屋板lζ 使用すれば・. . . . .

(  1  ) 勾配を少くしても絶対に雨漏りの心配がなく，近

代的なフラット J レーフ( 陸屋根) や丸型屋根も特別な防

水処世を施さず簡易にできる。また原線而志!i を縮少する

乙とから小屋組み資材を節約できる。

( 2  Ｉ粍盈 構造 で耐火 ・ 而 Ａ￭ｾ ・ 防暑 ・ ｬ 兇来しかも耐久的

である。また軽量であると乙ろから小屋組 ・性 ・基礎材

の節約が行える。

(  3  ) 強度が大であるので母屋間隔を拡げる乙とができ

て母屋材の節約iζ なる。

( 4 ) 施工が簡易なので，工貨の節約とエj切の短縮が行

える。

。w用としては・ー

(  1  ) 槻太間隔を 1 メートノレとしても，厚さ 3 0 ミリのモ

ルタノレを塗っただけで平方メート J レ当り 500kg の荷重に

対し鏡みは 3 ミリ以下，1 b ( 大強度は 1 トンも出る。 しか

も， ζ の床の自重は i生か、p: 方メート J レ当り 60kg しかない

から，荷重力の大さい丈夫な休が桜並で根太間隔を広〈

造る乙とができ‘ 資材の節約と同時に耐火 ・耐震 ・耐久

的な床が安価! こ仕上る。

下部天井館tH

( 2 ) とくに 2 階以上の炊事場

. 浴場 ・その他水を使用する工

場 ・作業拐などの場合でも防水

層を必要としない。

( 3  ) 軽品鉄骨造などの場合

で， 1階天井と 2階床とを併用す

るようなときには，とく に便利

で，経済的に行える。

。外壁用としては… …

(  1  ) 防水が完全なので鉄骨や

木位の腐蝕を防ぎ，建物の耐久

性を増大する。

( 2 ) 耐火性K 宮み，と くに耐震性iζ 優 れ た 外 装 と な

り，モルタノレのキレツを防止できる。

( 3 ) 軽量で強度が大であるので下地を 2 メート J レ間隔

とする乙とができるので，間性の節約が行える。

(  4  ) 木摺やノ f ネ J レを必要とせず，完全な壁主体が簡易に

できる。

。間仕切用 としては… …

(  1  ) 両面1(， ラスを熔接したものを使用すれば，壁厚 4

セγ チで丈夫な耐火 ・防音性の壁が仕上る。また防火壁

など も容易 iζ 経済的に行える。

( 2  ) 上下両端を保持しただけで間柱を必要としないの

で著しく資材が節用できる。

。その他天井 ・内壁 ・塀用と しても，それぞれに特色を

活かして合理的に使用される。

乙の官士波ラス ν ートおよ び長尺 トタ シは発売開始以

米，今日まで僅々 に 2年であるが，すでIC国策ノマJ レプ旭

川工場( 屋根) ，東北電力の数発電所( 屋根) ，風間ス

キー製作所( 屋根 ・床 ・外壁) ，講道館( 屋根) ，東京

の砂町小学校 ・大森第三小学校 ・横浜商業高校の各講堂

( 屋綴 ・外壁) ，足立体育館( 屋根) ，名古屋大学基礎

医学教室( 屋上屋) ，大阪 ・九州の各大和証券事務所(

屋根 ・外壁) など学校 ・講堂および体育館 ・工場 ・事務

所lζ 多数使用され，各々に好評を博し，今日では月間約

1万J ; ¥] ^ ぐらいが使用されている。 かく のごとく 本品は.

全く新しい建築資材として各方面の注視を浴び，今後ま

すます需要の増大が期待さ れてい る。

製 造 元 東 邦 工 業 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 日 本 編 江 戸 締 3 ノ 5

m話 (27) 5  7  3  5  - 7  - 9  6  4  7  - 9  

販 売 元 安 宅 産 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 今 総 5ノ 14 電話 (26)7691・8233

東 京 支 脂 取 京 都 千 代 悶 区 大 手 町1ノ4 flI括 ( 20) 6411

名古屋支脂名古屋市中区間井町2ノ 1 m穏 (23) 2161-7651

八 幡 支 広 八 幡 市 枝 光 白 川 町 1 ノ 812 m筋5131

小 樽 支 広 小 栂 市 沼 町 5 2  m括 (2)6121

株 式 会 社 木 下 商 ，宮

本 広東京都中央区八丁姻2ノ7 電話 (55)9341・9351

大 阪 支 応 大 阪 市北区中之島 4ノ 14 m結 (44) 4871- 5871

札 幌 支 広 札 幌 市 北 二 条 W : 1 ノ 2 也 話 ( 4) 2211

八 幡 支 庖 八 儒 市 北 本 町 3 ノ 似 5 m結 (6) 幻 31- 4

株 式 会 社 日 興 商 会

東京都中央区日本舗室町3ノ1 電話 (24)3116- 9

7'9  



軽 量 鉄 骨 構 造 の 壁 ・ 天 井 に グ

ｾＮＺｺ二ＷｴＺｊ煎ードＧ
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ウオーI Ii 帰 。 ー ヲ イ ト

(木毛セメント板)

木毛板・石綿パネル積層板

実用新案司.. 1111月中

旭化エ級製造株式舎主主

J I S 許可工場

本社工場 尼崎市下坂部久々知前235 包括大阪 (48) 3082

常 II 所 大阪市北区茶属町38 低額大阪 (37) 代五555- 7

、
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ネオユニオンボードについて

乙れを経量鉄骨格造の壁天井に

使用 しますと「夏は涼しく冬は暖

<  J 暮せます。mt くて. 早くて，

なお作業能率も一層 向上致します

理想的な乾式建築材です。

特 徴 防 火 ， 断 熱，吸音，遮音，結み'防止

~工場や倉庫の天井と壁κ ~

~住宅や学校の窓下ナッジュパヰ、 J レlζ ~

~講堂や病院の騒音防止に~

ウオールポーライトについて

ワォー J レポーライトは，ラ イトグージ専用の木毛セメ

ント板です。最近ライトグージ使用の建築が急激に増え

てきましたが，その天井および壁材には殆んどクォー J レ

ポーラ イトが使用されております。結局ライトグージに

は，相当j写い材料で，なお値段の廉いものを要求されま

すので，乙れに適合するよう な建築材料はクォー J レポー

ライトの他には見当りません。 しか も施行が非常に容易

でありますので，需要者の皆様iζ 大へん喜んで頂いてお

ります。

ネ オ ユ ニ オ ン ボ ー ド の 規 格

| 以 I  I日 l  故 |  沼 l  幽 げ般駆除数 |  見かけ | 伸 縮率 |  吸 水 単

組 類 I I  I  I  I  I  -- I  I  

l 兎 I c m  I  c m  I  k g  I  k gj c m
2  I 比 m l 労 l 場

S 型 {片面貼} 20 60 182 24 122 1. 01 0. 11 0.24  

11 11 11 90 11 36 11 11 

11 11 30 60 
11 

26 162 0. 72 

11 11 11 90 11 39 11 11 

D  豊田 ( 阿部貼} 25 60 11 32 301 1. 03 0. 10 0. 24 

11 11 11 90 11 49 11 11 

11 11 
35 60 11 

34 377 0.85 

11 11 11 90 11 52 11 11 

島Z

%  

ウ オ ー ル ポ ー ラ イ ト の 規 格

rn I  長 I  ill I  出 Ｑ ゲ 舷ｾ I  劫伝J ! J lJl

c m  I  c m I  k g  I  秘虫 k g I  (λ 伯)

股 富一 a i  

12日B I  516 I  2. 048 

50 60 180 19 1∞ 以上 0. 08 0. 26 0. 38 0. 61 

50 90 180 28 130  以上 11 11 11 11 

80 60 180 30  150 以上 11 11 11 11 

80 90 180 44 190 以上 11 11 11 11 

100 60 180 34 180 以上 11 11 11 11 

1∞ 90  180  51 210 以上 11 11 11 

"  

80 

{且し 、 ウオ ールポ ー ライ トに両面1 c m厚のモル ? Jレを強った場合は 、その強度は5倍以上になります.

また天井には野地板兼用とし

て，絶対に折れないクォー J レポ

ーラ イト M 号 ( 金網入) もどざ

います。

乙の M号』ζ プラスタ ーまたは

水性塗料で仕上げて頂ければ，

美しく ，佼雅な 天井ができ上り

ます。

クォー J レポーライトは，木毛

セメント板の持つ特徴を最高度

IC利用してをり ，現在ライ トグ

ージの建築の構造体には不可欠

のパネル材料であります。

特 徴 ' 防火，防熱，保温に宮

んでいる o

' 軽量，強靭，耐久性を

持っている。

b切断. 施行容易で工期

を短縮する。

ー価額が非常に低廉で建

築費を廉くする。

b塗装 自由

用途 内壁，外壁天井，間仕切等

L  
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大 阪 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 ・工場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 4 - 33 

沼 話 @ 2 8 1 2 - 3 ・3 1  1  6  

東 京 支 広 東 京 都 大 間 区 新 井 宿 5 - 547 

f G 話 ⑬ 2 9  4  7  

名古屋支庖 名 古 屋 市 中 区 正 木 町 2 - 27 

f G 話 @ 0  3  8  8  

京 都 支 庖 京都市左京区東大路三条上 j レ東門前町

電 話 ① 3 5  8  1  

東 京

神 戸 支 庖 神 戸 市 生 田 区 加 納 町 4 - "" 1 一一一一

電 話 葺 合 ② 8 8  4  3  

一" ， 



事 を す る た め に は

マ ル エ ス 印 石 綿 ウ エ ル ド ル ー フ イ ン グ

マ ル エ ス 印 石 綿 エ ア ー フ リ ー フ ェ ル 卜

マルエス印石綿ノーコルーフインゲ (特許31408)

マ ル エ ス 印 ガ ラ ス 網 状 ル ー フ イ ン グ

日新互業株式曾批大阪支庖

.  
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合 ( 3 月 分〉

定時評議員会

25日 41時半一- 51時半 於会館集会京

出l市 省 評 議 員 委 任 状 共55名

J  

J'jl 事* 畑副会長ほか 3 理事

議 主q l ) 討議員会議長，副議長互選の件

( 2 )  11白羽33年度収支予算審議の件

( 3) 会長および副会長 1名. 理事 13名選任の件

評議員 (技術部門) 懇談会

19日 正午- 211与 於会合 ｉｾ ［ 会議主

山 市 右 滝 本 氏 ほ か 9 評議員

技係7Ei 門より選出の会長，副会長， J'll' _ n : および評議員

会副議長の候納者に関してな凡を交燃し懇談。

理 事 会

14日 3時ー一一4時半 於会館会議本-

ｈｾｉ＠ ＧｾＱｉｊｾ 将竹腰会長ほか Ｘ J:l f' jT- 山邑区一'Ji

議 事 ( 1  ) 定時評議口公開催 の件

( 2 )  1I{l和33年度収支予斜決定の件

(  3  ) 次年度理司 l 会 l乙I-j i jきり事項の件

(  4  ) そ の 他 川H' 付羽 133{ f 度 1 級建築1- 試験委

n推薦の件 {ロ) 会館建設併入ぐ訟の償治相l

後に f対する1 ' 1二 円ゴノレフ同 ｨｾ 新 ｅ 没 ｬ 二

関する {LI'

( 5  ) 入退会者 1T<-，l{( のn

(  6  ) 報告事項

新 l日役員惣談会

8日 正午- 211 !j 於会宮山保 全 Ｇｾ

出席者 束均11. iJJ )池和Ij r. H位 以 ほ か 15JJ;

次期会長候補者の件に閃して懇談。

.  
、e

事業委 員会

3臼 51時半一一 7時半 於会館会議室

出席者 鴛 毘，岩崎正副委員長ほか 9 委員

議 I J I ( I ) 3 止! の事業企画について

( 2  ) 次"fllt 委員会えの Ffl し送りすcJTI について

( 3  ) ゴノレブ同釘会について

(  4 )  ｩＮ欠 Ｂｲ 皮委員のｊｩￊｬＮ ｴｾ について

災害委員会

5日 311寺一- 5時 於 会fR1会議本

山市有馬湯委員長ほか Ｘ ｾ 員

議 事 ( 1  Ｉ次年度委員全えのｉＭｪ ｾｪ ぎり不思 ｩ について

( 2  ) 次年度委員の惟1 . 1 : 与について

編集委 員会

幹 事 会

7日 411: . 1 - - 7時 於会官官会議室

;1'11命名 牧野委員長，足立幹事ほか新市i!jll ピノレ

および毎 日会館...l'l i 関係者 7 氏

6  ) p; 企 Illt iの新制In ビノレおよび似 I1大阪会合' i ' iの特集に

i刻して協議立案。

委 員 会

8日 211: j - - 4時ヰ ｊＨｾ 会世 ￺ 公Ｂ会長

i品川j 必 佐 野 委 員 長 ほ か 7 愛員

議 事 ( 1 )  4 月住宅号経過説告

( 2 )  5 月軽量構造特集号経過報告

( 3 )  6 ) j 新建築特集号企 1II Ii審議

Ｈ Ｔ Ｉ 次 Ｂ Ｑ 度編集委員の 判 ｮｴｦｾ について

t
n

同
，

弐

九

中

頃

勾

口

駅

E

7

別
焼

却

舵

a

-

Z

任製

宇都スレート工業株式会社

本 社 ・宇 都 大阪営業所 ・大阪市旭区大宮町一丁目 103

附張所 ・名古屋 ・新居浜 ・岡山 ・広島 ・下総 ・小倉 ・福岡
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気光i ¥遁風器 室

販

売ｅ｢ｾｾ 司君ＺＮｩｉ￭ｉｲＨｲＮＺ｡

大阪市西区江戸堀上辺1の5

田辺工業株式会社

電話土佐堀@ i -137- 9

$  

カ

タ

ロ

グ

符

野

淳

一

五

言

一

六

寄

進

白

星

各 種 陶 管 ・ 大正 便 所・ S. P. 石 綿 パ イ プ ・ モ ル

タル製敷ブロック・腰掛ブロック・スペンサー

セメント煉瓦 -流司洗濯槽胤芥箱 ・空気抜 ・ヒ ューム管

各種セメント製品・コンク リート 製品製造 ・販売

三舟建" 実績曾⑨ 

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @2  4 2 0 番

， 
.  

1 包ii'i 火 t没例規Wli ζついて 日ド火災 野口秀臣氏

1 火災滞知機および nifj )j ) < 次努知袋置規則について

司和火災 [1;比裕之氏

見 学 会

ヰ目愛学園南本舘 ( 設計 1必 r:J 、成建設)

13日 211寺- 41時 参;Jf1.fi ' 50
名

新朝 日ピル (，Yl，n. 泡 て 竹 [1' r. ｾ存Ａ万Ｉ

，、戸会支部，ー| ー会と共催

15 口 11時半- 4時 参加f.fi 300名

毎 日大阪会館 ( 設，i ¥口官設， i 卜 施工大付事11)

学会支部，士会と j t 催

20 日 1時半- 4時 参加点200名

塩野義製薬西宮寮 (設μl' :j i'T事務所 JたT . 青山工

務 Iff)

26 11 211寺- 4J1寺

ii.!長

座 談 会

フラ一氏との座談会

27日 41時半ー一- 611!j

［ｩＧ ｾｹ ｾ ，ＮＮ［ｾ 市港会以アメリカｻ抗

11 '，1市JT J 主催 4 会代表名

本12. 学会交百世， ヒ会，建築家協会支部の共催でIjfHlU

教育委員会

27日 Ｓ ＱＱ 与 半 Ｍ ＵＱＱ ｾｦ 於会館会議室

11¥) 市. f i 竹内委口長ほか 7 z:; n

'ji: (  1  ) 次{I' .l 交委員会えの If' 送り 'JUfi について

( 2 )  i!x年度委員のJ在的について

(  3  ) 処築設備諸問会に |刻す る娘。r

参;)fIど 25名

創立記念日の集い

29日 11時半一一-51時 於大阪注ぷ会館

⑩l決閥会 l 時半- 3W!y半 参集ず 70名

(  1)  Ｑ ｝ 本の住宅 Ｈｕ ぶ住 宅公開抗 ｾｶｮ

(  2  Ｉ大阪ｾ 状 総Ｈ大阪市計画局絞供 ｪ

(  3 ) 黒部峡谷( 関gg唱力 K K提供)

⑩ ビーノレパーティ ー 3時半- 51時 参加者 40名

講 演 会

績保規則の説明会

18日 211与一- 511年 ｊｪｾ 大阪 ＴＱ ，没 ｾｾ￭ｮＧｾ

抑制および講師は下， ｩ じのとおり 。 ｊｗｾ ［ｾ Ｎｦ￭約 ＵＰ 名

1 料率体系について 料1-it;I: A会 [1 [+・I 綱氏

1. 1世話通椛jt 規定について 同 /"j 氏

1 消火枚数陸規則について 東京海上 [I +t一郎氏

l . fJJ JU/ 消火設備規Wli ζついて 住友海上 中村問符氏

1.  [ [J 搬動ノJ 消防ポン プ規則 |局 同 氏

l スプ リンク ラーについて 交 問火火 鋭 ! 日i ;k. 氏

、

'  F置下 Z担

J I<: ! sr.  

害事れで

伺 ｉ ［ｦＮｾ宅

送 集 定

リし. と

獄ぷ棺担

し$7宅P

a' o' : :、

帯 主 主 包

晶 訟 一 一 一京社式阪市東淀川区三田町一一一芭業i "fi . 衆京
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昭 和 3 3 年 度 収 支 予 算 社団法人 日本建築協会

Ilf l和33' .j 度収支 予算は IIfl 和33{!'. 3 )j 26 日開会の定11寺，P j 1 議日会において下記のとおり承認さ れ ました。 ここ に

ご報仏ー"1上げます。

一般勘定

収 入 ノ 部 支 出 ノ 部

科 11 金 ｾＧ ｬ＠ n  t1 科 11 ｾ＠ 日 n' i  

正 会 民 I ｾＮｾｾＺＮｾ∞＠
同{ 本 会 日 2. 880. ∞o  

会 t'l 収 入 6. 295.200 

地 万 公 u 163. 200 

会 議 '1'1  100. 0∞ 

古車 会 ｾ＠ 20. ωo 

安 ｮ 会ｾｾ 150.000 

I{I， ノ五込、
只 216. 0∞ 維 誕i ｾ＠ 7. 520.0∞ 

;在 t'l 10. 350. ∞o  

湖面i 講習会問 530. ∞o  

維，I J ; ｾｘ 入 7. 300. 000 

m ノ-'"匂 ｾｾ＠ 600. ∞o  

消色ｾ講習会収入 500. 000 

111 l仮 ｾｾ＠ 1. 100. 000 

! l l 会収 入 475. ωo 

雑 330. 000 

司1 :l! ｾｾ人 10.255.0∞ 正s M得 :fi 料 100.0∞ 

約 款 必 上 収入 180. 0∞ 支 部 交 付 金 260. 0∞ 

1[¥ 眠 状 入 1. 600. 0∞ 

支 苅i Ｑ ｾ＠ 360. 000 

文 部 補 助 金 100. ∞。

官匙 100. ∞。

m Jli f. 1  240. 000 

司量 収 入 599. 8ω 緩 収 入 599. 800  通 {再
'l'l 30. ∞o  

旅ｾ交通貨 180. ∞。
合 ｊ ｾ＠ 17. 150. ∞。 17.150. ∞o  

IIi 4首 ｾｾ＠ 1. 224. ∞o  m 金 資 540.0∞ 

印 刷 物 質 i2. 臥) ( )

会館特別勘定 文 房 H  ｾ＠ 42. 0∞ 

利 日 1主 11 τ 1 

2量 ｾ＠ 120. ∞o  

収入ノ部

給 N  2. 925. 0∞ 

u  '.ji 軍司 貸 宅 fI 1. 020. ∞o  

総 入 J  ふ立 釦ニ一般会計繰入金 960.∞o  

給 』吾 3. 臼5. 000 組 劃j 手 当
100. ∞o  

2を 与 610. ∞o  

犠 4兄 入 維 収 入 100. ∞。
健且I 保 険 料 132. 000 

厚生年金保険料 43.0∞ 
百十

厚 生 r空 230.α )Q 失 業 保 険 料 30.∞o  

支出ノ部 労 災 保 険 料 5. ∞o  

ｾ ι＠ 払 A1J ιI 借 入 合 利 子 832. 750 
験 日 初 利 'l'l 20.000  

経
1'l "崎L  ｾ￭＠ 料 96. 000 

賦 Ｚｾ＠ 金 30. ∞o  
賦 ;e型 金 30. 000 

瓦 i折 代 171. COO 

ノK ;cr 料 9. 600 会l ! i I勘定繰入金 960. 000 会館勘定繰入金 960. 000 

地 ｾ Ｑ＠ 49. 000 

19. 8∞ 

予 備 型t 361.0∞ 予 備

o、 W叫 I  
151. 520 ノI 、I  

百十 17. 150. 0∞ 17. 150. 000  

修 l ' J l 奴 50. 000 

人 {'I 126. ωo 

維
'l'l j  

78. 000 

百十

A 引剰余金 496. 330 

内 償 却 費 324 .∞0(l 8. 000.∞OX O. 9) +50 
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昭 和 33 年 度 各 委 員 会 委 員 氏 名

4 月16 日 の 盟 事 会 に お い て ， 下 記 の と お り i附和33年 度 各 委 員 会 ， 委 員 委 嘱 を 決 定 し ま し たので， 乙 乙 l乙 御 氏 名 を 掲

被 い た し ま す 。 ( 50音 順 ・敬 称 時 )

事 業 委 員 会

⑨見学 ・講演 ・狭間l ・展示 ・懇親会などの盲ll ;f，

の企画および実勉

井 上
i晃 〔大阪惣築事務所)

岩 崎 甚 太 郎 (K K大訴組)

尾 亀 清 四 郎 (K K三晃商会)

加 藤 毅 夫 ( EI4 : 沼々公社近畿沼郡，i)

北 村 隆 夫 (K K竹中工Z首脳)

佐久間 宏 ( 大成建設K K大阪支l占)

内 藤 一 真 ( 大阪府建築部)

中 村 信 夫 ( 大阪市交通尉)

橋 本 喬 行 ( 日建設計工必K K)

原口 広 次 ( 大阪郵政局建築部)

平 田 作 太 郎 ( K K平田タイ川

日 置 興一 郎 ( 大阪市大型! 工学部}

三 品 哲 夫 ( 大阪市訟築同)

村 上 秀 夫 ( 日本住宅公団大阪支所)

森 田 孝 雄 ( 大阪鉄道管理局大阪迎築区)

矢野 豊 作 (K K藤木工硲! 占)

山 浦i ｛ｊｪｾ平 ( 三機工業K K 大阪支J 占)

山 本
茂 ( 大日本土木K K 大阪支j川

山 本 { 変介 ( 約水足I投K K大阪支日D

山 本 義 樹 (K K銭高組)

編 集 委 員 会 側不同)

⑨ 会 ｾｈ 建築 ι 社会 」の 企両編集

塚 本 猛 次 ( 日建設計工務K K)

諌早 信 夫 ( 日本住宅公団)

内 田 成 之 ( 須賀工業K K)

小来 賛否ー ( 消水建設K K)

河東 義 方 (大阪郵政局}

キ充

銭 高 齢I( 之 (K K銭高組)
駒

敬 三 ( 駒犯Z削 J ;f6所)

平jilJ I!i 忠 司 ( 大阪市大) 恒岡 俊 行 (大阪府指導; l ! l ! )

InJ31  保 11
1
'1 ( 東洋リノリユーム K K ) 七 尾 健 三 (K K銭高組)

山 本 竜 太 郎 (K Kヤマト電匂) 西島
勇 ( 大阪市恕鎖: l ' A! )

吉 田 信 政 ( 新鋼建設工業K K) 藤 井 信 一 ( 大阪府指導課)

足.JJ.
キ ( 阪大) 福 田 勇 雄 (K K大桃組)

室 井
修， ( 日建設，11工芸ii K K ) 森

忠 一 ( 村野森建築( j J ! J i 所)

平日記 次 郎 (K K竹中工Z縮 ) 森 川 喜 代 之 助 ( 森111m剰 J ;f6所〉

穴 水 博 行 (K K竹中τ。凶) 山 田 忠 顕 ( 大阪市計両府)

鬼 武 信 火 ( 大 阪 di 大)

川 上
貢( 1 ，( 大)

紛れネＨｾ見ｻ京 大)

j斗回 {義 ( 大阪府指導，i ' . I ! )

住 宅 委 員 会

iゐ旺l 家弘 (事j' 大)
⑥住宅1 1 : 関する研究位らぴ IU:' れが改4専につい

ての一般啓毅

陶 村
J )j ( 前水量量殺K K)

荒 掲 字 三 郎 ( 日本住宅公I' H)

11，: 々木 {采 ( 東南11m銭郁必所)

石 中 達 夫 ( 大阪建築引務所)

稲 田 WJ 生 ( 双足社竹腰ru築)

上 田 光 雄 ( 大阪市大理! 工学部)

ifi 川 李I ) j (大J凪礼明t K K大阪支1，I.i)

t : t " 聞いく子 ( 大阪 di 大家政学部)

政 阿 基 次 ( K K位村組)

財 田
{言 ( 務良女子大学)

松 本 子 ー ( 大阪市学校D! ，口約

笠原i腕: 治虫11 (悶 l油応111化T ・大阪IU盟主所〉

山 1:1: 1 JHyJJX (兵五11県主II 築，i'.I!)

ｊｾ ・，ＭＢ 金市 ( r J 本住宅公開)

ｊｾｉｉ ｉ＠ ＺｊＧ ｴｾｴ＠ ( 近俄地位}

芥j採 JIY艮11 ( 内外木材工業)

上 u 博Mf
( 大阪市大)

子T戚i 阪 (大阪市立工 . L<尚)

鈴木 成 文 ( 大阪市川I! て学部)

法 規 委 員

西l嶋 徳 太 郎 ( 大仮住銀τjH苦所)

⑨D!l!1; IC闘する I.t 規の研究はら びに持法
深 尾 実 郎 ( 大阪府住宅主II 枝 川

石 川 俊 一 ( 大阪府土本部l ! "pfQl .1!)
iiij 問

!Jj ( 大阪府(:t. .t; ru; rJ: ，偲)

|吋 三 郎 (K K問調n 米安 義 光 ( 兵月iJ r. 1"i ヰ絹瓜)

海 上 殺111' 1 ( 海上D! 築J j i必所)
HJ I I  

博 (日m設計t 必 K K)

盟、m - J l IJ ( 大阪 di 消防J，J) 吉 村 !ぷ 維 ( K K竹 ' I' T必凶)

ｾｪｮｬ＠ JEl fii ( 大阪市主II 築潔)
渡 辺 頑 己 (大阪，Ii( 主官怨.I¥!:，i'.I!)

小 林 符 志 ( 小 林m志D! 築 'jlth所)
互主

JEf言 (h' i水m，設大p，支J，1i

長会株 合防耐 採はをに|聞

電市 宣 言 錆 苧 周 回- 7 は壁

徐 式 会 社 武 智 工 務 所

話番果北 村 喜f 全完 見耐 一下一準 軽 軽 切

四 幡 重 さ式量量 天
一 町 兵 責 中 軽

取 締役 社 長 福 留 並 菩

大阪市西区西長堀北通四丁 目ーO細野 ヒソレ三六 号

電話新町⑬九九五~九九八
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建材審査委員会
Ｈ伺 ｈ［ｾ て問Ｉ

( 神戸市長II 築諜)

民主fJE

橋本研太郎

主主足出 版 委 員 会

⑨砲築R 関する出版物の刊行

⑨一般迎築資材と くに新村料の審査をして良否

を; 惚定し1折界の向上発達をi l ! る E とに努める

( 日迎設計工務 K K)
( 日建設計工f 6K K)

大井弘治郎

( 大阪術館絡調D達 雄池田

( 神戸大学)

達 郎

仁且11

宮川

椋 代

( K K竹中工f 6T. ! i )
一-一

」

!

北山

( 位底辺築事務所)
王手開塩

( 大阪迎策事務所)
手手総後 )11

( 大成必! 紋K K大阪支問)
暢1J1tJ[ J下

( 大阪大学}
汗.奥島

( 大阪建築・Jl 務所)
}返犬i同紙ー

( K K浅沼組)
f'J、岡本

Ｈ京Ｑｩ｜ｓｔＮ Ｑｾ 繊維 ｫ 学Ｉ附

りIII I'吋

( 近畿円本鉄道 K K)
竹内

( 東叩I建築事施所)
礼三呑取

(つ h なりスタジ寸)

-
..l'j ".  

一司11j' 1i成

( K K竹中て務脂)

( 日賦投書十工務 K K)

北山二十三

弘美欄

教 育 委 員 会

(:=.向感領事務所)
正三徳永

( 大阪砲事世喜l! 面所)
春雄後 )11

⑨建築 教育についての制査研究な らびに 講ｾな

どの企画尖胞

( 大阪市立大学)
全孝林野

J  

(K K大林組)
豊重菅田

相 沢 喜 久 太 郎 ( 大 阪 建 設業協会)

fヰ){自五段介
i'ii J問

( 大阪府蛍継指D
成夫竹内

( 池上正II 築紋計事務所)
勝良1I池上

( 大限市立大学)
+

出

中
問

( 近青島日本鉄道 K K )
孝竹内

( 今宮工高): t i 士ご

: ノいーー
Ａｪｾ＠

"" 

( 文部省大阪工事司I務所)
友次地引

( 邸烏i l ! 投 K K大阪支応)
久 哉岩 下

( 近畿地強)

( 京阪神急行K K)

秀

毅ー

中村

調屋

( 大阪府営鱗淑}

( 大阪大学)

機

正

宇治村

奥島

災 害 委 員 会

⑨砧築 ｉ ｾ 関する 僧造・地盤 ・ 風 ・ 水 ・ 火 ・ 工 ｩｪｬ

現場の災当の側資研究をなし，災3 の予防対

策について啓及宣伝をお E なう 。 ( 大阪市立大学)
忠司布施

( 大ti"U! 設工業 K K)
木戸口信義

( 大阪市交通向)
秀夫福 知

( 大阪市建築制)
博 文竹内

( 近畿地迎建築源)
周作伊 木

( K K松村組)
基次政問

( 近畿地強計回線)
茂中原

( 京都大学)
滋雄石 崎

(村! l ff森建築事務所)ｾﾭ
..，.・森

( 鍵イ中U1l I t K K)  忠ー西村
( 大阪府指導需D

正隆斧出

( 呉羽紡績K K)
貞次元木

( 彦谷建築事務所)
邦 一

彦/，、( 大阪市学校QJR 部)
俊一一戸貝

(K K藤木℃務賠〉
豊作矢野

( K K大末劃1 )
末男山本

( 合敷レ イヨン K K符鱗部)
修:1ヒ村

{ 倉敷紡鎖K K)
若木望太郎

{日i水建設K K大阪支防)
ヲ3同

(K K1 ' : 中て樹脂}男.小 泉

( 消水i 1 殺K K大阪支広}
企 お

寸1' 1 -村
( 消水U! J宜K K大阪支f. Ij )

貞彦陶if!

( 大阪市建築課)
信夫竹口

(K K大林組研究宅)
一夫寺沢

( 大阪鉄; n 管珂! 局n僧都)
政汗f中島

( 加者保険料部算定会)
I潤中村

Ｈ ｋｋ 大阪ｕＡｾ寝耳 Ｔ 務所Ｉ
正雄長 m

( ) ; 阪入学〕
手i 雄馬場

.  
4  

( 平田正E築椛治! fi1，持胃i)
定見平 田

昭 和 33 年 版

F付 録

建築関係一覧

業 者 案 内 側

(芸品JF41d〕

C{.B. 新入会員に限り 2∞円)

発 行 所

本 建 築 協 会

建 材 ノ ー ト

A 5 版 ・348頁

85 

会 員 名 簿

定 価 3 0 0 円

送 料 5  0 円

日

特許 防火シャッター全般

(@)) ci W五・ 諸33h
、ザ ｾ オ ー ト マ テ ツ 空

襲 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張 所

( 旧田中 ジヤッター)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T  E  L ⑧ 9  0  1  6  

本 社 及 工 場 ・ 崎 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所 及j 二脇 ・ 東 京 都 北 区 田 端 田I



社 団 法 人 関 西 建 材 協 会 ・ 3 月 分 ・ 会 報

岡山建築展 2月25日- 3月2白

|吋11 1建 築 1: 会j -:f:際関f J ' i 建材協会後際. 岡山市天満保デ

Ｏ ｾ Ｍート で 開 催 ＷＰ 小間 に 地元 そ の他 よ り ＱＱ '， rlli されたが.

ＱＮＺｾ＠ ｬｬｾＨｾ ＴＰ＠ ｴＭ ＱＺｴｊ＼ 参 Ｑ ｊｲＧし た。 ＱＢ ｊＡＮ ｉＨＨｴＮｽｉＢ ，Ｇ ｪ ｩＧＢなＩ， ｴＩｨ｜ｾ で 毎ｼい ｬ Ｇ

χJ 5.000人の入以内があ った。

建築講習 と建材説明会

岡山な らびに広島県建築士会 と関西建材協会，口木建

築協会中国支部共催で下のとおり開催. 同111 約250;j';

広島約200名の撚講者で煤況であった。

|吋山産業会館 3月2 日1011寺- 51時 本 会 日付 I: U¥講

広島信用金r F C 講堂 3月4 fj l  Ｐ Ｑ 時一 Ｕ ＱＱ 与水会日 Ｖ ｾ Ｑ Ｚ ＱｉＧ，議

特別 II ｾ議蛍袋研究所 長 大島村 ｉ ゴ “ のカラコン

大阪大学足SI 向上のグヂ インと 砧材

部 長 会 8目 白l寺

附ｬＧｉ ｉＳＳ Ｑ 下度収支予算案険 ｾＧ， ｴ

タイル部会 11日 11時- 3時

共同カタログ集について共同執'1"¥111のせそれぞれ分和

して原稿作成を協議

展示場委 員会 11 日 4時- 711年

4月11¥品計五: 代その他展示以発展策協議

説明会打合 12日 正午

津市開催の え ｲ 材ｦＺ￮ｩ｟ Ｑ 閉会 ［ｕ 論社の順 ｽｩｾ 経 Ｑ Ｇｩその他協議

理 事 会 13日 41時- 8時

青木刷会長，久保 ｾｋ ＱＴ ｦￇ Ｎ 笠谷規事長ほか Ｑ Ｐ 列 τ ＱＱ］ ［ ＱＧ ，町

郎会経過. 新日仏議口予せん ‘ 守伝マッチ . ｾｉｾｾＮ 地

方位 ｦ ， ｬＮ ｩ 見 ｬ リ Ｑ ＳＳ Ｎ 会 日 ｲＭ ， ｾ 可 Ｎ 11寺報発行経過ミヰi殺告。 33 (j '

w: 予算. 役L 1 半数改選fll; せん決定，手1議口会. 総会開

催Ｎｾ策協会理事すいせん Ｎ )日羽子守;板調製司午さん会

事務局日の件，入退会詮彼 ｦｦ ｾ 宇議決

特別役員会 18日 3時- 5時

l桝和33年度. l ' H事; 半数補選の件な らびにゑ I ｪＮＨｉｾｊ 度設慌 て 守

協 議

評議員会 18日 午後

;険回議長ほか 16名山町， IIR和33年度収支予算案，閥会

長 1 名改選背木友一氏再選決定，評議員半数改選のイ'1

議決。

建物保全部会 (A部員) 19日 4時- 8時

A. B ｬｾｓｮ の件 Ｎ 仕様手 ｩ 作成案 Ｎ 私立金の件 Ｎ 恕Ｄｾ会 規

約の整wr: tr協議後i挽1ををともにした。

津市講 演と説明会 22臼 10時- 511年

三市( 広17 J そ築士会ならびに関西往材協会，日本建築協会

共催 .木会員の i出品8社 ー聴講者 140名で盛会 lζ 終った。

特別講演徳永経済学博士の経済の見通しについて

足立工学| 寺上のデヂインと建材について

観盤瞳盛
広1:6会場;uJ 内Li: スライド説明〉も最

附山県庁路上 ヨリ 天満留を 'i:nな 広島民林支部長挨拶

信用と誠実をモ ッ トーとする・建材 100 社の見本 が一目で見られる

⑨ 

ヨ長

」 四 一 時三寸自

.d.. 
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ベンチレーター

撤 式

会 i l

ス回ヲイh
ヌチーJ レシャν ター

田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出強所 兵印県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 ⑬ 0 5 4 5  

本 社 東京都昼間区吾嬬町東4ノ122 包 話 城 東 ⑧0870 ・ω7 0

錦 糸 工 場 東 京 都 民 田 区 錦 糸 町1ノ25 官 邸 本 所 @ O790 ・5133

小 倉 工 場 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿 3 7 泡 話 小 倉 0653 ・2833

川崎/ 11燐 所 神 奈 川 県 川 崎 市 東 渡 m3  /  4 3 沼蔵 川崎②4540

札 幌 111ｾｊｬ 所北海道札幌市北三条京 ＷＯ Ｔ m賠 札 幌 ③0515

盛 岡 山 必 所 諸 手 県 盛 岡 市 木 伏 179 氾 鯖 盛 岡2554

名古鼠代EHJ.!i 名古座市西区西鋪井町2 / 12問問建材結 ? 喧結西@; 0121

商 庖

設計施工

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 (34) 207- 8・4836- 7

1  



一一特 命 叉 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗藩機

修 理 販 売

工 、 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

包 諮 ・大阪 (⑧ 2 8 9 1 - 5 蕃

工場大阪市西淀川区; 御幣島東ー丁目ニ0

電 話 淀 川 ⑥ 3 4 7  7 ・3 4 7 8

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡山 ・広 島

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市北区中之島三丁目三朝日 ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @9  5  3  1  ( 大代表〉

営 業 所 大 阪 市西区土佐掘通リ四丁目十一番地

屯 話 大 阪 局 @5  2  0  1 審( 代表) - 3

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁目四七電話北浜@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5010

支l苫 総 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・田川・大分・四日市

電 気 工 事 設 計 施 工

一 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 侍 三

本 社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

包話@5148 ・6460 ・印46

分 室 大 阪 市北区絹空前rr 5 0  (堂 ピノレ 8 階〉

電 話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1  

支 庖 東 京 都 千 代 田 区 飯 田 町 2 - 15 ( 飯田柄

ピル 4 階) 電話③8520 ・8527 - 9

出 張 所 名 古 屋 ・ 光

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

〈令 株式

会社 松 菱 電 機 務 底

取締役村長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @ 6951(代表) - 3@8121

2  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
ゐ‘

:z-. iitt 

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

氾 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大 阪 市北区¥: f 縦約上一丁目四一

電話 大阪⑧ 8131代表- 4

営業所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 代 3 0 5 6

東京常業所東京都中央区銀ｾ東 Ｘ 丁 目 Ｔ 番地

全国燃料会館607号室電話東京⑧7必4

出 張 所 名 古 思 ・ 似J 府 ・ 福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株式会社 興 社

取 締 役 社 長 坪 井 大

付

本 社

支 庖

出3長所

大 阪 市 北 区絹笠町50務地ぽピル703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138代表 ・5018

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目二務地

包 括 兜 町 ⑧1478 ・1479. 1470悉

大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

.  

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 1 J I エ

中 本 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 中 本 正 明

本 社 大阪市城東区野江東之町三丁目一五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3  7  3  

機器工場 大阪市滅東区野江西之町三丁目一一三

資材倉庫 危 訴 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  



一一特 命 又 は指 命 の 場 合 は 本 欄を銅T利 用 の 程 お 願 い 致 します 一一

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一四 @代表7031

東京都港医芝琴平町四O ⑧9278 

名古屋市中区新栄町二丁目ー③1820

福井市宝永上町一O五 1596 

広島市石見屋町五五 ②1938 

福岡市柳原一丁目七 @ 1158 

暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株式会社

本 松

出張所

社

@ 代2613・2061

8 4的 6

的 2346

(2)  295 

. o.  

コヨE

次

式

文

大阪市西区京町掘上通一丁目七

神戸市灘区福住通二丁目ーの五二

名古屋市中区宮出町四七

東京都北区上十条一丁目一0

岡山市桜町七六

回

株

山

業

取締役社長

エ回山

本 社

営 業 所

出張所

U  

株式

会社

電頁7覆語房 ・水道 ・衛生設備

投 計 飾 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取締役社長 菅 谷 三 郎

庖 大阪市西区江戸掘南通一丁目三七務地

電 話 代 表 大 阪 @ 5 2 3 1番

東京都中央区銀座東二丁目一三養地

電 話 代 表 東 京 9 4 3 9 1悉

名古屋市中区南京.->JZmr 二丁目 一番地

包 話 代 表 名 犀@H 9 1番

京都 ・神戸 ・岡山・広島 ・福岡 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井 ・高松

ム
一
与
会

設 計 施工

短 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

自負

給 排 水

暖 冷 房

'  

本

東 京 支 庖

名古屋支広

城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包括峰崎@7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・包括砥蘭⑥4945- 6

神戸市生田区下山手通六. ' - . f包括元町④5892

代表取締役

所

株式

会社

東 京

創 畿

大正二年

張凶

庖

庖

阪

機

大

キL

庖本

名 古 屋 庖

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

段 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

f 代 表 1 1  7  1 務

電 話 @ i 代 表 1 3 5 1 祷

東京都港区芝田村町 6 丁目 包括@ 代表7151

名古屋市中区材木町 1 丁目 包 括 @代表7邸 6

京都市下京区烏丸通松原下ノレ包諾⑤ 1989 

神戸市生田区北長狭通2丁目 電話③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電話②代表4735

緩関 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 鍵 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 緒 機 憾 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

粛 藤 省 三 商 底

唐 東 京 駅 前 丸 ピ ノレ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉⑧3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐招過大同ピノレ 714号

包話土佐堀@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札幌・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② ∞10 ・ω 56③4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代

田ピノV 522号 包 括 中 局 @ 1766

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフド ν イン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所〉

驚久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区l順慶町通- T自問凶務地

電話本町局 @代表4496- 8 務

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ8 イlド12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8 務

金沢市高岡町三五電話金沢本局②2074

福井市城之橋下町一O 電 話 福井2436

高松市中新町一O六ノ 三 電話高松5195

社須

東 京 支 庖

名古屋支底

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支底

大阪市東区高麗縦三丁目壱蕃地 ・包括代表26局 2951

3076 

本社 東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支后 ・出張所 名古屋 ・福|尚 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

2  .  

給水 ・排水 ・衛生設V 'rii ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装悶

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ烏 三 丁 自 ( 朝日ピル九階・)

電話北浜@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目ー

材建

株 式

会 社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通ニ丁目五一審池

宮 立 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 祷

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目ー務地

電 話 三 回 @9 3 7 1 蒋

よ込.

3三式株

本社及東京支底

営 業 所

3  



一一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 側 ぞ 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一一

設 計並ニ胞工

社 大 阪 支 底

温湿度調整装置、媛房、冷房、水道、搬送機設備

必h

ｾ＠工 業 株 式第

{a代表) 0977

0978- 9・0970

2 6 3  1 - 4  

7  3  3  2  

2 8 9  3  

ｾ＠

⑧ 

m訴 大 阪

話

詩

話

沼

市

世

帯

地

大阪市北 区 岱 岡 町 三 O 務 I山

東京都千代田区丸 ノ内二ノ ーの

イ111 台 市 新 伝 馬 町 六 O

名古屋市東区東門前田I 三ノ 六

本 社

{il l  ti 支 j苫

名古屋 lL¥張所
@  

'  

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑧ 局 8 3 5 6 ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目二四

東 京 支 居 名 古 屋

名 古 屋 ・九 州 工 場 東 京 都 足 立 区

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

工施計設

社

所

所

業

張

本

営

出

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 務地( 朝日 ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

ア ー マ ー コート 近 畿 総 代 理 庖

近 畿 建 材 工 業 株 式 社

ト

ス

ン

一

ク

テ

コ

ツ

サ

て

ア

ドリ

ノ

マ

カ

レ

一

ル

プ

ア

パ

ス

料

テ

y

h

ュ。

、

イ

お

一
一

ノ

え

装

水

丸

美

防

ク

水

殊

れ

防

特

『
フ

媛 冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福偽区上福島北こ丁目一番地

包 括 福 山 @ 3  3  9  1  - -4  ｾ耳
東 京 都 新 宿 区 荒 木 IHr 一 九 番 地

m 沼 ー 四 谷 1 3  2  4  'Iif: 

神戸市生田区下山手通八丁目三三

m 話 元 IlIr <!) 5  3  7 番

本

. d.  

コヨE

業

1': 1  種

A  

:::zx 
株 式会 社

庖

本

支

販 売 並 責 任 施 工

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 大 阪 @ 3 0 0 3 務

出強所

CONT RACT OR 工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

負

さき吉宗

日同工

PAI NTI NG 

袋F主

大阪市化区曽根崎新地三丁目五十三ノー

Ｈ荷電桜橋停留所前Ｉ電話大阪 ｾ ＱＲＷＴＭＶ

支 庖 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

庖装塗林

株 式

会社

.  

TEL . 大 阪 ⑧ 1756- 7・東京@ ) 1335 

陶管・ベンチレーター
リグノイド床・床材料

.6、

コヨE

株 式 一

会 社 二L

大阪市北区 曽板崎上ー ノ 凶 -

H1 訴 大 阪 ⑧ 3 1 4 5  

ム

商幸

製造・販売・施工

福屋工業株式会社

宮町 d

回

， 

-ユヒ
大阪市西区南瓜江上通- T 目 用 -

m 話 新 町 I ⑧ 3 4 2 6 - 7

4  

庖本
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一一

態

管

機

略

仁

働

む

伊
川

種

完

ル

6

和

a

t

各

値

η

受

芳

お

ボ

樹

表

面

田

山明

治

伊

吉

住

E

恋

的

〆

式

社

大

耐

天

A
戸

株

会

だ い わ

雨 風 に 強 く ｟Ｇ｟ｾｮｾＧ｟ 手 τ 工

緩勾配に最適 ノ 、ITl-I l-=fA ｾ＠
超軽量荷量 ( 坪当37貫) 和型より安い

発 売 元

大仏組主{ 苦手重喧長

京都市東山区今熊野池田町) L ⑤3555

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 一 丁 目 ⑧ 975 

本 応

大阪営業所

矢 橋 大 理 石 商 庖

所

大阪市東区高 麗 橋二丁 目 九 野 村 ピル五階

沼 訴 北 i兵 ⑧ 4 2 5 7 - 8 1i

張出阪大

株 式

会 社

ずg品衛生陶器

販 売 と 施 工

奉 仕 感 謝 の 1芭

対 IIJ ｾ隼衆薬

止
防

許
活

量

町

風

軽

い

け

耐

定

ト

υ

震

安

i

・

均

-

航

扇

ナニヲ緩勾配窟

燃えない建築資桜

師

ド

シ

捌

~

一

常
一

策

ト

m

T

ん

-

附

~

7

ガ

割

高
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・

川
町

厄

M
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笠裂亀
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制師事辰野温

川

市

-
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M
M
酎

綿

花

刷

工

又

閣

制

N
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種

限

協

化

緋

ベ

キ

各

一

刻

間

協

-

E

E

用

制

新

同

町

-

ロ

右

京

電

稲

.

十

4

信

社

所

間

河

J

V

支

鴻

四

回

S

阪

則

£

回

大

本

相

5  

、，

ナ

ニ

ワ

瓦

韓

式

会

耐

室

町

謹

区

一雪

百

七

回

=
霊

剛五

O

芸

吸

音

テ

ッ

ク

ス

， 
、.

神戸市生田区長狭通四ノ 一地産ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区紛笠町五o 1ii:ピノレ 5 階

T E L. 大 阪 ⑧2021 ・3486 ・1141

社

応

本

支



社
会

A
式株業工板

圃

阻

鋼

・

図

京東

阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 8 番 地 ( 衆曜 ピノレ三階)

電 話 北 @0 6 2 1 ・0 6 2 8

大

ユユノ

ア

で』

ド

サ，(， 

，(， 

チ

チ

ス

ス

タ ース チ ー ル シ ャ ツ

本 社 及 工 場

東 京都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ1∞o 電話荒川i @8131- 6

、

， 

w  

回 申 風 呂 脇 信 京

大阪市浪速区元町1丁 目742 但 ν賑 橋 電 停 前 電話@531::! ・8128

i援 ・冷 房 . t2 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 工

各種送排風機・エロヒシヒーター ・キ ャビネ ットヒーター

冷 却 搭 ・各 稲 レ デ ス タ ー ・ア ネ モ ス タ ッ ト類 製 作

社

沼稲③ 1264 - 6

m紡 @1l 44 - 5

mlv.@4594 ・5118

1u筋( 寝屋川)0404

. o.  

コヨZ式

大阪市旭区赤川町三丁 目二八

大 阪 市 北 区 神 IYJ 町 五 O

名古庖市東区厳河町一丁 目三

縫 庖 川 市 大 字 太 !日l 一九五

株エ鉄本

本 社 並 工 渇

梅 田 営 業 所

名古屋出頭所

寝 屋 川 工 場

藤

li 五一一面|

特 許

松 平 式 白 蛾 殺 滅 予 防 所

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28 電話系良 4098

( 近日移転先)

奈良市登大路二審町( 博物館前) 電話奈良4凹8

出 張 所 奈 良 市 春 日 町 尾 田 組 内 電 話 回11 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9

F UT ABAY A DE COR AT OR S， LTD.  

モデルル ーム、どう ｾ
設計施工

事

事

式

エ江

一

作

制

類

造

内

物

等

宝

仙

品

問
一
小

物

長

総

築

具

外

建

家

内

今でも時代懸賞i二校Lょうど努力 t zY材

認1iz 画 副官

工 場 ・文阪市住舌区西加賀屋町4丁目81 電話往古 (67) 5109

( 創業大正 7年)

二葉屋装備工業株式会社

取締役社長若 林 繁 吉 ， I  

大阪市大淀区本庄川崎PIJ 2 の 6

( 天六電{ 予西北 2 丁)

電話 ・豊崎⑧3321 - 3 ・3630

⑧ 

6  
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| ヘ イ ド ト
J I S 日本工業規格 ① No. A 日 04

市氏、協弘、冷え綜最高¥パ未浪、保令

( 軽 量 木 毛 セ メ ン ト 板〉
製 造 元

S  1  Z  E  
日 本 製 板 加 工 株 式 会 社

中細木毛 3' 弐 6' 1 0 mm 1 2 mm 1 5 mm 

大 阪 出 張 所
1 8 mm 2 5 mm 50 mm 

極細木毛 3' X 6'  1 0 mm 12m m  1 5 mm 大 阪 市 北 区 高 垣 間J 8  0  ( やよひピノレ〕

1 8 mm 25m m  包 括 大 阪 ( 代 ) ⑧ 1 7 8 ・4 1 6 1  ｾ佐

寒冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレ ト防水 工 事 選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフ アルトタイ ノレ工事選

議耐酸モ ノレタノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

大 阪 耐 酸 Z 業 A

大阪市北区 浮 田町82番地 電話豊崎@1333番

強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し ! と 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙口パート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 底

25 峰 岸 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 堀 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

庖

7  
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大阪市. ! M・区釣鐘町2- 29 "u括8 0321- 5 ・3209

東洋リノリュ ームkk ...... .. . . . . . .… 9，11 

清水建設kk 大阪支l苫. . . . . . . ...・ a ・… .. 10

大阪市i同区 1: 佐島li 且2- 2 '， u  .Lf; @  1530- 9  
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ｫｫ 岸 ｦ 日塗工 ｊ ， ｾｩ . …. .. . …- …・・・・…・・ ・… .11

大阪市北区太融寺町41 電 話 ⑪ 2 0  2  6  

アスニ 」ー工業kk … ・・……. . . . . . . . . . .. 11 

大阪 ilj 樹区鰻作仲之町 47 ( 中帰ピ ノレ}

電活の2013 ・7215
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コンクツート IZ ノ煉瓦/ て/

ハンマーゼ、簡単 ( z 打込める釘
⑥ 

自動コンクリ ー ト釘はコンクリ ー トや

煉瓦に，木材に打込む と同様にハン

マーで簡単に打込めるもので，そ

の能率の よいこと ，碇着の確実，

そ して経済的 なこ とは実に驚嘆の

的で正に革命的な釘の出現です。

、

「詳細については御一報次第

カタログを進呈致します」

7c  

製造元株式新土日本動力安玄機饗定所

本 社 工 場 大 阪 市 北 区 東 郷 川 町 2 5  電 話 大 阪 (36) 6 3 3  1  - 4  

東京事務所 東京都千代田区神田佐久間町 3 - 32 ( 内善ヒソレ内〕 電話 東京 (866) 7015 ・3 13 1

仙台出強所 仙 台 市 元 鍛 冶 町 2 務 地 の 3 ( 小河原会館) 電 話 仙 台 ( 2 ) 5  4  1  3  

ｱｾＺ 吉彦 - 新じい建築資材

Ｍ・ ｉｉ ｊ［ｾ .草酒・・
フローリンク" をくら・なうぶな

フ"ローν ク き く 5 な5 ・ぷな

j Fケ‘ ツト・寄木さくら・なら. ，3i る

7フ ピ ト ン ・ 絵 床 板

三塁 EP7ヲヌフ? ルトタイル

衆 3挙 リ ノ リ ュ ー ム

田 村 武 コ ン べ . ヌ 床
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創 業 明 治 24 年
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田 島応 用 化 工 株 式 会 社

奥 山 化 工 業 株 式 会 社

中国総代理庖 日程 化 学 工 業 株 式 会社

関 城 イじ 学 工 業 株 式 会社

盛建枝株式会泊
本 社

福 岡 営 業 所

岡 山 営 業 所

広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  

福 岡 市 万 行 寺 前 町 14

岡 山 市 東 田 町 3

T E L 中 ② 2 2 8 1 - 3

T E L 東 ③ 1 2 2 5 - 6

T E L ② 7 9 1 1 ・8 1 6 9

H O S H I  P I P I: 

近代感覚と安くで丈夫な異型鋼管

立以ンパイフつ 魚鋼F

家具. 装飾.

。美しく 、丸型iζ 較べ縦横の力が強力

。材質は引抜鋼管で 山加工、鍍金も自由

。臼% - 至6 吋迄製作 カタログ呈

星 金 属 株 式 会 社

柱 大阪市西区立売堀北通二丁 目二O

電 話 @ 5 5 6 3 ・2 4 6 9

S T E E L  D O O R  S A S H  

営業品目 鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用鋼製建具扉 の製造

近 畿 車 輔 株 式 曾 結

T E L ⑫ 2 2 3  1 代 表 直 通 ⑫ 2 4  3  4  

11 



12  

砂 新 し い 設計には丈夫で 使い やすい ハードボード

最 新 の 設 備

最 高 の 品 質

最 大 の 生 産 量

建 築 ・ 家 具

造 船 ・ 車 桶

キ ャ ビ ネ ッ ト

. カタログ御入用の節は御遠慮なく御申越下さい

日 本 ハ ー ド ボ ー ド 工 業 株 式 会 社

本社 名古屋市中区広小路通 6 - 3 住友銀行名 i'i 屋ピノレ 15話本局⑫ f¥長1281

工 場 名 古 屋 市 港 区 汐 11.:. IIl T  ，[ i : 話築地同 @ 1970 ・2665

代 理 底 ( イ ロ ハ }I民)

伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社 ・ 安 宅 産 業 株 式 会 社

三 菱 商 事 株 式 会 社 ・ 住 友 商 事 株 式 会 社

.  
、.  

.  

.  



|  鈴木式防メプｾ 7 一|

会 社 大 阪 出 張 所

タ ア 商 会

ゆ

ヤ

タ ア 工

鈴 木

ヤ木

株 式 会 社

ν  鈴

良 品 諾 @ 0098 0 ， 5837 ・8729

会、
三 菱 電 機 製

N F ノー ヒューズ分屯縫 N F ノー ヒュー ズ配屯盤

強光灯・ モーター・ 変災器 ・冷暖房 ・エレ ベーター

三菱電機株式会社ノじ倣底

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目四三番地

1Gぷ 本 町 ⑧ 0323 ・1575 - 9

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

A ぐ や 商月事寵帰京 Ｚｾｩ 遂事

。 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浸透区歯問手町ー 0 - 七香地浅町駅貨物八号門書IJ

ｾ銘 ＨＵ ヨ ＩＴＸＹＰ ・ ＨＵＴＩ 0 8 0 8 - 9  

R  

J  

-軽量鉄骨・軽量銅製窓枠の

設 計 ・ 加 工 ・ 販 売

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

武信回

古

田取締役社長

る

! ーと長乙-

ッ チ す

大 阪 市 西 区 新 聞J 通 2 - 2  5  

電 話 大 阪 ⑧ o2  8  6 ・0 2 8 7

近 代 人 の 感 覚 に マ

、.

13 

カ タ ロ グ 御 入 用 の 節 は 御 申 込 み 下 さ い

製 造 元 敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市 横 沼 町 l 丁目 4 6 番 地 電 話 布 施 ( 72 ) 8 3 9 番

東京都千代田区神図柄l泉町 l ノ I I  電 話 東 京 (866) 3051 - 2 番
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プ
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マ
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タ
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シ
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パ
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一

一

ス

エ
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オ

ぽ

、 本 社 工 場 K 阪 市減 東 区 野 江 東 ノ町 4 丁 目 電 話 雄 東 ⑬ 3679 ・“ 81 ・8471

11 ' 1=工場 大 阪 市 城 東 区 古 市 中 通 2 丁 目 電 結 械 東 ③ 8 8 1 3  

〔広島嘗業所開設〕 ミ 様 2 2古 Z市三{J ;7J . 2島 r 電Z752L1J 4J J ALVぷ

窓 掛 、 鍛 帳 、 日 除 、 壁 紙 室 内 装 飾 級 監 、 舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの千イロシ鍛遁と緩藍発売元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺町四丁 目( 心斎橋筋〉

電 話 船 場 (25) 1  353  ，.__ 5 番

r 町、

経 験 ι ⑥ 技 術

I . C. コンべス( リヲγ ィド)

ゴ ム タ イ ル ス ポ ン ヂ シ ー ト

プラスチックラブ

太 阪 = t . ; ，; ' 、弘之建材社

[ ' ¥ 

ビｾ 大 阪 市 北 区 浪 花 町 三 五 電 話 豊 崎 @6 7 6 0 ・7 0争3

コ

風間い不安f f .

'  .  

標準セメント防水材・特許ニッポン

特許=ニッポ Y 防水液・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニ ッポン

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創桜) セメ γ ト防水材特許制置実

施工場

( 大阪管割健所) 北区芝田町六八 電話北@ 7916

( 本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林187i ・

御影 ③ 2723

佐村木商庖

実用新案

営* 所 大阪市東区京橋前之町二 各種瓦葺工事請負業

電 話ｾ 1  5  2  8  

14 .  
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ｊ 一一 Ｍ｡ｬ じ的な Ｑｾ 長けは ｪ

I  . "スフ -P}J ; ト
ヲ' リ号' ヌトシ p

防水工事. 耐酸工事. ＥＱ ‘ＭＭＮＮ、，でｾ�ＮＮ
最 も進んだゴムのク ッν ョシ

之、ま岳の 大阪市北 区樋上 町45

戸 田月 E 三歳土

T  E  L  (34)  8157 ・8158 :，8159 

望11111111川 N. G. イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元 三

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M3 8 番 責 任 施 工

三 責 任 施 工 米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

i  : うで(レι 12Z 内 外 工 業 株 式 会 社

三 アスフナ ノレトモノレタノレ床舗装工事 脇 山 静 夫

本 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 一 ノ 五 一 電 話 @3434- 6 霊

童 耐 酸アスファ ノレト モノレタノレ工 事 工 場 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 二 ノ 六 六

罰1111111111111111111111111111111111111111111川川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111"'11111111111111111川111111111111111111川川111川川川111川111111川111111川111111111111111111111111111川11111111111111111111111111111111111111111111111111罷

区民再ゑ|

.. . 種 目

坂 本 式 ス カイ ライト 坂 本 式 ベ Y チ ν ーター

板 本 式 連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 鍛 工 場

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @ 4643 

本 社 東京 都中央区日本調書江 戸 織 Ｑ ｾ Ｑｬ Ｈ明 治ピ ノ レ Ｉ

電話千代田@7 2“.鈍6 9・9918

工 場 東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5  0  

電 話 滅 東 8 3  9  1  8  

建築界待" f / C1l 寿町寵錠- - J 〈GDAL)

副 L 壱ノロ・，' 1

日ホ住宅之; 回・公営住宅倒指定

蓄 霊 益 山 製 作 所

大阪市南 ｬｩｬｬｬ ｬＡｾ帽 ｪｴ 通四 ｈｬ 軍 ｩｩＨＳＷＩ 3117，5871. 7724 

石 綿 セ メ ン ト 製 品 の 最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパリヤ (硬開板〉

Asbesto.  Barri er 

建物内外壁、間仕切、 天井扉

電気室、発泡所、 配む室、製鋼

ガラス工場の壁、製糖、製油

製薬工場の床スカート 壁など

に最適
呈カタログ

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 北 関 心 町 1 丁 目 1 1  

電 話 招 川 ③ 3 4 4 2

15 



岩 元 式

! スカイライト並開ベンチレチ|

社
会

川

引

式

馴

バ

株

関

山

業

献

⑧

.

.

司

話

E

阪

-

-

大

電

一

冗

柑

岩

.  
-、

サッシュ、ドアー、シャッター

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

‘  

ー・ 1

③白書蛭眉株式会第土

保;E f果; き防音

吸音結露 F月 止 に

大阪市良区忠良猪3 - マTEL ( ZJ ) 1601. 1704.5627.562&. 淀m工場・大阪市無淀川区蜜豆雷原1 I I . J 113 ｔｅ しく ＳＸＩｾｉｏｉ

A  

、
.  

NO.  414855， 414856， 424795， 429905 

畿日本シャッター製健所

本社 大阪市東淀川区旧川i且6 の33 T E L大阪 (37) 8565- 8  

名古庖支泊 名古屋市中区宮出国T23 T E L 中 (24)  4811 

九 州 工 場 福 岡 市 復 liI町 1268 T E L  ( 3 )  1  4  4  
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豊 田 セ メ ン ト 株 式 会 社

本 社 福 岡. 県 ; q 岡 町

. 務 所 小 倉 ・7て 阪・ 東 京

化学ユ場の建物乏

酸蝕から穿れF

(  耐月号fPJ者IFL雲丹烹苧土 !  

ウツボライトM

ポリクレタンスポシジの吸音内装材

ウツボライト S

ポリスチレンスポンジの吸音断然内装材

材料販売並責任施工

靭 興 産 株 式 会 社 建 材 部

4内，、，、"'̂ '"、作d、，、P ぜ、，、P ぜ、，、...，...、，頃内4、，..，...

大阪市北区小深町一審地の- T E L ⑧ 0129 

肉' >>式 ヌ 拘 イ ラ イ ト

40 年 の 技 術 と 経 験 に よ り 完 成 さ れ た 天 窓 装 置

ワ イ ヤ 波 型 硝 子 完 全 葺

肉例式ペシチレーター

ヨシ手=アヌ並lこ筒型 {Z2222

慧23!銅器土建f t 一一工

17 



ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

一

一
一

一一
一

所作

電話大阪⑪ 1754(代表)

製

圃ー 宅告-

Zニr . : 司

大阪市東淀川区西中 島町 7 - 69 

株式会社

本社工場

.'‘ .、

t、

ユ3ノ
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ツヤ

サ

シ

ド

'

M

V

E
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E

ν
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，
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チ

チ

チ

ス

ス伝 統 に

輝 く アス

品

由

元

製規新

優 秀 な

製 品

全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

所作製建汎
株 式 会 社

2  9  0  3 ・4 4  6  1  ⑬ 花此電話大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

附 ｏ 武ヂベ ｊｾ

鉄材が少 くてすみ施工簡易先格納庫 ・エIII ・体育館の建築には

.  
，.、

、

.  

プ
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所

側

-

7

m

仰

'
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、

b

造

…

m

，
4
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情

冊
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団

幹
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再
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へ

7
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型
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刑
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一

一

前
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酔

計

区

山

山
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刊

か

ん

建

京

如

本

束

力

織

“ ORI MOT O"  DI A MOND T RUS S  

設計の御依頼に応 じます ( 純L は創IIJ 由です〉
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不 サッシ
ー

1Fdd寄g「44〆5与J  

グ民。機械繍の充安 o格競任製作

、r:l/ o 卓越せる技術。笠鴇慨

完全跡周猿琶

撤式会現不二製作所大阪支庖

特 許 453394

主j却指定

御採同ギきしL，
大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 町 中 三 ノ 四

ｾ ￼ 話淀川⑪ ＱＲＲＰ ・ ＱＴＵＴＭＶ ・ ＴＴＱＴＭＵ

〈主主
本社及び工湯 川崎市中丸子一三五 氾話回因調布⑫4261- 5

4・
4・

J  

マチ・ック

ペイソト

- ‘ｾ＠
J E' しし. UN

ゼリー松墜塗料

特 長

・1 回塗りで肉附仕上げが山米る.

• ｉｾｊ 子Ｎ ロー ラー， ニスポ γ ヂでも主量生長が容易

で. 垂れたり誠れたりしないので衣服を汚

すことは殆 どない。

・乾燥が速い( 指触30分) ので作業が容易で

ある。

・ゼリ ー4えのため使用前割引干の必要がない。

大 阪 〈 険 ペ ィ 有 〉東 京

'
'
x
 

園

A

A

M

M

W

 

、，

a・

， 
.  

100万の建物を美しくする

近代建築の玄関に

新しいデザインのマット

貴洋式清掃用品専門庖宵

信用と品質を誇る庖

ｏｓａｋａ ミッ・ ｾｾｋｙｏｔｏ

カユ ーピー金属 マ ッ ト・ 五 輪 印 床 油食

会ユーピーゴムマ ッ ト・ 五 輪 印モ ップ食

会ラインゴムマ ッ ト・ 五 輪 印 マ ッ ト 公

安カラーライシマ ット・ 五輪印ワ ックス食

会ニ ューライシマ ッ ト・各 種 手 入 用 品 会

ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ッ プ 発 売 元

株式会社 水 島 商 庖

阿 I Z V S H I MA CO. . . .  L T D  

大阪庖 ・大阪市西区北掘江上通一丁目

T  E  L @ 3 5 1 4  

8 2 4 6  

京都庖 ・京都市中京区蛸薬師烏丸西入

5 3 6 3. 

T E L ② 0 2 '1 4  

工 場 ・京都市右京区西院総井町八

T E L @ 1 6 9 7  
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| 特殊壁材製造と左官材料専門卸 1:  

合セメント防水剤は世界的水準の J I S 合格品のご使用を/ i  

ーロヴヨ
防米剤・急結削

「“す量 、l

持。ｾ元札 ｼ

噺 続 女 錦 壁|

チZ リー列弓ー
-・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃岨岡田・・・・・・・・・・・・圃・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

三 ｉ ＺｊｾＺｊ セ川アク Ｉ 止剤
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a回・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・圃・・・・

水 溶 性 特 殊 接 着 剤 、シ ン ケ ン 糊、桜印画変化黄

ラ ス ヒ ゲ コ ・ 末 広 布 連 其 の 他 特 殊 材 料 発 売

( : カ タ ロ グ お 申 込 み 次 第 お 送 り し ま す )

株式会話t 新興建枝工業所

E  本 社 大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 電 話 . ( 53 ) 1 9 8 8 ・9 7 2 0 ( 54 )  1 9 8 8  

.  工 場 大 阪 市 住吉 区 東 長 儒 町 3 6 電 話 住 吉 ( 67 ) 2  1  2  

‘ＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭｾＭＭＭＭー・・圃圃ＭＭ｟ＮＱ
20  
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思リ配勾 の

回半凪 姐凪温

特殊アスフアルトGJ . 34. A4? 持)
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GC- 15)  仕様番号1/ 100- 1/ 12勾配( 年限仕様施工図例
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川
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ベ
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m
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ぉ
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〆

イ

ロ

守

夕

刊

品

ス
ア

ベストプエノレ ト

26kg 

、. - V - - J 、『、. . - '

ア ス タ イ ト ア λ タ イ ト ア ス タイ ト

80号 80号 85号

キ， / レソ イ ド

35k g ，W， 

ギルソイ ド

35kg品

、.

a‘  

進昼ノーミンフレツト

，ミラ ス

参 百 六 拾 万 円出 資 金

(A) 
建 設 省 阪 総 22 号 認 可

F  

a  
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ト 事 業 協 同 組 合

T  E L @1773- 5  

大 阪 路 市 東 区 淡 IIIJ 二 丁 目 五 十 三 番 地

大 阪 市 西 区 京 111J 淵 上 週 一 ノ ー 四

北 陸 ・ 東 海 ・ 近 畿 ・ 中 国 ・ 四 国 ・ 九 州

ァル西 日 本 ア ス フ

飼i

室

星

本

分



麻村サ‘ ソシュ互業株式舎髄
大阪市城東区野江東之町一丁目十二番地 電 話 大 阪 @1859・2854・5272・8.016番 “

大阪市城東区野江東之町1一11 節三工渇 大阪市滅東区古市大通2- 28番地

大阪市城東区野江西之町1- 15 節四工渇 大阪市城東区天王田町1- 171番地

名古屋市中区下臼置町2- 25( 日置 ピノレ内) 電 話 名 古 屋 @  4  0  0  6  

金 沢 ・ 広 島 ・ 松 山

22 
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f  

ｪ ら ｌｬｾ 建築 ｉｴ ｬｬ “復彦総 ｬｴ ‘鍔

鉄文信明ント株式会祉

ＨｾＩ浪建式ｉＱｉｉｉｉｉｉｉｉｉＱｉｉｉ ｕｉ

ス チ ー ル. サッシュ
ドアー

三 シ ツ 斗 ア - オ ペ レ ー タ ー

三 一 製 造ー 販 売 一

i I I 困問| 酬開制問問冊棚卿阻蹴細側聞田副闘

電 話 @ 7371- 3

電話@ l 1351

日

満

全 コ

国ム

害 総 タ

岩 代 イ

工 理 ル

円浪速建枚工業株式曾ピ

本 社 ・工場・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東⑧1171- - 3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ピノレ六号館ω7号室電話東京( @4611

福岡営業所 ・ 福 岡 市 天 神 町 三 番地( サンピル内) 電 話 福 岡 ① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

23 
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自 家 設 備 一 貫 作 業

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

0836 - 9 ・0830T  E  L .  I't. I  (75)  大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 2 1 番 地

幌 市 松 屋 PIT 1 丁 目 6 番 地

営 業 所

4800 ・4801 ・1586
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リワ子ーj しを使用することによって 1 ｭ ｾ＠
当り材料費が 180 内節約となり向且つ強度が

10. 29シ- 6 . 4 %猶進することにより非常に経

済的な施工が期待し得る

.. . . の使用でセプシ卜節約

ＱＰｾｾＱＵｾ 日 Ｙ Ｑｃ Ｙ
神戸市建設局生コンクリート混合所

ス ラ ン プ

W /  C  iTc  Ｚ｜Ｚ ｾｾ＠ fi 一 一 一 一 一

c m 

プ レ ー イ ン ＶＵ ｾ ら ＱＧＺ 2. 3  :  3. 8  18c m'  

リグナール 60
Q

Q  1:  2. 5  :  4. 5  22c m 
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百7 σ28

104 192 

120 245 

神 戸 材 料 株 式 会 社
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告1
1

{ '  大 阪

日本建築協会優良詰明 セ メ ン ト 増

-). -9イ阻害

本 社 ｊｾ ｊｯｉ， Ｚｧ ，ｬ， Ｇｩ 塚 市内合 t の他J t 28 1  '，u; ぷ 'j;: 場 2 1 5 3

工 場 j己 的 HJ 難 波 4 : IlI J  1  3  4  ;u;，;，f;大阪⑬ 8544( 代表 〕

出 張 所 電 活 東 京 (43) 0  8 7 4  ｦＢｬｦｾＨＳＩＰＷＲ Ｑ ・ 名六回 ＨＳ Ｒ Ｉ 1  3  3  1  
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代 1  j- 1，'， ，-U; ぷ ｲｾｊ 山工業東 ＱＷＨＨＲＵＩＰ ＱＶＱＭ Ｓ ・ 安必 ｄ｝ｾ 耐 Ｑ Ｚｬｩ ｝ＨＳＩＵＷ Ｖ Ｕ ・ 大ミエＯｦ，刈わ， ｾＶ ＷＱＰ

住宅や家具につく白アりや害虫を退治します、その上 「アリノン は
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朝日石綿工業株式会祉

大阪市北区神山町四六

東京銀座七営業所- 東京. 検浜. 名古屋岡山. 九州北海道

東京横浜山梨 . 名さ屋.大阪岡立l 門司宮成

電話犬阪⑧ 2333諸説
大阪営業所

社本

場エ

接着剤はセメダイン附の

サンライトセメダイ ン
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金
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八

十

円

(

送

料

共

)

厚 さ 耳21邑( 枚) flHi .f.名( 枚)

3 尺 X O 尺 6. 0kg ￥ 390 

1. 3分 ( 4 務)

4 尺 x 8 尺 10. 7kg ￥ 850 

3 尺 x 6 尺 7. 7kg ￥ 620 

1. 5分 ( 5 χ )

4 尺 x 8 尺 13. 5kg ￥ 990 

3 尺 x 6 尺 E 10.l5ik司g|￥ 800 

2. 0分 (6. 5ヌ)

4 尺 x 8 尺 ￥1，3∞

硬質繊維板( ハードボード)

E:2&i I  

製造元

U且祉忌= rm

電 話北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640
大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 
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御 入 会 の 御 申 込 は ・ー

「 建 築 ど 社 会 」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会


